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　（2019/04/08）

　竹たけ原はら高たか行ゆきが最初に思ったのは、後頭部が痛いということだった。

　何が起きたのか分からなかった。

　混こん沌とんを無む秩ちつ序じよでかき混ぜたような、滅茶苦茶に散らかった室内。

　高行では一生費やしても読みきれないほど大量の書しよ籍せき、名称も用途も判然としないアヤシゲな実験器具、内ない臓ぞうをつまびらかにして陳列されたホルマリン漬づけ、西日の差し込む窓の向こうから聞こえてくる野球部のかけ声。

　散らかり果てた部屋の真ん中。散乱した書籍の上に、高行は倒れ込んでいた。ひっくり返された亀かめのような姿勢のまま、身動きできない。

　理由はごく単純だ。身体からだの上にのしかかっているものがある。

　その重さは、40キロにも満たない。高行は男子高校生としてごく平均的な体格を持ち、つい最近まで陸上部に所属していたので、その気になれば押しのけることは難しくない。

　身動きできないのは、純粋な重量のためではないのである。

「ふふ、びっくりしているようだね」

　それは──高たか行ゆきの上に乗った女子生徒は、怪あやしく微ほほ笑えんだ。

「僕のような細腕の乙女に、あっさりと押し倒されたことが理解できないという顔だ」

　いや、あんたの行動の方がよっぽど驚きだが、と高行は他ひ人と事ごとのように思う。

　だが、この状況は、さすがに他人事では済まされない。

　彼女は高行の上に乗っているというより、高行の胸板に寝そべっているという方が正しい体勢で、お互いの身体の正面が思いっ切りくっついてしまっている。断言して構わないのだが、竹たけ原はら高行という人間が、いまだかつて、家族以外の女性とこれほど密着したことはない。

「叔お父じ上に無理矢理教え込まれた武道だったが、こんな形で役に立つとは思わなかったな。備えあれば憂うれいなし、いや、昔取った杵きね柄づかかな？」

　彼女は満足げにうんうんと頷うなずく。その動きで髪が揺ゆれ、女の子っとした香りが高行の顔に慈じ雨うのように降り注ぐ。やっぱりこう、男と女は体臭からして違うのである。

　彼女はもう一度高行を見つめ、ひどく真剣な顔で、

「手荒な真ま似ねをして悪かったね。しかし男は根性、女は度胸というだろう。ここは押して駄目なら、押し倒すしかないと判断したのだ」

　伝わってくるのは匂においだけではない。全体重で押し付けられる、怖いくらいに華きや奢しやでやわらかな肢し体たい。その中でも圧倒的な重量感と恐るべき弾力を誇っている部位は、まず間違いなく胸の膨ふくらみだろう。薄いブラウスを通して体温が乗り移ってくる。意識しているのかいないのか、高行の両足の間に膝ひざが割り込んでいる。彼女が喋しやべるたび、脳のう味み噌そを直接揺さぶられるようだった。女の子。密着。甘い香り。胸。ふともも。股こ間かん。桃色吐息。不順異性交遊──

　パンク寸前である。この状況は高行のキャパシティを楽勝で突破していた。とにかく猛烈に逃げ出したかった。思わずさ迷わせた視線が、アロワナの標本とぶつかる。ピンポン玉みたいに虚うつろな瞳が、お前も大変だなと言っていた。

「もう一度言おう」

　その声で、現実に引き戻される。

　彼女は大きく息を吸い込む。酸素が一気に燃焼され、体内で爆ばく発はつ的に意志の力が高まっていくのが分かる。高行は声すら上げられず、指の一本も動かせず、ただ彼女の声を聞く。

「──僕には、キミが必要だ」

　頭がきゅるきゅる唸うなっている。完全に歯車が嚙かみ合っていない。

　今日出会ったばかりの女の子に、どうしてここまで熱烈に求められなければならないのか。

　そもそも、どうしてこんな状況になっているのか。

　沈黙を打ち破って、グラウンドから金属バットがボールを叩たたく甲かん高だかい音が聞こえてきた。

　打ち上げられた魂の白球が、心の中に華麗なアーチを描いて、過去というバックスタンドに吸い込まれる──そんなビジョンが、たちまち脳裏に去来した。

　いや、もう何がなんだかさっぱり分からないけど。

　とりあえず回想いってみよう。




　（2018/12/22）

　いつもの熊くま先生はどうしたのだろう。

　熊先生というのは、その名の通り、医者にはまったく無用としか思えない厳いかつい体たい軀くに、たわしの如ごとき体毛を纏まとった整形外科医で、見た目とは裏腹にやわらかな物腰で老若男女に愛される、病院の名物医である。

　腕の方も確かで、仕事柄、怪け我がの絶えない高たか行ゆきもよく診みてもらっている。その熊先生が今日に限って不在だった。あの先生が医者の不養生をやらかすとは思えないのだが。

　熊先生の代役として診察室にいたのは、これまた対照的な、カマキリみたいにひょろりと細い、神経質そうな若い医者だった。

「あんまり、おすすめしませんね」

　カマキリが、数字でも読み上げるように無感動に告げた。その宣告は高行の頭にちっとも染み込んでこない。聞こえなかったとでも思ったのか、カマキリは改めて言う。

「今は運動後に痛みがある程度でしょうが、無理をすれば将来的に歩行さえ困難になる可能性があります。最悪、人工関節という手もありますが、純性保護法に引っかかってしまうので陸上競技はできなくなりますし、日常生活にまったく支障が残らないとも言い切れませんよ」

　そこまで言われて、ようやく理解できた。自分がどうしてここにいるのかを思い出した。高行は、もともと古傷を抱えていた右足首を、とある事故で負傷してしまって、その診察のために、朝もはよから病院を訪れていたのだった。

　カマキリは最後に駄だ目め押おしした。

「ですから、このまま陸上競技を続けるのは、おすすめできませんね」

　今後の治ち療りよう計画を右から左に聞き流して、診察室から出てきた高行は、薬の臭においが鼻につく病院の廊下で、バランスの悪いフィギュアのように立ち尽くす。

「……困ったな」

　呟つぶやいてはみたものの、高行自身、何がどう困ったのか分からなかった。

　途方に暮れる、というのはつまりこういうことなのかもしれない。

　忙しそうに動き回るナースさんが、こちらを邪魔そうに一いち瞥べつしていく。気がつけば、高行の背後に、診察室へ入りたい外来患者が列を成していた。慌あわてて横に避けた拍子に、観葉植物を蹴け倒たおしそうになる。とりあえず帰ろう。ここでデクノボウをやっていても仕方がない。診察料の支払いも、処しよ方ほう箋せんの受け取りも、全部後回しである。受付の前を通りかかると、受付のおばさんがテンプレートな言葉を投げてよこした。

　──お大事に。

　強烈な皮肉に聞こえた。もちろん、おばさんにそんなつもりがないことは分かっている。

　ご愁しゆう傷しよう様さま、とでも言われた方が、まだしも笑えたかもしれない。

「さむっ……」

　自動ドアが開いて病院の外に出ると、切りつけるような寒風が吹き抜けていく。深いため息が出て、その分だけ体温が失われて、ぶるりと震えがきた。

　背中を丸め、首を縮め、のろのろと帰路に就つく。

　西暦２０１８年。日南の限りを行て、日の短きの至りなる十二月二十二日。

　竹たけ原はら高たか行ゆきの十余年間に渡る陸上競技人生に幕が下ろされた日。

　高校一年の冬の出来事であった。




　（2019/04/08）

　入学式に間に合わなかった桜が、いまさら満開になっていた。

　布団の中から、枕まくら元もとの目覚まし時計を見つめる。あの時計が六時を指したら起床しなければならない。起床して諸々の準備をして、学校へ行かねばならない。ここ二日ほど自室に引き籠こもって狙そ撃げき兵へいのような生活をしていたので、そろそろ外気に触れないと社会復帰できなくなる。そうでなくても、今日は学校へ行かねばならない用事がある。でも、ああ、行きたくないなあ、と思い、時よ止まれ！　と高行は念じた。しかし時計は無表情に時間を刻み続け、やがて午前六時になった。

　アラームが鳴る寸前に目覚ましを解除した。一個六百五十円の粗製乱造品の分際で、人間様の行動を規定しようとは不届きであるぞ。と、そんなふうにしてささやかな優越感に浸ひたった。ずるずると布団から抜け出して、まだ冷たい空気の中で着替えを始める。

　寮りよう監かんの瑠る璃り垣がきさんもまだ起きてはいない。身支度を終えて、なるべく物音をたてないよう瑞みず穂ほ荘そうを後にした。高等部の校舎へ続く坂道を、軽いとはいえない足取りで上る。

　高行の横を、ひと目で新入生と分かる初うい々ういしい女子生徒二人組が、これからぐんぐん短くなっていくであろうプリーツスカートを翻ひるがえして駆け抜けていく。

「ふむ……なかなか……」

　高行は眩まぶしいものでも見るように、女子生徒の尻しりを眺ながめた。あの引き締まり具合からして、何かしらの運動部に所属していると見て間違いない。この時間なら万に一つも始業の鐘かねに遅れる心配はないだろうが、運動部の朝練に参加するのだとしたら遅刻は免まぬがれないだろう。ほんの数ヶ月前まで、自分も同じようにこの坂道を駆け上っていたのだと思えば、感かん慨がいがないわけではなかった。

　もう一つ。元気な足音が背後から近づいてきたかと思うと、勢いそのままに背中の真ん中をどつかれた。突然のことに息が詰まった。襲しゆう撃げき者しやは大声で挨あい拶さつした。

「おはよう！　高たか行ゆき！」

　顔をしかめて振り返ると、灰はい塚づかが白い歯も眩まぶしい笑顔で立っていた。

「なんだなんだ、朝からテンション低いなぁ」

　朝だからテンションが低いのではないかと思うのだが。そんな当たり前の反論が通用する相手ではない。言ってみたところで、朝だからこそテンションを上げてゆかねばならぬ、とさらに背中を叩たたかれるのは目に見えている。このサワヤカ王子め。

「朝練はどうした。遅刻だぞ」

「今日はモンちゃんいないから休み」

　モンちゃん、とは陸上部の顧こ問もんのことである。高行はサワヤカ王子を睨にらみつけて、

「朝練もないのに、こんなに早く登校して何をするつもりだ。分かったぞ。気になるあの子のリコーダーでも舐なめしゃぶるつもりだな。きっとそうに違いない。この歩く猥わい褻せつ物ぶつ陳ちん列れつ罪ざい」

「無駄に早いのは、お互い様だろ」

「俺は事務局に用がある。お前と一緒にするな」

　高行はふんと顔を背けて歩調を速め、灰塚はにこにこ笑顔でついてくる。

　灰塚清きよ彦ひこ。高行と同じ二年生で、高行と同じ陸上部に所属し、高行と同じ走はしり高たか跳とび──いわゆるハイジャンプの選手である。身体は灰塚の方が一回り大きく、日々を生きるキアイは高行の四倍に上る。この違いがイケメンとフツメンの分ぶん水すい嶺れいなのかもしれない。別にうらやましくはない。

　中学時代から数少ない二メートルジャンパーとして、お互いの名前くらいは知っていたし、全国規模の大会では決勝を争うことも少なくなかった。高行が高校進学を機に『ここ』へ転入したことで、同じ陸上部に籍せきを置くことになった。

　そんな関係を、灰塚は恥はずかしげもなくライバルだと言う。高行はこれを断固認めず基本的無視という姿勢を頑がんとして貫つらぬき、灰塚はちっともめげることなく高行を追いかけ回す、という関係が続いていた。どうせ追いかけられるなら、女の子がいい。野に咲く花のように可か憐れんな人がいい。まかり間違っても、下半身の筋肉が発達著いちじるしいオスではない。

　灰塚は高行の右足に目を落として、

「足の方は、そろそろ？」

　高行は肩をすくめて、

「そろそろだな」

　高行の足がもう使い物にならないことを、灰塚には教えていない。

　そうかそうか、と嬉うれしそうに頷うなずいた灰塚は、急に難しい顔をして、

「しかし、部活ができないのは死活問題だな。そこでだ。足が治るまではマネージャーをやればいいんじゃないか？　選手ほどじゃないが、ちゃんと給料も出る」

　これは名案だ、と言わんばかりの灰塚の顔面に、そこそこ手加減して平手打ちを浴びせた。

「痛いですっ！　……なぜ叩たたく？」

「やかましい脳筋」

　在りし日の高たか行ゆきは陸上部のエースであった。うちの陸上部は実力主義なところが多分にあり、高行は輝かしい実績にものを言わせ、好き勝手に振る舞ってきた。レベルの低い人間に合わせても仕方ないとのたまっては合宿参加を拒否し、部室のランクを決める運動部対抗戦を空が青いからと嘯うそぶいてすっぽかし、その他諸々の悪行三ざん昧まい。陸上部の団結を乱しに乱しまくった。いきおい、敵も増えに増えまくった。そんなやつらが高行の現状を知ったらどんな顔をするか。嫉しつ妬とすることと陰口を叩くことしか能のない三下どもに、むざむざ物笑いの種をくれてやるいわれはない。かつてのエースがマネージャーに甘んじる、そんなみっともない真ま似ねできるものか。高行はちっちゃな頃からプライドだけは一人前であった。

　されど、武士は食わねど高たか楊よう枝じ、とはいかないことも重々理解している。

『ここ』──学園都市では、未成年とて働かなければ生きていけない。

　すべての発ほつ端たんは前世紀の後半、全世界規模で急速に進行した少子化にある。

　原因は不明。それまで人口が増加傾向にあった国でも出生数が減少したことから、人類という種の限界ではという見方もあったが、それ以上は学校で習っていないので知らない。こんな時代に生まれてかわいそうにと大人は言うが、いまいちピンと来ない。兄弟はいない、近所に友達もいない。生まれた時から、それが当たり前だった。

　二十世紀が終わる頃には、生徒数の激減によって公立私立を問わず数多くの学校が廃校に追い込まれ、物理的に学校に通うことができない教育的空白地域が発生する異常事態となった。

　その対策として施し行こうされたのが「超少子化時代における統合的教育に関する方針」。

　通称、教育新法である。これによって成人年齢は十八歳に引き下げられ、子供の権利は大きく拡大されることになった。全国の学校機関は次々に統合、あらゆる教育を一貫して行う国立学園都市が整備された。

　２０１９年現在。すべての子供は、親元を離れ学園都市で寮りよう生活をするか、通信制の教育を受けるかを選ばなければならない。教育新法施行から二十年が過ぎ、幼よう稚ち舎しやあるいは初等部から学園都市で生活する子供（はえぬきとか、箱入りとか呼ばれる）も珍しくはなくなった。

『ここ』第三学園都市はその名の通り、三番目に整備された学園である。全部で五つある学園都市で最も大きな規模を持つ。百万人を軽く超える人口の、実に九十パーセント以上が生徒・学生の若い世代で占められている。

「まさに現代のネバーランド──とはいかないんだよな」

「なんの話だ？」

　脳天気に首を傾かしげる灰はい塚づか。高行は夕日を見るような目をした。

「明日食べるものの心配だ」

　学園都市には独自の通貨（校こう貨か）が流通している。寮での生活も、日々食べていくのも、この校貨がなければ滞とどこおる。もちろん必要最低限の校貨は支給されるが、あくまでも必要最低限。人間並みの生活をしたいのなら、自分で稼がなければならない。

　灰はい塚づかは仕方ないやつだ、という顔をして、

「貯金してないのか？　人生、計画性が大事なんだぞ？」

「そういうお前は貯金しているのか」

「五万円くらい……」

　ないほうがマシ、という感じだった。学園都市の学生は、必ず何かしらの団体に所属しなければならず、そこでの活動が評価されて校貨が支給される仕組みになっている。運動部なら大会の成績、サークルなら文化的活動、委員会ならそれぞれの業務が評価される。

　一番割りがいいのは、学園都市の運営を担になう委員会。ついで運動部、文化部、その他のサークルと続く。生活の苦しいサークル系の学生などは、アルバイトという形で校貨を稼いでいる場合がほとんどだ。

「手っ取り早く稼ぐなら委員会だけど。いまさらだよな……」

「だから、マネージャーをやれば、」

「却下だ」

　ひと口に陸上部と言っても、学園都市の生徒数は膨ぼう大だいであり、陸上系だけを見ても両手で数えきれない数の団体が存在している。しかし、学園都市の憲法とも言うべき『学則大たい綱こう』には、「活動内容の如何いかんによらず同名のクラブ等団体の並立を禁ず」とある。高たか行ゆきと灰塚が所属する陸上部だけが正真正しよう銘めいの陸上部であり、選手のレベルも校貨の支給額もトップクラス。それ以外の陸上系団体は看板に「陸上」の二文字を使うことさえ禁じられているのだ。

　ああ、強い者が弱い者を叩たたく世せ知ち辛がらさよ。

　昨年度の冬まで陸上部のエースとして何不自由ない生活を送っていた高行も、現在は絶賛無職。特待生として様々な優遇を受けていたこともあって、肩身が狭せまいったらない。陸上部からの収入はすでに途切れている。学園で生活していくのなら、望むと望まざるとにかかわらず、次の就職先を探さなければならない。

　それが、竹たけ原はら高行の置かれているゲンジツだった。

　灰塚は空いている手でビシッと高行を指差す。

「とにかく、一回部活に顔出して、モンちゃんに相談してみろよ。怪け我がしてからこっち、練習に出ないだけじゃなくて部室にも来ないじゃないか。皆も心配してるぞ」

　そんなわけがあるか、と思う。

　陸上部には、自分の凋ちよう落らくをせせら笑う者はいても同情してくれる者はいまい。これが怪我をしたのが灰塚だったら、まったく逆になっていたに違いない。無論、同情して欲しいという意味ではない。これまで他の陸上部員たちと距離を置いてきたのは高行の意思だ。

　自業自得、という言葉を嚙かみ砕いて飲み込む。

　高たか行ゆきはまだ何か言いたげな灰はい塚づかを睨にらみつけて黙らせた。

　やがて、坂道の上に巨大な建造物の群れが見えてくる。

　高等部の校舎だ。
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　日常の終了がすぐそこまで迫っているとも知らず、高行は一限目の授業がある教室で、大きなあくびをしていた。高等部では、各学科の必修科目プラス受けたい授業を自由に履り修しゆうできる単位制を取っているのだが、時間割をすべて自分で組むのはだいぶ面倒なため、いくつか用意されているセットコースを少々アレンジして履修している学生が大半だった。

　陸上ばかりにかまけてきた高行も、もちろんその口だ。

　始業までにはまだ三十分以上の時間があったが、定員百名の教室にはすでに二十人ほどの学生がいた。一見すると、ジャージやトレーニングウェア姿が目立ち、真ま面じ目めに予習復習をしているのはごく少数である。大半が朝練を早めに切り上げた運動部員のようだった。

　そこへ、オシャレなジャージを着た女子生徒がもう一人やってきた。教室の入り口できょろきょろと視線をさ迷わせ、高行を捕ほ捉そくすると弾はずむような足取りで近づいてくる。

「おっはよん。たっきー」

「おっす。なんだか久しぶりに会った気がするな」

「先週は遠えん征せいに行ってたのさ。でも、一週間は全然久しぶりじゃないと思うよっ」

「そうか？　じゃあ、有あり屋やの久しぶりはどれくらいだ？」

「変なこと訊きくね。そーだな、一年くらい？」

「一年も顔合わせなかったら忘れちまう」

「うわ、たっきー冷たいんだー」

　何が楽しいのか、きゃらきゃらと笑う有屋。

　いや、こいつは何がなくても楽しそうにしているから、これでデフォルトなのだろう。

　有屋美み月つき。高行と同じ、高校からの転入組。灰塚とはまた違った方向にエネルギーを発散している元気娘である。確か何かしらの運動部に所属していたと思うのだが、具体的には忘れてしまった。なんだか今更訊きにくい。朝練の後にシャワーを浴びたのか、ショートカットの髪が揺ゆれてシャンプーの匂いがした。

　有屋とはたまに授業で顔を合わせる以外にこれといったつながりはないのだが、一度どうでもいいことで大おお喧げん嘩かしてからは、気の置けない友人として付き合うようになった。有屋はずいぶん友人が多いようだが、高行にとってはほとんど唯ゆい一いつと言って間違いない女友達である。

　席に着いた有屋は、何をするよりもまず、肩がけにしていたスポーツバッグからミックスキャンディーの袋を取り出して、パイン味を口に放り込む。

「やっぱり、運動の後はカロリー補給しないとねっ！　たっきーはもっと食べなきゃ駄だ目めだよ？　そんなに細いと風に飛ばされてしまいます」

　そして有あり屋やは、無造作に摑つかみ出したキャンディーを、当然のように押し付けてくる。人にモノをあげるのが好きなやつ、というのはいるものだ。

「お気遣いありがたいんだが、俺は朝練してきたわけじゃないから」

　うん？　と首を傾かしげる有屋。

　すっかり忘れている。全然久しぶりじゃない一週間前に説明してやっただろうに。もう数え切れないくらい繰り返した説明を、もう一度してやる気にはなれなかったので、代わりに机の上に広げていたプリントの束を指でつついた。プリントには学園都市に存在する、まだ定員に余裕がある部活やサークル、委員会がびっしりと書かれている。

　それを見て、有屋はようやく思い出したらしい。

「ああ！　そっか、たっきー陸上部やめちゃったんだっけ」

　まだ退部届を出していないので籍せき自体は残っているはずだが、わざわざ陸上部へ出向き、二週間ものの便秘並みに重苦しい雰ふん囲い気きを生成し、かかなくてもいい恥はじをかくぐらいなら、このままうやむやにしてしまうのが無難に思われた。

「もう、次の就職先決めたの？」

「いや、これだけあると目を通すのだけでも一苦労だ」

「そんなのは、ズバッと直感で決めちゃえばいいんだよっ！」

　ズバッ、と振り回された有屋の右腕をスウェーで回かい避ひする。

「直感で決めて後こう悔かいするのもバカらしいだろう」

「だいじょぶ！　なんとかなるって！　あたしがいまの部活に決めたのだって、あみだクジだよ。それでもなんとかなってるもん」

「バカだ。バカがいる。それは直感じゃなくて偶ぐう然ぜんだ」

「む。バカっていった方がバカなんだよっ」

　有屋はぶうとむくれる。

「もちろん俺はバカであるが、自分よりバカなやつにバカと言われるのは心外だな。この間のテスト、有屋は赤いくつだったっけ？」

「うっ……みっつ」

「俺はふたつ」

「一個じゃん、たった一個の差じゃん！」

「いやいや、二個と三個の差はでかいぞ」

　毎月の校貨支給額には、定期テストの結果が支給レートとして乗算される。勉学をおろそかにし、部活やお金稼ぎに没ぼつ頭とうしても、支給される校貨が減らされてしまうというわけだ。

　有屋はもっともらしくため息をついて、

「たっきーって時々可愛かわいくないよね。そんなんじゃ、どこも拾ってくれないよ？」

　そうかもしれぬ、と素直に思った。

　だからさ、と有あり屋やはどきりとするような魅み力りよく的な笑みを浮かべる。

「うちに来なよ」

「なに？」

「あたくし、この度たび、副部長に就任いたしまして。うちの部長へタレだから、もう実質上の最高権力者なのです！　バリバリ職権濫らん用ようしちゃうもんね。たっきーひとり入部させるのなんて、わけないよ」

　どうやら有屋は、最初からそれが言いたかったらしい。

　その気遣いを嬉うれしく思う一方で、とても申し訳なくも思う。

　有屋の所属している部活がなんだったか、やはりどうしても思い出せないのだが、どんな部活であれ、自分が入部することはないだろう。高たか行ゆきは陸上をするために学園に来たようなものだ。いまさら、それ以外のことをやろうとは思えないし、できるとも思えない。

　高行は苦笑いの出来損ないのような表情で、慣れない噓うそをついた。

「まあ、もう少し考えてみるさ。やっぱり、大事なことだから」

「そ、そうだね！　うん、こういうのは勢いで決めないでしっかり選んだ方がいいよ！」

　一分前と正反対のことを言っているような気もするが、細かいことを気にしないのが有屋のいいところなのだ。

「ありがとう有屋」

「何言ってんだい。あたしとたっきーの仲じゃないのさ！」

　ぐいっとサムズアップする有屋はステキに男前で、

　そして、それが最後の日常だった。

　非日常は教室後部から突入してきた。手加減なしに開かれたドアが、壁かべに激突して物もの凄すごい音を立て、教室にいた全員の視線が集中する。

　小柄な女の子だった。

　二十以上の視線を真正面から受け止めて、いささかも動じることなく仁王立ちしている。背中の真ん中くらいまである髪は寝ね癖ぐせがひどい。テーマがあるとしたら「大自然」に違いあるまい。野や暮ぼったい前髪の奥で、大きく丸い瞳がグリグリ動いているのが遠目にも分かった。

　見覚えのない女の子だったが、高等部の制服を着ているから、やっぱり高等部の生徒なのだろう。学園都市では公式な行事を除いて服装は自由とされているが、毎日服を選ぶのが面倒になって、結局制服を着て過ごす横着者は少なからずいる。

　高行はその日の気分で私服だったり制服だったりする。

　派手な格好をしているわけではなく、とびっきりの美人と言うわけでもないのに、なぜか目を惹ひきつけて離さない、不思議な雰ふん囲い気きを持った少女だった。あれがオーラというやつなのかもしれない。
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「誰だろ？」

　首を傾かしげているところを見ると、有あり屋やも知らないらしい。

「さて……見たことないな」

　高たか行ゆきは頰ほお杖づえをついて、あくびを嚙かみ殺す。

「なんかカッコいい子だね」

「そうかあ？」

　暢のん気きに観察していると、女生徒が行動を開始した。

　衆しゆう人じん環かん視しをものともせず大おお股またで教室を横断して立ち止まったのは、なぜか高行の正面だった。反射的に有屋を見る。有屋は、あたしじゃないよともげそうな勢いで首を振った。

　制服の女子生徒は明らかに高行に向かって、

「竹たけ原はら高行くん、だね」

　特徴的なハスキーヴォイス。

　用があるのは、やはり高行らしい。

　予想もしていなかった展開。女生徒に集まっていた注目が自分にも向けられていることに気づいて、心拍数が跳ね上がる。陸上の大会ではいくら観客がいても緊張しないのだが、日常生活で予期せず注目を集めてしまうと駄だ目めだ。普通に小心者なのが竹原高行だった。

「僕は、海かい竜りゆう王おう寺じ八やつ葉はという」

「は？　かい？　おう？」

　高たか行ゆきには正確に聞き取れなかったが、女生徒の声はずいぶん大きかったので、教室にいた全員の耳に彼女の名前が届いた。途端、教室のいたるところで、全然ひそひそ話になっていないひそひそ話が沸わき起こる。

「いま、海竜王寺って言った？」「マジで。初めて見た」「本物？　本物？」「天才」「胸でかい」「ボクっ娘」「ジーニアス」「今日はいいことありそう」

　断片的に漏もれ聞こえてくる情報からして、目の前の女子生徒はかなりの有名人であることは窺うかがえるのだが、それ以上はいかんとも判断し難がたい。高行の混乱も周囲の喧けん騒そうも置き去りに、彼女はとことんマイペースに、どこか芝居がかった調子で話を進めていく。

「竹たけ原はらくん。先頃、キミが陸上部をやめたと聞き及んだのだが、事実だろうか？」

　正確にはやめたわけではないが、そのあたりを説明するのは億おつ劫くうだったので、高行は「うん、まあ」と肯こう定ていした。

「理由は足の怪け我がだそうだが。それは陸上で？」

「いや。あれは事故。俺の不注意」

「そうか。それはご愁しゆう傷しよう様さま」

　彼女は、本当になんでもないことのように呟つぶやいた。

　高行が反応するよりも早く、隣の有あり屋やが立ち上がって、

「あの！　かいりゅー王子さん？　話してるところ悪いんだけど、そういう言い方ってあんまりよくないんじゃないかなっ！」

　唇の尖とがり方と眉まゆ毛げの角度からするに、有屋は本気で怒っているみたいだった。

　初対面でなかったら、摑つかみかかるくらいのことはしていたかもしれない。他人のために怒れる有屋を好ましく思う一方で、高行はさっぱり腹が立っていなかった。謎なぞの女子生徒の物言いは、確かに不ぶ躾しつけで単刀直入だったが、そこにはほんの少しの皮肉も嘲あざけりもなかった。

　ただ純粋に、残念だったねと言っているように聞こえたのだ。

　彼女は聞いたこともない外国語で話しかけられたという顔で有屋を一いち瞥べつして、それだけだった。無視していると言うより、眼中に入っていないようである。

「知っての通り、学園都市の生徒には部活動かそれに順ずる活動に参加することが義務付けられているわけだが。今後、激しい運動ができないということは、次の所属先には文化部も視野に入れていると考えてもよいだろうか？」

「まあ、その可能性もなくはないんじゃないか」

　見ず知らずの相手に、どうしてそんなことを訊きかれなければいけないのだろう？　どうして自分は素直に受け答えしているのだろう？　やはりこれもオーラのなせる業わざなのか。

　高行の答えを聞いた彼女は、満足げに頷うなずいたかと思うと、ごく自然な動作で右手を差し出してきた。次の一言は、騒がしくなった教室に再び沈ちん黙もくをもたらす。

「ついては、竹たけ原はら高たか行ゆきくん。ぜひ、キミを我が第二科学部にスカウトしたい」

「……は？」

　教室の沈黙はほんの一いつ瞬しゆんのことで、もはや到底ひそひそ話とはいえない喧けん騒そうが巻き起こる。

　彼女はやはり気にすることなく喋しやべり続ける。

　曰いわく、第二科学部は科学部と名乗ってこそいるが、それは制度上やむなくのことであり、ちまちまと顕けん微び鏡きようを覗のぞいたり、小動物を解剖したり、アルコールランプで湯を沸わかしているような部活動では決してない。この猥わい雑ざつ極きわまる世界から、海の如ごとく深き知性と、風の如く大胆な行動力、そして油田の如く飽くなき好奇心をもって、輝ける真実を拾い上げんとする探求の徒である。今はまだ小さな部だが、遠くない将来は学園に、否、世界中にその名を知らしめることになろう。そのために、キミが必要なのである。僕がいかにキミという人材を欲しているかここで百万言を尽くしたところで語り切れないので、ぜひ放課後、部室へ来てもらいたい。朝の貴重な時間を邪じや魔まして申し訳なかった。では、これで失礼させてもらうよ──とか、なんとか。

　ちっとも頭に入ってきやしない。一方的に喋りまくって有無を言わさず締しめくくり、女生徒は悠ゆう然ぜんと去って行った。高行は完全に呆あつ気けに取られて、

「……なんだったんだ。あれ」

　有あり屋やはアホの子になっている高行を見て、いまだ静まらない教室を見回して、最後に女子生徒が出て行ったドアを睨にらみつけ、

「知らない！」

　ちょっと怒ったように呟つぶやいた。突然スカウトされただけでもお腹なかいっぱいなのに、有屋が不機嫌になっている理由には皆目見当も付かず、高行は途方に暮れるしかなかった。
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　朝っぱらから、大変な目に遭あった。

　なかなか強烈な出来事だったにもかかわらず、どうも現実味が伴わない原因は、長ったらしい名前を名乗った女生徒が初めて見る顔だったこと、そんな初対面の相手にスカウトされた理由が曖あい昧まいなことにあるのだろう。

　人違いだったのではないか、と半ば本気で思う。

　何はなくとも腹は減る。

　朝早かったせいか、四限が始まる頃には腹の虫が鳴いていた。陸上を続けられなくなったことで日々の運動量は激減したが、食欲はそのままだ。とはいえ高行は食が太い方ではなく、周囲からはもっと食って筋肉つけろといわれ続けてきたぐらいだから、急激に太ってしまうことはないだろう。学食のメニューの中で最も高カロリーのカツ丼どん定食をチョイスし、券売機に携けい帯たいをかざす。やけにメルヘンな電子音が響ひびいて支払い完了。適当な席を探してうろついていると、すれ違った男女混合のグループが、自分を指差して何か言っている気がした。もちろん振り返って確認するような真ま似ねはしない。よくあることだ。自意識過剰は大変格好悪い。

　誰も座っていない隅すみっこのテーブルを発見し、そこへ陣じん取どる。

　今日のように学食だったり、ビニ弁だったり、たまに瑠る璃り垣がきさんの手製弁当だったりするが、基本的に昼食は一人で食べることが多かった。絶対的に友達が少ないという切なすぎる事情もあるが、高たか行ゆきは食べているところを見られるのが苦手なのだった。数少ない友人曰いわく「大おお雑ざつ把ぱで適当なのに、変なところが神経質」らしい。余計なお世話だと思う。

　春のうららかな陽射しがたっぷりと降り注ぐ食堂の隅っこで、まだ浮かれ気分が残っている新入生たちの雑談をＢＧＭに、禅ぜん僧そうの如ごとく黙々とカツ丼どんを食らう。

　食事中は喋しやべらず騒がず料理を味わえ──今年で傘さん寿じゆを迎えるばあちゃんに、小さい頃から言いつけられてきたことだが、ようやくこの歳になってその意味が分かってきたように思う。

　同じ素材を同じ料理人が同じ道具で同じように料理しても、まったく同じ味は再現できない。人との出会いがそうであるように、日々の食事もまた一いち期ご一いち会えなのである。ばあちゃんに言ったら、いやそうじゃないよ、とダメ出しをされるかもしれないが、こういうのは自分なりの解釈が大切だ。

　今日のカツ丼は少し揚げ過ぎで、肉が硬くなってしまっている。でも、千切りキャベツは格別にやわらかくて甘い。そんな些さ細さいなことで一いつ喜き一いち憂ゆうできる自分の小市民っぷりが、実はそんなに嫌いではない高行だった。

　と、その時。

「ここ。相席してもええかな？」

「むぐっ？」

　付け合わせのポテトサラダが喉のどに詰まった。冷たいお茶で無理矢理流し込んでから顔を上げると、声をかけてきた人物はすでに机を挟はさんだ正面に座っている。

「リアクションおっきいなぁ。ウチも見習わな」

　細い目をさらに細めるキツネっぽい笑顔は、どこかで見た覚えがある。しかし、すぐには名前が出てこない。

「えっと……確か、」

「その節はどーも。お世話になりました」

　そう言って首から下げたカメラを構え、断りもなしにフラッシュを瞬またたかせた。

　骨こつ董とう級にレトロな一眼レフを見てようやく思い出す。

「報道部の。鷹たか嘴はし由ゆ真ま」

「あ、覚えててくれたん？　由真って呼んでくれると嬉うれしいなあ」

　報道部というのは、その名の通り学園都市の人物や出来事を取材し、ネットマガジンなどを発行している部活動のことだ。同じ情報系文化部としては、新聞部や写真部なども存在しているが、それらと比べ報道部の取材方針は、強引過激でパパラッチ的、紙面もリベラルかつラジカル、その分だけ憶おく測そくやデマも多く含まれている。

　鷹たか嘴はし由ゆ真まには、一年の夏ごろだったか、『陸上部　二大エースの確執』とかいう切り口で、半ば無理矢理に取材を受けたことがある。それは取材というよりほとんど決めつけに等しく、高たか行ゆきと灰はい塚づかが陸上部を二分して対立しているという『事実』をでっち上げたい意図が見え透いていた。陸上部を二分するどころか、高行が完かん璧ぺきに孤立していたので、結局記事にはならなかったようだが。あの取材のおかげで、高行が決定的に陸上部に居い辛づらくなったのは間違いない。

「んでさ、たかくん。ちょっと取材させてほしいことがあんねんけど」

　たかくん？

　たった二度会っただけでずいぶん馴なれ馴なれしい。過去に迷惑をかけたことなどとうに水に流しているらしい。だが、これくらいのずうずうしさがなければ、報道部の記者など務まらないのだろう。

「いま、飯を食べてるのですが」

「あいあい。もちろん待ちますとも」

　両手を擦こすり合わせて拝むような仕草をする由真。

　落ち着かないからあっちいけ、と言ったところで素直に聞き入れる相手ではない。

　箸はしと口を動かしながら、由真をそれとなく観察する。ブレザーの下に着込んでいるのはド派手な柄がらのシャツ、短いスカートの下には活動的な記者らしくスパッツ着用。首や手元にはアジアンっぽいアクセサリーがじゃらじゃらくっついている。それから、中途半端な関西弁。以前はそんな喋しやべり方をしていなかった気がする。関西人の彼氏でもできたのだろうか。

　人間、外見だけは簡単に変わるものだ。

　それが高校生ならなおさら。

　カツ丼どんを食べ終える。

「ご馳ち走そう様さまでした」

「はい、お粗末さんでした」

「おまえが作ったわけじゃないだろう」

「作った人の代わりに言ってあげたの」

　ああそう。由真はにやにやとした笑みを浮かべて、

「たかくんって、ご飯の食べ方きれいスね」

　パシャリ、とさらに一枚。さりげなく言われ、なんだか恥はずかしくなる。そんなことを言われたのは初めてのことだった。観察しているつもりが観察されていたらしい。

　油断のならない女だ。平静を装よそおってお茶をすすり、

「それで？　取材って？」

　最初は陸上部のことかと思ったが、高たか行ゆきが足を怪け我がしたのは去年のことだ。生き餌えしか口にしない爬は虫ちゆう類るいの如ごとき報道部が食いつくにしては、いささか鮮度が落ちすぎている。

「またまた、いやですよぅとぼけちゃって。もうそこら中で噂うわさになってンだから、観念してホントのとこ聞かせてちょうだいな」

「そう言われてもなんのことやら本当に分からないんだが」

　本気で戸惑っている高行を見て、由ゆ真まも少し不安そうに、

「レヴィアたん──あの海かい竜りゆう王おう寺じ八やつ葉はにスカウトされたんでしょ？」

「れ？　かい……なんだって？」

　由真が今朝の闖ちん入にゆう者しやのことを言ってるのだとすぐに分かったが、またしても名前が聞き取れなかった。わざわざメモ帳に書いてもらって、ようやく理解した。

　──海竜王寺八葉。

　信じ難がたいことに本名であるという。ここまで大おお仰ぎような名前は、ちょっとお目にかかったことがない。海竜→リヴァイアサン→レヴィアたん。どうでもいいが、安易過ぎるあだ名だった。

「確かに。朝からすごい剣幕で勧誘された」

　そこら中で噂になっている。ということは、さきほど感じた視線も、あながち気のせいではなかったということだろうか。しかし、そのことがなぜ、朝から昼までの数時間で高等部全体に広まるほどの、そして報道部が食いつくほどの噂になりえるのか。

　由真はぽかんと口を開け、キツネ目を限界まで見開く。

「え？　噓うそやん……マジ？　知らんの？　ぜんぜん？　これっぽっちも？」

　高行は重々しく頷うなずいた。無知は恥はじではない。知ったかぶりこそ恥である。

　んなわけあるかいな、と由真はすぐには信じようとしなかったが、自分以上に混乱している高行を見て疑うのをやめたようだった。

「ケッ、使えねぇなぁ」など小声で呟つぶやいたりする。聞こえてる。

「そうゆうことなら、これでお暇いとまするわ。ほな、邪じや魔ましたね」

　色々と事情を知っているらしい由真にこのままお帰りいただく手はない。

　席を立ってさっさと立ち去ろうとする由真の肩をがっしり摑つかんで、

「取材ならいくらでも受けてやるから、代わりに教えれ。かい、なんとかってやつのこと」

　由真は拗すねたように唇を尖とがらせていたが、

「……海竜王寺さん、ね」

　やがて観念したように、席に座り直した。

　後から聞いた話だが、鷹たか嘴はし由真といえば入学してすぐに学園都市運営機構（つまりは、子供の王国における大人の最大勢力）の資金横おう領りよう事件をすっぱ抜き、その後も次々に特ダネをものにして、二年生になった今や、名実ともに報道部のエース。ＣＩＡからスカウトが来ている、というのはさすがに噓だろう。だってアメリカもうないし。

　海かい竜りゆう王おう寺じ八やつ葉はは、その報道部のエースがつけ狙ねらうほどの大人物なのか。

「けど、教えるゆうてもなぁ、有名人過ぎてどっから説明したらええんやら」

　由ゆ真まはしばらく思案顔で顎あごに人差し指を当てていたが、「ま、いっちゃん基本的なところからやな」と一人で納なつ得とくし、

「海竜王寺八葉さん──彼女は、ジーニアスなんよ」

　さすがにジーニアスは知ってるよね、と笑う。

「バカにするな。それぐらい知ってる。小学校で習うことだろう」

「にゃはは、そないムキにならんと。なんか、たかくんってイジりやすいわ。どっちかって言ったら強こわ面もてなのにネ。なんでかなぁ」

「知らねえよ。分かったら教えてくれ」

　実際、高たか行ゆきは付き合いが深くなった人間からは、いいようにいじられることが多い。

　報道部エースの人を見る目は本物のようだ。

「それはともかく。ジーニアスか……なるほど」

　ジーニアス。

　そう呼ばれる人々のことを、誤解や過不足を恐れず、なるべく端的に表象するのなら、「天才」の一語に尽きる。それも、そんじょそこらの天才ではない。常識外れの超天才。とてつもなく稀け有うな人間であり、なかにはちょっとヤバいやつもいる──高行はそのように認識している。

　その認識は、あながち間違っていないとも言えるし、まるっきり大ハズレでもある。

　ジーニアスの存在が公式に確認されたのはおよそ三十年前。全世界規模の少子化現象と時期を同じくすることから、両者にはなんらかの関係があるのではという説もあるが、本当のところは誰も知らない。はっきりしているのは、彼らの出現によって世界の技術レベルが一気に百年は進歩したということである。

　出現率は地域人種を問わず0.000001パーセント以下。常人とはあまりに隔かく絶ぜつしたその能力は、あらゆる意味で既き存ぞんの常識を破壊する。ジーニアスの発明や行動がもたらす人災「ジーニアス禍か」はいまや国際的な社会問題となっている云うん々ぬん──すべて授業の受け売り。

　そんなわけだから、ジーニアスを人類の宝として保護育成すべきだという意見もあれば、ジーニアスは人類という種が患かかった癌がんであるから徹底的に排はい除じよすべきだという過激な一団も存在している。日本は消極的に前者を支持しており、ここ『第三学園都市』は全部で五つある学園都市の中で、唯ゆい一いつのジーニアス受け入れ校になっている。

　とはいえ、『学園』に暮らす百万人の学生生徒の中にジーニアスは十人もいない。その上、ジーニアスが通常の授業や学校行事に出てくることは稀まれとなれば、高行の如ごとき一般的高校生が、普通に生活している限り、関わり合いになることなどあろうはずもない。自分とは何もかもが違う特殊な人間が、同じ街のどこかにいるのだと、その程度にしか考えていなかった。

「それはそれで、極端だと思うけどネ。たかくんって芸能人とか興味ないでしょ？」

　由ゆ真まはちょっと呆あきれたふうに笑う。これも図星である。高たか行ゆきは芸能人にもアイドルにも歌手にも興味がない。他人全般に興味がないとも言える。いや、リック先生だけは神のごとく崇すう拝はいしているけれども。

　見てみ、と由真は学食の一角を指差す。そこにはプラスティックの弁当箱が積まれたワゴンと、そこに群がる腹ペコ高校生の群れがあった。その一角だけ異様な熱気に包まれ、今にも殴り合いが始まりそうな、危なっかしい雰ふん囲い気きになっている。

「なんだあれ？」

「初等部に料理が物もの凄すごく上手なジーニアスがおって、たまにああやってお弁当が売り出されるんやって」

「初等部……」

　高行は感かん嘆たんした。小学校の頃の自分は、おにぎりさえ満足に作れたかどうか。

「そんなにうまいのか」

「そりゃもう絶品。天上の味。一度食べたら忘れられなくて虜とりこになってしまうとか。実際、あの弁当のためならいくらでも出す、親でも質に入れるって人間がごまんとおるよ」

　まるで、麻薬じゃないか、と思った。

「つまり、料理のジーニアスということか」

「そ。なにもジーニアスはお勉強ができるだけじゃないねん。ジーニアスにはそれぞれ得意な分野があって、なんや《特ブ化ラ領ン域チ》っていうらしいねんけど。めちゃくちゃうまい料理を作るジーニアスもいれば、音楽が得意なのも、数学が得意なのもいるってことやな」

「ふうん……陸上のジーニアスってのも、探せばいるのかね」

「スポーツとか武道とか、そういうジーニアスはおらんっちゅー話やけど」

「じゃあ海かい竜りゆう王おう寺じのぶらんち？　というのはなんなの？」

　由真は肩をすくめて、

「知らん」

「そんなあっさり」

「知らんもんは知らんもん。出身地はどこか、家族構成は、血液型は、好きな食べ物は、愛用の化粧品は。ジーニアスに関する情報なら、どんなちっちゃいことでもいいネタになんねん。海竜王寺さんは特に情報が少なくて、まさに孤高の天才って感じなんよ。だからこそ、こうやってたかくんに取材に来てんのに……あーあ、こりゃマジで無む駄だ足あしやなぁ」

　じろり、と恨みがましい目で睨にらまれる。

　俺が悪いみたいに言わないでほしい、と思う。

　退屈してきたのか、由真はカメラをいじくりながら、

「まあ、でも、細かい情報をまとめた感じ、海竜王寺さんは結構オーソドックスな天才なのかもね。彼女の入学試験、なんでも理論上ありえへん結果が出たとかで、いまでも非公開になってるし」

「入学試験ねえ……」

　あの、三日をかけて行われる、名前さえ書ければ合格できるくせに、成績によってその後の学校生活に多大な影えい響きようを及ぼすという悪名高き入学試験。

　止まるところを知らない少子化の影響で、未成年がのんびりモラトリアムを気取っていられる時代は終わりを告げた。学園都市の入学試験では、知力体力感性ありとあらゆる能力が計測され、さらにはＤデイーＮエヌＡエーまで解読され、将来的に開花するであろう才能や適性のある職業が統計学的に弾はじき出されるのである。

　陸上選手の確率なんとかパーセント。数学者の適正なんとかパーセント。報道記者の適性なんとかパーセント。無論、どういう人生を選ぶかは本人の自由だが、「科学的」に芽が出ないと判断された道を、あえて突き進めるような豪ごう傑けつはなかなかいない。高たか行ゆきに限ってみれば、学園に転入する前から陸上を始めていたので、試験結果をあまり気にしたことはなかった。

「他にめぼしい情報は？」

「そやねえ……ジーニアスは色々と優遇されてるらしいけど、その中でも一番すごいのが『自由に部活を作れる』って特権かな」

「なんだって？」

「普通、同じ名前の部活やサークルって作れへんやろ？　でもジーニアスだけは許される。部の名前に『第二』ってついてたら、ジーニアスが作ったもんだと思って間違いないわ。しかも研究費って名目で、校こう貨かもたんまり支給されるんやて」

　震えが走った。

「あ、ありえん……部活作って寝てれば金が入ってくるってことだろ？」

　絶賛無職の高行にしてみれば、信じ難がたいほど破格の特権だった。

「そんな不公平が許されていいのか？　いや、よくない！」

「おう、言ったれ言ったれ！」

「差別反対！　平等平和！」

　義ぎ憤ふんに声を高くする高行に、由ゆ真まはパシャリとシャッターを切りレンズ越しに訊たずねてくる。

「ほんなら、このまま突入したらええやん！　第二科学部！」

　その姿勢のまま、ぴたりと固まる高行。

「……どうしよっかなぁ」

「こらこら、そこでヘタレんなや！　行ってもらわんと話が進まんやろ！」

「むう……」

　高行は、あの女子生徒──海かい竜りゆう王おう寺じ八やつ葉はのことを、ちょっと怖いと思っていた。それでなくても、周囲に流されやすいと自分でも分かっている高行は、ああいった押しの強いタイプの人間が苦手だ。さらに、ジーニアスという言葉に付きまとう得体の知れないイメージが、『苦手』を『怖い』にランクアップさせている。

　見たことも聞いたこともない食べ物を、さあ食ってみろと差し出されたら、誰だって尻しり込ごみするだろう。しかし、見たことも聞いたこともないというだけで遠ざけてしまうのは、もったいないという気もするのだ。リヴァイアサンなどと大層な名前で呼ばれる天才が、格別頭が良いわけでもなく、特殊技能を習得しているわけでもない、たったひとつの取り柄さえ失った自分を必要とするのか。

　そのあたりだけでも知っておきたい。

「どうせ、次の働き口、決めなきゃいかんのやろ？　せやったら、部活見学のつもりで行ってきたらええやん。やられっぱなしでええのんか！　がんばれ男の子！」

「……分かった。放課後行ってみる」

　由ゆ真まはそれでよし、と頷うなずいて席を立った。

「取材はもういいのか？」

　一方的に情報を教えてもらうばかりで、ほとんど取材を受けていない気がする。

　しかし由真はひらひらと手を振って、

「さすがにウチでも、何も知らん人から取材はでけへんって。これは一個貸しにしとくわ。こっちでも色々調べてみるから、ちょいちょい情報交換しよ」

　由真のネックレス型の携けい帯たいが手を触れてもいないのにチカリと瞬またたいて、由真のアバターが現れた。二足歩行するキツネの姿をしている。ちょこちょこと歩いてきて、テーブルの上に置いていた高たか行ゆきの携けい帯たいに赤い宝石（＝由真のアドレス）を投げ入れて、ボンっと白煙と木の葉をまき散らして姿を消す。ずいぶんと凝こったエフェクトだ。脳波で機械を操作するＥＥＧコントロール、それに立体映像の空中表示。どちらも、ジーニアスによって急激に進歩した技術である。

「ま、どーしても行くとこなかったら報道部に来たらええよ。まったく記者には向いてないけど、ウチの助手としてこきつかってあげるよって」

　勝手なことを言って、由真は走り去っていった。おそらくは、次の取材先に向かったのだろう。忙せわしないことだ、と思っていると昼休み終了五分前のチャイムが鳴る。由真はいつ昼飯を食べるつもりなのだろう。誘ってもらって申し訳ないが、由真の助手などつとまりそうにない。




　　　　　　　　　　▼




　中央体育館の裏手に、クラブハウスとは名ばかりの、プレハブ小屋を並べて連結した粗末な建物が立っている。その周囲には、文化祭の残ざん骸がいらしいハリボテや、めくってみるのにずいぶん勇気が要いりそうなブルーシートの包み、どこかの工事現場からがめてきたとしか思えない交通整理ロボット、ラブドールとパイプ椅い子すを悪魔合体させたオブジェなどなど、得体の知れないガラクタが散乱しており、部外者の侵入を堅く拒んでいた。

　こうした部室長屋は学園のいたるところに点在している。

　学園都市創成期のことである。学生の自主独立を尊重するというお題目のもと「五人以上の部員がいれば審査無しにサークルを立ち上げることができ、さらには部室まで与えられる」という今からでは考えられないような校則があった。

　その短い期間の間に生まれた有う象ぞう無む象ぞうのサークルは、千とも万とも言われている。世はまさにサークル戦国時代。新入生への勧誘合戦は熾し烈れつを極め、予算を巡っては権けん謀ぼう術じゆつ数すうが交こう錯さし、慢まん性せい的に不足する部室を奪い合って血で血を洗う抗争が繰り広げられた──かどうかは知らない。

　その後、運営機構による全面介入があり、事態は沈静化。看板だけ違ってやっていることはまったく一緒のカブリサークルや、看板だけは立派で中身のないゴーストサークルには、厳しい粛しゆく清せいの嵐が吹き荒れた。

　そんな混こん沌とん時代の象徴である部室長屋は、幾度となく取り壊しの危機に見舞われたものの、その度たびに学生側の根強い反発があり、その大部分が今もこうやって老骨を晒さらしている。

　第二科学部は、部室長屋の一番奥まった位置にあった。間違いない。入り口に掲かかげられたプラスティックのプレートには、油性マジックで「第二科学部」と、ひどくくせの強い個性的な字で書いてある。案外普通で、ちょっと拍子抜けする。

　馬ば鹿からしい。

　日曜朝の戦隊物に出てくるような、マッドサイエンティストの秘密研究所でも想像していたのか。孤高の天才。様々な特権を持つジーニアス。なにより海かい竜りゆう王おう寺じ八やつ葉はという厳いかつい名前に気け圧おされていたのかもしれぬ。

　なんのことはない。ジーニアスといえど、自分と同じ高校生なのだ。

　高たか行ゆきは意を決し、見るからに立て付けの悪そうなドアをノックした。

「あの、竹たけ原はらだけど」

　すぐに返事があった。

「ああ、待っていたよ。入ってくれたまえ」

　大きく息を吸って吐はいて、気合を入れ直す。ファーストコンタクトでは完全にイニシアチブを取られてしまった。こういうのは喧けん嘩かと同じで、ビビった方が負けなのだ。

　高行はドアを開けた。

　そして、圧倒された。

　何に？

「汚い部屋だなっ！」

　第二科学部の部室の、あまりの散らかり方に。

　その部屋の主・海竜王寺八葉は愉快そうに声を出して笑った。

　運動部文化部を問わず部室というのは散らかっているもので、むしろ散らかっているからこその部室なのだが、それにしたってこれはひどすぎる。

　汚い部屋を形容して足の踏み場もないと言ったりするが、西向きの窓から差し込む日差しでセピア色に染まった第二科学部の部室は、まさしくその状態だった。何が入っているのか定かではないダンボールや、散乱した紙かみ書しよ籍せき、脱ぎ散らかした衣類などが堆たい積せきして地層をなし、床が見えている部分は皆無である。

　それだけではない。この部室、三次元的に散らかっている。小さなスチールテーブルは天板の上も下も書籍で完全に埋まっているし、窓のある一ヶ所を除いて、隙すき間まなく並んだ巨大な棚たなには、やはり書籍やファイル、理科室でも御見かけしない奇き天て烈れつな実験器具、おどろおどろしいホルマリン漬づけなどが許容量を遥はるかにオーバーした状態で押し込まれており、部屋全体が中心に向かって湾わん曲きよくしているような圧迫感を覚える。地震がきたら絶対に助からない。唯ゆい一いつ、まともに機能している家具は、海かい竜りゆう王おう寺じが座っているスツール一いつ脚きやくのみである。

　しかし、よくよく見てみれば、紙かみ屑くずであるとか食べ残しであるとか、明らかにゴミと判断できるものは見当たらず、いわゆるゴミ屋敷とは一線を画している。少し考え方を変えれば、ほとんどの書籍が電子化された昨今、これほど大量の紙かみ媒ばい体たいを一度に目にすることは、貴重な体験かもしれない。

　海竜王寺八やつ葉は。どうやら所有欲旺おう盛せいかつ、片付けられない女らしい。

「いやいや、僕だって片付けようと思えば片付けられるのだよ？　しかし、せっかく御足労頂くのだから、変に繕つくろうよりもありのままの状態を見てもらうのが一番だろうと思ったのだ」

「やればできるってか？　できないやつに限ってそういうんだ」

「む、こいつは手厳しいな」

　ぺしり、と手の平を額に当てる海竜王寺。今朝もそうだったが、噓うそ臭くさいというか演技っぽいというか、ケレンミのある言動が妙みように気になる。

「まあ楽にしたまえ。今、コーヒーを出すからそこに座っているといい」

　そこ、というのはやっぱりこのダンボールのことだろうか。高たか行ゆきがまごまごしていると、海竜王寺はテーブルの上に積まれていた書籍を押しのけて若干のスペースを作った。数冊の書籍が、トコロテン式にテーブルから落下する。本を大事にできない人間は友達ができない、というばあちゃんの言葉が脳裏をよぎる。海竜王寺の場合は、それ以前の問題だが。

　コーヒーを出す、と言っていたので、まさかこんな燃える物に事欠かない環境で火を使うのかとビクビクしていたが、海竜王寺は床の堆たい積せき物ぶつに手を突っ込むと、二本の缶コーヒーを発はつ掘くつしてみせた。

「はい、どうぞ」

「どうも……」

　口をつける前に賞味期限を確認。セーフギリギリという感じだった。

　海竜王寺は缶コーヒーを両手で持ち、くぴりと一口。

　そして、ずいっと顔を寄せてくる。

「早さつ速そく本題に入ろう。竹たけ原はら高たか行ゆきくん。ここを訪れてくれた、ということは入部の意志があるものと考えていいのかな？」

　コーヒー味の吐息が鼻び腔こうをくすぐる。高行はさりげなく距離を取って、

「早速過ぎる。今朝はお前が何を言いたかったのか、ちっとも分からなかった」

「なるほど。ごもっともだ。僕も今朝の短い時間では、伝えたいことの十分の一も伝えられなかったと、悔しく思っていたところなんだ」

　慌あわてて口を挟はさむ。

「ちょっと待った。今度は俺から質問させてくれ」

　またあの調子でまくし立てられたのでは、たまったものじゃない。

　凡ぼん人じんに合わせたスピードで、ひとつひとつ確認させていただきたい。

「ふむ。では、何を知りたいのかな？　スリーサイズから、好みのタイプ、お風呂で最初に洗う場所、キュンと来る男性の仕草、キミが知りたいというなら性的嗜し好こうまで、教えるのはやぶさかではないよ」

　一番最後のくらいはやぶさかにしておいて欲しい。

　全部無視して、あらかじめ用意していた質問を順番にぶつけていくことにした。

「第二科学部、だっけ。どういう活動をしている部活なんだ？」

「そうだね……」

　と、海かい竜りゆう王おう寺じは腕組みをして言葉を選ぶようにする。そんな姿勢を取るものだから、密ひそかにでかいでかいと思っていた胸元がさらに強調され、目のやり場に困ってしまう。身長は決して高くない海竜王寺だが、出るところが出て、引っこむところは引っこんでいるのが、制服の上からでもよく分かる。トランジスタグラマーというやつだ。

「ひと言でいうなれば『探求』さ」

「たんきゅう？」

「例えば。神は存在するのか、力りき道どう山ざんＶＳ木き村むら政まさ彦ひこ戦の真相は、ヤングコーンはどうしてあんなに美お味いしいのか、ジーニアスとは一体なんなのか──この世には、いまだ誰も答えを出せていない謎なぞが無数に存在し、今この瞬しゆん間かんも生まれ続けている。解かれる謎よりも、生まれる謎の方がずっと多いだろう」

　海竜王寺は至し極ごく真ま面じ目めな表情である。驚きよう愕がくした。こいつの頭の中では、神様と力道山とヤングコーンが、同列に並んでいるのだ。

「その世界の謎ってやつを全部解き明かしたいって？」

「まさか、寿命がいくらあっても、僕があと百人いても足りないよ。僕が知りたいのは、僕が知りたいと思うことだけさ」

　分かったような、分からないような。海竜王寺が語るのは、テーマやモットーみたいなものばかりで、具体的な活動内容はちっとも見えてこない。

　スツールの上でお尻しりをずらすようにして足を組みかえる海かい竜りゆう王おう寺じ。

　膝ひざ上うえ丈たけのスカートから、白くてやわらかそうなふとももが覗のぞく。

「──どれくらいのペースで活動してる？」

「学校に来た日は、登校から下校までほとんど部室にいる。土日は気分次第かな」

　活動ペースが頻ひん繁ぱんな分には少しも困らない。試験期間中以外、陸上部は完全に休み無しだったから。しかし、

「部長は海竜王寺なんだろ？　土日の活動が部長の気分次第じゃ、他の部員が困るじゃないか」

「もっともな意見だ。キミが入部してくれるなら、そのあたりの連絡は徹底することにしよう」

「ん？」

「うん？」

　話が微妙に嚙かみ合っていない気がする。嫌いやな予感がした。

「……そういえば。部員は何人いるんだ？」

　この部室からして、それほど多くないとは思うが。

　海竜王寺は意外性抜ばつ群ぐんのジョークを聞いたという顔をして、

「我が第二科学部のメンバーは、一年前の発足当時から今に至るまで、ずっと僕一人だよ。いつでも門戸は開いているんだが、訪たずねてくれる者はいなくてね。というわけで、キミが入部してくれたら、もれなく副部長就任ということになる。おめでとう」

「サークルですらねえっ！」

　気づいたときには叫んでいた。

　わははは、と笑う海竜王寺。

　全然笑い事ではなかった。いまの「学則大たい綱こう」によれば、サークル立ち上げのためには最低九人、部として認定されるためには二十一人以上の部員と相当の実績が必要とされている。その他にも、色々と満たさなければいけない条件は多い。

　しかし思い返せば、由ゆ真まが言っていたではないか。ジーニアスは自由に部活を作ることができる、と。そして、ジーニアスが一般生徒と接触することはほとんど皆無なのである。

　予想していて然しかるべきことではあった。どうポジティブに考えても、この変人と一対一でやっていける気がしない。もとからゼロに等しかった入部意志メーターが、思いっきりマイナス方向に推移する。なんだかもう面倒になってしまった。一番気になっていた質問をぶつけて、その答えがなんであれ、スカウトはお断りすることにしよう。

「──どうして俺なんだ？」

「どうして、とは？」

「だから、どうして俺みたいな、普通の人間をスカウトするのかってこと」

「普通、ねぇ」

　妙みように含みのある物言いだった。

　自じ慢まんじゃないが頭は悪い。手先も不器用だし、愛想もない。少なくとも、自分より使えるやつはいくらでもいる。海かい竜りゆう王おう寺じは今までずっと一人でやってきたという。それが、ここにきてメンバーを増やすのだから、それなりに理由があるんじゃないのかと思った。

「キミが元運動部だからさ」

　海竜王寺は用意していたようにすらすらと答える。

「近々、規模の大きい実験を行う予定でね。どうしても男手が必要になる、と考えていたところに、キミが陸上部をやめたという話を聞いた。我が部のモットーは少数精せい鋭えい。どうせメンバーを増やすなら、体力のある健全な男子生徒がいい。自慢じゃないが、僕の二の腕は細くてやわらかいぞ。触ってみるかい？」

「いや、遠慮しとく……」

　運動部だから。普通の男子よりは体力があるから。タイミングよくフリーになったから。単純明快な理屈が、いまひとつ腑ふに落ちない。何かしら自分が選ばれる理由があるはずだ、とそんな自うぬ惚ぼれを抱いていたつもりはないのだけれど。

　まあいいか、と思う。理屈の話をしにきたわけではないのだ。

　海竜王寺は小さく声を上げて笑った。

「納なつ得とくいかないけど、まあいいや、という顔だね。キミは考えていることがすぐ顔に出るタイプのようだ」

「よく言われる……」

　よくそれでからかわれたりもする。

「かわいげがあっていいと思うけどな、僕は」

「かわいいとかいわれても嬉うれしくないね」

　ごめんごめん、と呟つぶやいて海竜王寺は、なぜか高たか行ゆきの背後に回って、肩に両手を乗せる。たったそれだけで身動きできなくなった高行の耳元に口を近づけて、

「いいことを教えてあげよう」

「な、なんデスか……？」

　自分でも笑えるくらい声が上ずっていた。

「なぜと訊たずねて、明確な答えが返ってくることは、実はそれほど多くない。世の中には、自分で訊きいておいて、納なつ得とくできないと怒ったり無視したりする手合いがいる。あらゆる問いに答えが用意されていると信じ込んでいる愚おろか者がいる。本やネットに書いてあるから、誰かが言っていたから。その程度の理由で満足できるなら、初めから問いなど持たない方が幸せだ。それでも、本当に納得したいというのなら、自分で調べて自分でやってみることだよ。何事もね」

「──とにかく入部してみろってことか？」

「だから、それを決めるのはキミ自身さ」

　ぽん、と高たか行ゆきの肩を叩たたいて、海かい竜りゆう王おう寺じはスツールに座り直す。

　缶コーヒーをもう一口。そして、余裕たっぷりの表情で、

「では、もう一度訊きこう。竹たけ原はら高行くん。我が第二科学部に入ってもらえるかな？」

　高行は三秒ほど、考えるフリをした。

　即そく答とうではかわいそうだと思ったのだ。

「お断りします」

　海竜王寺は表情筋を一筋たりとも動かさず、

「ぱーどぅん？」

「第二科学部には入らない」

　海竜王寺は目を伏せ、十秒くらいの長い長いため息をついた。

　高行が聞き逃すほど小さな声で、なぜだ、と呟つぶやいた。そして、海竜王寺はカウントダウン無しに爆ばく発はつした。まだ半分ぐらい入っているコーヒーをぶん投げて、バリバリと頭をかきむしる。

「なぜだ！　どうして！　なにが気に食わないのだ！　ああ、そうか！　給料だなっ！　案ずることはないぞ！　今までの倍、いや三倍出そうじゃないか！」

　思いっ切りヒステリーを起こす海竜王寺。ハスキーボイスがひっくり返って、頭のてっぺんから飛び出している。海竜王寺のあまりの豹ひよう変へんぶりに、なかなか声が出てこない。

「とりあえず落ち着け！」

「これが落ち着いていられるか！」

　海竜王寺はひとしきり暴れたかと思うと、ぴたりと動きを止めた。高行の存在を忘れてしまったかのように、ひとりでぶつぶつと呟き始める。虚うつろな目つきであさっての方角を見やる様は、やばい薬を決めているように見える。

　本気で怖くなってきた高行は、ダンボールから腰を上げて、

「あの、じゃあ、俺、そろそろ……」

　蟹かにみたいな動きで回り込んだ海竜王寺に行く手を遮られた。

「時に、竹原くん。ノーマルかね？」

　意味をはかりかねて、

「はぁ？」

「女の子が好きか、と訊いているのだ！」

「当たり前だろ！　何を言ってるんだ！」

「ふん、怪あやしいものだな。さっきから何度もアピールしているのに、まったく反応しないではないか。気づいていなかったとでもいうつもりかね？　白々しい。このむっつりスケベ」

　気づいていなかったわけがない。時折ずいぶん距離が近かったり、無防備なチラリズムを目もく撃げきしてドキドキさせられたが、あれは本当に色仕掛けだったのだ。

　なんて女だ。頭のネジが飛んでいるとしか思えない。

「密室で女性と二人きりときたら、男としてやることは一つだろう」

「お前の論理には飛ひ躍やくがあるぞ！」

「ホモ童どう貞ていには過ぎた期待だったかなぁ」

「ホモじゃねえっ！」

　童貞だと告白しているようなものだった。

　海かい竜りゆう王おう寺じは言げん質ち取ったり、と不ふ敵てきな笑みを浮かべ、

「ならば、証明したまえ！　マグマのような性欲を僕にぶつけてみたまえ！」

「付き合いきれん。そこをどけ！」

「いいや、逃がさん！」

　たあっ、という可愛かわいい裂れつ帛ぱくの気合とともに襟えり首くびを取られ、前方に力いっぱい引っ張られた。

「海竜王寺流奥おう儀ぎ！　天地無用っ！」

　大層な技わざ名めいを叫ぶ海竜王寺だが、単なる出来損ないの払い腰だった。そんな中途半端な技を力いっぱいやるものだから、技をかけられた高たか行ゆきよりも、海竜王寺自身の体勢が大きく崩れてしまっている。無理に踏ん張ると海竜王寺を押し潰つぶしてしまいそうだったので、あえて投げられてやろうとした──それがまずかった。

　思わず振り回した腕が、テーブルの上の本にぶつかってしまった。さらに崩れた本が棚たなにぶつかって、奇き跡せき的なバランスで詰め込まれていたガラクタはあっけなく決壊した。怒ど濤とうのように崩れ落ちた無数のガラクタはことごとく高行に命中し、

「うきゅっ！」

　トドメとばかりに、ブロックみたいな辞典が後頭部を直ちよく撃げきする。

　高行は数すう瞬しゆん、意識を失った。




　　　　　　　　　　▼




「──僕にはキミが必要だ」

　以上、回想終了。

　時間の針は現在に追いついたが、高行の思考はまだ状況についてきていない。夕日が沈み、室内がみるみる暗くなっていく。身動き一つできずにいる高行の上で、海竜王寺はぺらぺらと喋しやべり続ける。

「性急過ぎる、とキミはまた怒るだろうか？　確かに僕はキミのことをほとんど知らない。キミがどういう趣味をもっていて、どういうものを贈れば喜ぶのかも知らない。だから、お金の問題ではないと言われた以上、これぐらいしか思いつかなかった」

「実際、それなりに男好きのする体型だと思うのだ。顔の造形は個人の好みだから何ともいえないが、肩凝こりする程度に胸は大きいし、腰からヒップにかけてのラインにはちょっと自信がある。身長は平均的な女子高校生よりも少しばかり低いのだが、世の男性は自分よりも背の高い女性をあまり好まないと言うではないか」

「無論、竹たけ原はらくんがそこらへんの下半身でモノを考えているようなガキ猿ざると同列だとは思っているわけではないよ。ついでに勘かん違ちがいして欲しくないのだが、僕は処しよ女じよで、こういうことをするのは初めてなのだ。誰かれ構わず咥くわえ込む淫いん売ばいだと思われるのは心外だな」

「それでも、あえて提案させてもらおう。我が部に入ってくれるなら、キミは僕の身体を好きにしていいぞ。出来る限り、ありとあらゆる状況でキミの欲求を受け入れてみせよう」

　これは純然たる取引であり正当な契けい約やくだ、と。

　そこでようやく、高たか行ゆきは現状を理解する。海かい竜りゆう王おう寺じは、口調こそ淡々としているが、それなりに照れもあるのだろう、頰ほおを赤くして、表情は大おお真ま面じ目めだった。部活に入る入らない程度のことで、身体を売ると本気で言っているのだ。状況を飲み込んで、最初に湧わいてきたのはモヤモヤとしたガスのような怒りだった。高行はそのガスに迷わず着火した。

「このバカタレが！」

　高行が至近距離で大声を出したので、海竜王寺はひっくり返った。

　その鼻先に、びしりと指を突き付ける。

「海竜王寺八やつ葉は。それで天才を名乗るとは笑止千万」

「ば……？　僕が、なんだって？」

　海竜王寺は、そんな下品な言葉がこの世に存在していたのか、とでも言いたげな顔をする。ジーニアスである彼女に、そんなことを言った人間は、今までひとりとしていなかったのかもしれない。ならば、自分が言ってやろうと思う。

　すっくと立ち上がった高行は、海竜王寺を睨にらみおろした。

「お前はバカだと言った。それも、いまだかつて見たことのない超ちよう弩ど級きゆうのバカだ」

「な、なにをう？　根こん拠きよ！　根拠を述べたまえっ！」

　動どう揺ようした海竜王寺の口から、思いっ切りツバが飛んでくる。

「根拠だと？　そんなもの知ったことじゃない。女の子は、『そういうの』は、もっと大事にしなくちゃ駄目だろう。いくらなんでも安売りしすぎだ。価格破は壊かいか。デフレにもほどがある」

　本当に大事なものは、失くして初めてその価値に気づける。多くの人間はそれに気づかない。高行もまたバカタレであった。

「十七年も生きてきて、その程度のことも分からないのか？　天才だかジーニアスだか知らないけどな、それ以前の問題でお前はバカだというんだ」

　海竜王寺は高行を睨みつけ、何かを言いかけて口を開き、しかしそれをぐっと飲み込んだ。

　代わりに短く、

「そうかもしれないな……キミの言う通りだ」

　のろのろと立ち上がってスツールに腰を下ろし、もぞもぞと膝ひざを抱えて背中を丸める。旅客機のパンフレットに掲けい載さいされてもおかしくないぐらい完かん璧ぺきな衝しよう撃げき防ぼう御ぎよ姿勢。

　高たか行ゆきも立ち上がって、後頭部を擦さすりながら、

「パンツ、見えてる」

「……問題ない。ちゃんと可愛かわいいのを穿はいてきた」

　何が問題ないのかさっぱり分からない。

「もう、帰っていいぞ。バカな真ま似ねをしてすまなかったな」

　ここで「はいそうですか」と帰ってしまえるなら、高行は最初からこの汚い部室を訪れることはなかっただろう。このまま一人にしたら、海かい竜りゆう王おう寺じはいつまでもスツールの上でパンツ丸出しで膝ひざを抱えているかもしれない、という気がした。

　雑然とした薄うす闇やみの中で、高行は訊たずねる。

「どうしてここまでする」

　海竜王寺はむずがるように首を振る。

「言いたくない」

「なぜ」

「今日は十年分くらい恥はじをかいた。もうこれ以上、恥をかきたくはないよ」

　十年分も恥をかいたならあと何年でも同じだろうに、と思う。

　そう思えない海竜王寺は、身体を売ろうとしたくせにプライドが高いのかもしれなかった。

　いじけたようにそっぽを向く海竜王寺からは、オーラの片へん鱗りんすら感じ取ることはできず、ずいぶんみすぼらしくて、格好悪く見えた。

「──これからどうするんだ」

「どう、とは？　キミの言うことはいちいち不ふ明めい瞭りようだ」

「また暇ひまな男を見つけて、呼び出して、押し倒すのか？」

　海竜王寺は前髪の隙すき間まから、高行を恨みがましく見た。

「そんなことはしない。この手段は僕に向いていないと分かった。同じ失敗を繰り返すのは愚おろか者の所行だ」

「怪あやしいものだな。なんて言ったってバカだから」

　海竜王寺が何か言うより早く、高行は言った。

「入部できない、と言ったのは、何も不満があるからじゃない。俺は今月いっぱいで学園を出て行く。今日、手続きも済ませてきた」

　海竜王寺の大きくて丸い瞳が、驚きでさらに大きく丸くなる。

　それは「おすすめしませんね」と言われたときに、心のどこかで決めていたことだ。本当ならもっと早く決断すべきだったのだろうが、あれやこれやと鬱うつ屈くつした感情をもてあそんでいるうちに二年次が始まってしまった。陸上を続けるために学園へ転入したのだから、陸上ができなくなったら学園を去る。これ以上なくシンプルで筋の通った理屈である──有あり屋やにも言えなかったことを、今日初めて会った海かい竜りゆう王おう寺じに告白しているのが、自分でも不思議だった。

「でも。実験をやるんだろ？　今月いっぱい。仮入部ってことでいいなら、」

　なぜ海竜王寺は自分をスカウトしたのか、事情はまるで分からない。それでも構わない、と思う。誰かに必要とされることは、ただそれだけで嬉うれしかった。海竜王寺についていけるかは物もの凄すごく不安だが、それと同じくらい不思議な魅み力りよくのある少女だ。自分にはないものを、彼女は持っていると思う。ジーニアスに興味はないが、海竜王寺には興味がある。降って湧わいた非日常に、興きよう趣しゆを覚えていなかったといえば噓うそになる。脚を故障してからこっち、こんな気持ちになったのは初めてだった。残り一ヶ月。この類たぐい稀まれな少女を眺ながめつつ、面おも白しろおかしく過ごすのも悪くはない。そうして、徹てつ頭とう徹てつ尾びサバンナのようだった青春の、せめてもの徒あだ花ばなとしようではないか。

　このときの高たか行ゆきはそんなふうに考えていた。金コン平ペイ糖トーより甘いといわざるを得ない。

　海竜王寺八やつ葉ははそんなに単純な人間ではなかったし、海竜王寺八葉に付き合うということが、そんな生やさしいものであるはずがなかった。

「入ってやろうじゃないか、第二科学部。取引とか契けい約やくとかそういうのはナシだ」

　高行は右手を差し出す。海竜王寺の脳内で、短くない葛かつ藤とうがあった。

　このまま高行の手を取るのは、お情けに縋すがっているようでみっともないとでも考えたのかもしれない。しかし結局、十年分の恥はじと比べれば物の数ではないとようやく気づいたのだろう。

　むっくりと顔を上げて、やや恥はずかしそうな顔をする。

「……いいだろう。我が部はキミを歓迎する」

　偉えらそうな言葉とは裏腹に、おっかなびっくりといった感じで手を伸ばしてくる。

　高行は握手が成立するのを気長に待った。
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　（2019/04/13）

　高行が生まれる少し前まで、週休二日制という制度があり、土曜日は全国的に休みだったという。そのちょっと前は土曜が隔かく週しゆうで休みだったこともあるらしく、一部では午後だけ休みになる「ハンドーン」なる奇き妙みような風習があったそうな。

　どういう紆う余よ曲きよく折せつがあったのか知らないし、特に知りたいとも思わない。しかし、大人の都合でころころ性質を変えられてきた土曜日にしてみれば、いい迷惑ではないかとは思うのだ。

　その土曜日が、西暦２０１９年現在の『学園』ではどうなっているかというと、「登校しなければいけないが授業はない」という、さらにわけの分からないものになっている。

　気の合う仲間で集まってダラダラとだべるもよし、開放されている学校の施し設せつを利用するもよし、単位にはならないけれど意外に面おも白しろいものが揃そろっている第二授業を受けるという手もあるが、大部分の生徒は、自身が所属する部活やサークルの活動に当てている。そして。目下、第二科学部に仮入部をしている竹たけ原はら高たか行ゆきの、四月の第二土曜日の予定は。

　──部室の片付け、である。




　土曜日の朝。目覚まし時計に先制攻こう撃げきを加え、どれを選んでも代わり映えのしない私服を適当に選んで部屋を出た。洗面所を覗のぞくと、鹿か児ご島しまと香か澄すみさんが肩をぶつけ合うようにして、歯を磨き、顔を洗い、髪をいじくっていた。おはようと声をかけてみたが、二人とも遅刻寸前なのか中途半はん端ぱな生返事しか返ってこない。少し切ない。

　自分の歯ブラシに歯磨き粉をつけて洗面所を離れ、縁えん側がわから庭に出る。夜明け頃に少し雨が降ったらしい。手入れの行き届いた植木や、緑の絨じゆう毯たんのような地ち衣い類るいが、無数の雨う滴てきをまとってきらきらと瞬またたいていた。雲の多い天気だったが、空の青さと陽射しの強さからして、もう雨が降ることはないように思えた。

　水みず撒まき用の蛇じや口ぐちのそばに、古ぼけた丸まる椅い子すが置かれている。雨滴を払って腰を下ろし、しゃかしゃかと歯を磨く。どこかでスズメが鳴いていて、葉は擦ずれの音がして、ぱらぱらと水滴が落ちてくる。爽そう快かいな朝である。

「高行ちゃん。なしてこんなとこで歯ぁ磨いとんのじゃ」

　母おも屋やの裏手から、雑ぞう巾きんやらブラシやら掃除用具一式が入ったバケツを片手に、ぬうっと瑠る璃り垣がきさんが現れた。身長１９０オーバーでプロレスラー並みの体格を持つおっさんの割かつ烹ぽう着ぎ姿は、完全にホラーの域に達している。とはいえ毎日のように見続けていれば、これも日常である。

「おはようございます。洗面所が満員だっふぁんで」

　ああ、と瑠璃垣さんは合点がいったように頷うなずいて、

「鹿児島は補習、香澄は休日出勤じゃったの。土曜は休みと決まっとろうに忙せわしないこっちゃ」

「瑠璃垣ひゃんの学生時代は、完全週休二日制だっふぁんですね」

「そりゃ儂わしが年寄りじゃと言いたいんか？」

「見は目よひ若ひと言いたひんれふ」

「同じことじゃろ」

　口の減らんガキが、と岩石のような握り拳こぶしで頭の横を小突かれた。

　瑠璃垣さんはバケツを横に置き、丸太のような腕を器用に束ねる。

「しかし、高行ちゃんが入ってきてもう一年じゃな。まったく、季節の巡りは早いことじゃて」

「こほひふぁ、」

　いい加減、口の中が泡でいっぱいになってきた。

　がらがらがらがら。ぺっ。

「今年は新入生いないみたいですね。空き部屋あるのにもったいない」

「金かね儲もうけのためにやっとるわけじゃないからの、ここは」

　そう言って、瑠る璃り垣がきさんは背後の建物を見上げる。

　高たか行ゆきが下宿している寮りようの名を、瑞みず穂ほ荘そうといった。この街が学園都市になる以前からここにあって、もしかしたら学園都市中で一番古い建物なのではないかとさえ思わせる、古くて大きくて趣おもむき深ぶかい純日本家か屋おくだ。

　学園都市に通う生徒・学生は、大きく分けて二通りの下宿先を選ぶことができる。ひとつは新しくて清せい潔けつで管理が行き届いている反面、家賃は割高な公営学生寮。もうひとつは、家賃が安い分だけサービスにばらつきがある個人経営の民間学生寮である。

　家賃の安さの他に、門限などの寮則を嫌ったり、学校の外でまで団体生活をしたくないといった理由で、民間寮を選ぶ者は少なくない。そのため、民間寮には変わり者やアウトローが集つどうようになる。ではなぜ、変わり者でもアウトローでもない高行がこの瑞穂荘に入寮することになったのかといえば、そこには複雑なようで単純な理由がある。

「バカみたいに安い家賃を見れば、お金儲けじゃないっていうのは分かりますけど。ちゃんと毎年新入生の募集かけてるんですか？　俺は、ばあちゃんの紹介で入ったから、そのへん知らないんですが」

　瑞穂荘の前寮母にして家主の高たか原はら瑞穂さんは、高行の祖母の学生時代からの友人だった。
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「一応、募集はかけとる。今年も十人くらい来よったが、あんな軟弱者どもに瑞みず穂ほ荘そうの敷居をまたぐ資格はない」

　瑠る璃り垣がきさんは鼻息も荒く言い切った。

　高たか行ゆきはミントの香りのため息をついて、

「瑞穂荘の入寮資格って、男気でしたっけ」

「漢おとこ氣ぎじゃ」

　瑠璃垣さん曰いわく、漢氣とは魂に宿るものであって、性別は問わないのだそうな。果たして高行の魂に漢氣があったかどうか定かではないが、祖母が瑞穂荘の寮母さんと旧知の仲でなかったなら、高行は普通に公営寮に入っていたことだろう。そして、

「でも、入学直前に寮母さんが亡くなったって聞いて、代わりに来たのが瑠璃垣さんだったときは、本当にやってけるのか不安で仕方なかったですけどね」

　瑞穂さんは高行が学園都市に転入する直前に亡くなった。それまで病気一つしたことがなかったという彼女の死は、周囲の人たちをひどく驚かせ、また悲しませたという。

「瑞穂さんは儂わしの恩人じゃ。儂は命を懸けてでも、この寮を守ると瑞穂さんに誓ったんじゃ」

　学生時代、瑞穂さんに大変世話になった瑠璃垣さんは、その訃ふ報ほうを聞いて駆けつけ、家主不在によって瑞穂荘が取り壊しの危機にあることを知ると、その場で管理人の役目を買って出たのだという。まさに、漢氣に満ちた行動である。

　祖母と瑞穂さんが友人でなければ、そして瑠璃垣さんがいなければ、こうして高行が瑞穂荘で暮らすこともなく、また瑞穂荘の個性的な面々と出会うことも、きっとなかった。

　人の縁えんというのは、本当に不思議なものだと思う。

「……俺も、一度会ってみたかったですね。瑞穂さんに」

　瑠璃垣さんは白い歯をぎらつかせて笑い、

「お前らは毎日瑞穂さんに会っとるじゃろうが」

　わっしわっしと荒っぽく頭を撫なでられた。瑠璃垣さんの言わんとしていることは分かるようで分からなかったけれど、あえて「それってどういう意味ですか」などと訊たずねるのはいかがなものか。無知は恥はじではない。が、知ったか振りをしておく方が良いこともある。

　高行は足元のバケツを指差して、

「瑠璃垣さん。その掃除用具、今日一日貸してもらえません？」

「む？　そりゃ構わんが。どこぞを掃除するんじゃ」

「部室です」

　瑠璃垣さんは少し考えるようにして、

「部室っちゅうと、あれか。最近入ったっちゅう」

「第二科学部です。ついでに言うと仮入部です。これがまた、とんでもない散らかりようで」

　高行が仮入部したあの日。くんずほぐれつのやり取りをした拍子に、海かい竜りゆう王おう寺じはとある大切なものを紛ふん失しつしてしまったらしい。それなくしては実験を進めることができないというのだ。右の物を左に移し、左の物を右に移し、失うせ物を捜そう索さくしたのだが、あの部室の散らかりようでは、見つかるものも見つからない。

　一週間をまったく無為に消費し、これはいよいよ本格的に掃除をしなければいけないようだぞ、ということになった。まったく、あの惨さん状じようを思い出すだに気分が落ち込む。おそらく、今日一日を丸々潰つぶすことになる。

　環境整備委員会に、それ相応の校こう貨かを支払えば、プロ顔負けの手て際ぎわで片付けてくれるだろう。海かい竜りゆう王おう寺じもそうすればいいと主張していたが、あれだけ散らかした張本人にちっとも悪びれた様子のないことが頭にきて、高たか行ゆきは「自分で使った物は自分で片付けろ」と思わず正論を吐はいてしまった。自分もまだまだ修業が足りぬ、と思う。

「そういう割に楽しそうなのは気のせいかのう、高行ちゃん」

「気のせいですね、それは」

　瑠る璃り垣がきさんはさらに笑みを深くして、

「──女か？」

「違いますよ。全然違います。なんでそうなるんですか」

　立ち上がってバケツを手に取る。

「じゃあ、そういうことで。これ借りていきます」

　瑞みず穂ほ荘そうの土曜の朝ごはんは、食べても食べなくてもいいし、自分で弁当箱に詰めて学校に持って行ってもいい。部室の大掃除が長期戦になることが確実である以上、いつ昼食を取れるか分かったものではない。部室には冷蔵庫はないようだったし、海竜王寺が弁当を持ってきているとも思えないから今日は外食で済ませることにしよう。

　立ち去ろうとする高行に、瑠璃垣さんが静かに訊たずねた。

「やっぱり、気持ちは変わらなんだか。高行ちゃん」

　瑠璃垣さんの言葉はいつも少ない。けれどそれは、決して不足しているわけではなく、むしろ無む駄だな装そう飾しよくが廃されているからこそ、鋭するどく心の中に入ってくる。

　高行は立ち止まって振り返ることはせずに、

「はい」

　きっぱりと答えた。




　　　　　　　　　　▼




　陸上をせず、跳ぶこともしない人生など、想像できなかった。

　それこそが己おのれの歩むべき道だと、微み塵じんの疑いもなく信じてきた。そう信じている自分に敵てきはなかった。世界が輝いて祝福してくれているようだった。そうではない人生など考えてみたこともない。それ以外の人生などあるはずがないと思っていた。

　だから跳べなくなった俺は、ひとりで苦しんだ。

　別の競技への転向も考えてはみたが、どれもこれも地べたで愚ぐ鈍どんに足あ搔がくだけのみっともない行為に思われて、到底本気で取り組むことはできなかった。そのくせ、俺はもう自分の身長さえ跳び越えることもできないのだから笑えない。

　そんな日々が、冬休みを挟はさんで数ヶ月続いた。

　この際、今までの自分とはすっぱりと決別し、他の人生を見つけなければならないのではとも考えた。しかし、ただ陸上のみに打ち込んできた俺は、自分で敷いたレールをあまりに早く突き進んでしまった。いまさら引き返そうにも、分ぶん岐き点てんは遥はるか彼方かなたに過ぎ去っている。

　たとえば、これから勉学に励はげんでみたところで、人並みに追いつくことも難しい。よしんば卒業できたにせよ、一体この俺に何ができるというのだろう。かつての俺は、いくら努力しても結果を出せない凡ぼん人じんを嗤わらったが、そうして嗤っていた俺は実際のところ凡人でさえなかった。跳べなくなった俺はまったくの無能であった。今まで凡人と嗤っていた連中が、むしろ手の届かない高みから俺を嗤っているように思えた。

　もはや何かになれるとも、何かができるとも思えなかった。

　悔しくなかったといえば噓うそになる。だが、心の底から悔しければ、他の競技に転向するなり、まったく違う生き方を模も索さくするなり、どうにかこうにか足搔いたはずなのだ。しかし俺は、ぼろぼろと剝はがれていくプライドの鍍金メツキを取り繕つくろうことばかりに必死だった。

　あんなにも輝いていた世界が、どうしようもなく色いろ褪あせていくように感じた。たった一つのことだけに費やしてきた十数年は、まったく無む駄だだったのではないか。自分が堅く信じて歩いてきた道は、最初から行き止まりだったのではないか。

　そんな風に考えてしまうことそのものが、己への裏切りだった。

　自分が自分であるために、もう学園にはいられない。

　竹たけ原はら高たか行ゆきは、そう思っていた。
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　掃除用具の詰まったバケツを片手に、瑞みず穂ほ荘そうを出て学校へ向かう。

　瑞穂荘から高等部の校舎までは、徒歩十分ほどの距離がある。両側を桜並木が彩いろどる坂道をひとりで歩く。

　坂道の中ほどに一ひと際きわ大きな桜の木がある。そこまで上ると、ずいぶんと景色が良くなる。『第三学園都市』はかなり円に近い盆地の中にすっぽりと抱かれている。簡単に見渡せてしまえるこの範はん囲いに、およそ百万の人間が住んでいるというのだから驚きだ。

　盆地の底にあたる部分には公共施し設せつや繁はん華か街がいが集中する市街地があって、学生には単純に『街』と呼ばれることが多い。盆地の斜面は北から時計回りに初等部、中等部、高等部、大学、研究施し設せつ群ぐん、そして公営学生寮りよう、という六つのエリアに分割されており、各エリアは無人運転の環状線で繫つながれている。

　朝と夕、一日に二度この風景を見る暮らしを続けて丸一年になるが、高たか行ゆきはどうにもこの街が好きになれずにいる。ひとりでこの風景を眺ながめていると、写真か絵でも見ているような気分になるのだ。街中を歩いていても、恐ろしく精せい巧こうなセットに迷い込んでしまったようで、わけもなく不安になる。結局、最後までこの街を好きになることはできなかった。

『第三学園都市』が整備されたのはおよそ二十年前。その前身となったのはごく平凡な地方都市であり、もちろん今とは別の名前で呼ばれていたはずなのだが、入学式の学園長式辞でたった一度聞いたきりのその名を、高行はすっかり忘れてしまった。

　一度覚えたことは忘れないと豪ごう語ごしていた海かい竜りゆう王おう寺じなら、もしかすると覚えているのかもしれない。もし覚えていなかったら、散々笑ってやれば良い。

　取り留めのない思し索さくを切り上げて、高行は歩き出した。部室長屋へ行くには、正門よりも五番ゲートから入った方が近い。門もん扉ぴをくぐった瞬しゆん間かん、尻しりのポケットに入れている携けい帯たいが短い電子音を鳴らす。これだけで、学がく籍せき番号19023508竹たけ原はら高行が午前八時五十二分に登校した事実が、学校の管理サーバーに記録される。そして十三時以降に学校の敷地外へ出ると、同じ仕組みで下校が記録される。

　体育教師が竹刀しない片手に怒声を張り上げ、ラストスパート空むなしく眼前で門扉が閉じられる──そんな古式ゆかしき登校風景はもはやドラマの中にも存在せず、生徒手帳に遅刻のペケを付けるのは血も涙もないデジタル信号である。ああ、管理社会の空しさよ。

　チアリーダーの群れとすれ違い、テニス部の壁打ちを横目に見ながら、体育館を回り込むと部室長屋が見えてくる。ここ最近はほぼ毎日通っていたので、すっかり最短ルートを覚えてしまった。土曜日の部室長屋は、普段とやや様子が違っていた。果てしなく散らかっているのはいつもと変わらないが、あちこちの部室から聞こえてくるバカ笑いや奇声の音量が三割増しになっていて、平日よりもずいぶんと活気がある。

　陸上部の部室は半ば更衣室半ば物置であり、長々と居座るような場所ではなかった。高行は友達がいなかったので尚更である。こういう雰ふん囲い気きも悪くはない、と思う。第二科学部のドアの前に立つ。ノックしてみたが返事はない。無用心なことにドアは施せ錠じようされておらず、海竜王寺はまだ来ていなかった。

　待ち合わせの午前九時まで、あと十秒ある。

　一、二、三、四、五……十。はい、遅刻決定。

　これは仮入部してすぐに判明したのだが、海竜王寺はひどく時間にルーズな人間だった。待ち合わせに平気で遅れてきて悪びれもしないばかりか、高行が余裕を持って早めにやって来ると「時間を守ってもらわねば困る」と逆ギレするのである。イタリア人か。

　バケツを置いて、海かい竜りゆう王おう寺じの定位置であるスツールに座る。

「さて、どうしたもんか……」

　時は金なりという真理に則のつとって、海竜王寺を待たずに掃除を始めてしまってもいいのだが、なかなか手を出せない自分がいた。この爆ばく発はつ的な散らかり方をしている部屋が、本当に単なる部室であるならば遠慮したりはしない。しかし、海竜王寺は日がな一日、この部室で過ごしている。食事もすれば着替えもする。ほとんど生活しているといっていい。室内にあるモノすべて海竜王寺の私物であり、脱ぎ散らかされた服や下着なんかがごろごろしている。地層を掘ほり返せばもっとヤバイものも出てきそうだ。

　正真正しよう銘めい、この部室は海竜王寺の城なのだと思う。

　高たか行ゆきはぽつねんとスツールに座ったまま部室を見渡す。何度見ても混こん沌とんとした部屋だが、何度か通っているうち、混沌の中にも秩ちつ序じよらしきものがあるのが見えてきた。書しよ籍せきの積み上げ方ひとつにも、部屋の主のこだわりが感じられる。これはなかなか手て強ごわそうだ。

　ルールを知らない人が初挑戦したテトリスみたいに書籍が詰め込まれている本ほん棚だなを眺ながめていると、またあることに気がついた。どうやらこれほど大量の書籍すべてが小説らしいのだ。英語やそれ以外の外国語で書かれたものが多くてすぐには分からなかったのだが、よくよく見てみれば、見たことも聞いたこともないタイトルに混じって、ほとんど本を読まない高行でも知っているような有名なタイトルが節操なく並んでいる。例えば『ろまん燈とう籠ろう』、『万まん延えん元年のフットボール』、『The Wonderful Wizard of Oz』、『桜の森の満開の下』、『The Door into Summer』、『ジョン・レノン対火星人』、そして漱そう石せき前期三部作。

　無数に並ぶ本の中で、その一冊に目が留まったのは単なる偶ぐう然ぜんだったのだろうか。文庫サイズで、背表紙には『超機動戦記アルテリオン』とある。なんとなしに読んでみる。

　内容をざっくり要約すると、特別な素質を持つ少年少女が人型ロボットを駆って、異次元からの侵略者と戦いながら、恋愛をしたり仲なか違たがいをしたり仲間の死を乗り越えたりする、類似品がいくらでもありそうな、いわゆるライトノベルと呼ばれる類たぐいの読み物であった。

　面おも白しろくもつまらなくもなんともない、ごく普通のライトノベルだったが、滅めつ多たに本を読まない高行が、なぜか最後まで読めてしまった。読み終えてもまだ海竜王寺はやってこない。さすがに遅刻が過ぎる。一応アドレスは交換していたので、電話をかけてみようと携けい帯たいを開いた。

　そして、高行は我が目を疑った。携帯の時計は、午前九時十二分を指していた。

　小説を一冊読み終えたというのに、ほんの十分しか経たっていない。そんなバカなことがあるか、と思う。ライトノベルとはいえ二百ページ以上はあった。面白くないからといって斜め読みをしたつもりはない。内容もちゃんと覚えている。主人公の優ゆう奈なはポニーテールが似合う活動的な少女で、幼おさな馴な染じみの京きよう介すけは優奈に密ひそかな恋心を抱いており、中盤でその恋は成じよう就じゆするのだが、直後の出しゆつ撃げきで優奈をかばって爆死してしまう。ちゃんと覚えている。最初から最後まで、一字一句完かん璧ぺきに覚えている。

　いやいや、ちょっと待て──一字一句完かん璧ぺきに？

　そんなバカなことがあるか。たった一度読んだだけで、本の内容を完璧に覚えることなどできるわけがない。そんなことができるなら、毎度国語のテストで墜つい落らく寸前の点数を取り、補習を受けたりはしない。しかし、今ならば『アルテリオン』を最初から最後まで、そらで暗唱する自信がある。猛もう烈れつに混乱していた。頭の中で鐘かねがガンガン鳴っているようだ。座っているのに眩暈めまいがする。自分の身に一体何が起きたのか理解できない。

　背筋に冷たいものを感じながら、テーブルの上の本を見た。カバーにはアニメっとしたイラストが描かれている。背表紙には『超機動戦記アルテリオン』とだけあり、作者の名前は書かれていない。巻末を見てみるが奥付らしきものもない。代わりにというように、今時珍しい紙に焼きつけた写真が一枚挟はさまっていた。

　数人の若い男女の集合写真である。背後には完全に大破した機械の塊かたまりが横たわっており、写っている人々はみんなどろどろに汚れて、屈託なく破顔している。明らかに黄色人種ではない髪と肌の色をした男女に混じって、今よりも少し幼い海かい竜りゆう王おう寺じが写っていた。

「む？　竹たけ原はらくん、もう来ているのか？」

　海竜王寺の声。なんだか夢から覚めたような気分。いつの間にひどく喉のどが渇かわいていて、うまく言葉が出てこない。何度か唾を飲み込んで、

「おう、」

　なんとかそれだけ言った。

「すまないが、ドアを開けてくれまいか。荷物で両手が塞ふさがっていてね」

　荷物？　と思いつつも、言われるままにドアを開ける。

　制服姿の海竜王寺が、転がり込むように入ってくる。

「いやあ、重かった重かった。途中でくじけなかったことを褒ほめ称えて欲しいくらいだ」

　両手に携たずさえていた大きな紙袋を、どかりと床に置いて、さっきまで高たか行ゆきが座っていたスツールにへたり込む。疲つかれた疲れたと呟つぶやいて、本の山から缶コーヒーを発はつ掘くつし、ぐびぐびと飲んだ。それから高行の顔が真っ青になっているのを見て、テーブルの上の『アルテリオン』を見て、すべて理解したように嘆たん息そくした。

「これだけ本があるのに、よりによってこれを読むかい……いや、注意しておかなかった僕が悪いか。すまないね。気分が悪いだろう？　大丈夫。一過性のものだから、すぐに良くなる」

　海竜王寺が言った通り、しばらくすると気分の悪さは噓うそのように退いていった。

　恐る恐る『アルテリオン』を見て、高行は訊たずねた。

「この本、一体何なんだ……」

「読んでの通り、面おも白しろくもつまらなくもない駄だ作さくだよ。ただし、文字の配列にちょっとしたトリックがあってね、これを読むと急激に集中力を高める作用が起こる。内容の良し悪しにかかわらず、強制的に一気に最後まで読ませる本というわけ。副作用として読者は例外なく頭痛や眩暈めまいの症しよう状じようを訴える。まあ、ささやかなジーニアス禍かと言えなくもないだろう」

「ジーニアス……？」

　海かい竜りゆう王おう寺じは『アルテリオン』のカバーに指を滑すべらせる。

「これは数年前、僕が気の迷いで書いたものだ。しかし、アメリカの友人に僕の嫌いやがることをするのが大好きなド変態がいてね、これはわざわざイラストまで描いて百部ほど刷すったうちの一冊さ。こんな危険なものを作るつもりはなかったのだよ？　でも、最後まで読んでもらえない本というのは悲しいものだからね。ちょっとだけ工夫を凝こらしてみただけなんだ……しかし理由はどうあれ、読者を不快にさせるようじゃ駄だ作さくどころか失敗作、いやこんなものは小説ですらないのだろうな」

　海竜王寺が書いたものというだけで、我が身に起きた現象がちっとも異常なことではないように思えてくる。異常を常識に、非日常を日常に、否応なしに塗ぬり変える。

　海竜王寺はジーニアスなのだ。

　高たか行ゆきは今ようやく、それを理解した。

　ジーニアスは長い髪をかき上げて、薄く笑った。

「竹たけ原はらくん。怖くはない？」

　何が、とは言わなかった。

　高行は素直に答えた。

「ちょっと怖い。でも、ちょっとワクワクしてる」

　海竜王寺は目を丸くしてぴたりと動きを止めていた。そして、『アルテリオン』をぽいっと放り投げたかと思うと、はははと声を上げて笑った。まるで、少年のような笑い方だった。




　　　　　　　　　　▼




　高行はさらにもう一本発はつ掘くつされた缶コーヒーを飲み干して一息ついた。

　いまさらだが、海竜王寺が持ち込んできた紙袋をつつく。

「なんだ、この袋は」

「大学駅前に青せい蛙あ書房という古書店があるのを知っているかい？　そこの主人から探してもらっていた本が見つかったと連絡があってね。受け取りついでに、ついつい他のも買ってしまった。でも、いい買い物をしたよ。これなんかもう古文書クラスの稀き覯こう本ぼんなのだが、お値段驚きの四万八千円！」

　嬉き々きとして紙袋から取り出して見せたのは、今にもバラバラに分解しそうな真っ茶色のばっちい古本だった。タイトルは『悪の華』。正気を疑った。やはりこいつはバカである。

「四万八千円!?　これ全部本か!?」

　一度で二ヶ所も突っ込みどころを作らないで欲しい。

「見れば分かることを訊きくものではない。それに、そんな大きな声を出さなくても聞こえる」

「これから片付けるんだぞ？　本買うなとは言わないけど、時と場合を選べ！」

　仮入部してからこっち、毎日三回は吠ほえている気がする。

　自分はこんなに気の短い男だったのかと悲しくなる。

「森しん羅ら万ばん象しよう一いち期ご一いち会えだよ、竹たけ原はらくん。すべての出会いは奇跡だ。僕とキミもまた、そうであったようにね」

　海かい竜りゆう王おう寺じは遊び疲つかれた子供のような顔で、ボロボロの本を抱きしめる。

　高たか行ゆきは大おお袈げ裟さにため息をついた。

「……もういいよ。お前が正しい」

　ちょっと大きな声を出してみたところで、口先の議論で海竜王寺に敵かなうはずもない。

　さっさと掃除を始めることにした。二人の前には途方もない混こん沌とんがそのハラワタを広げている。もちろん、これらガラクタすべてを吟ぎん味みし分類し整理整せい頓とんしようというわけではない。そんなことはできるはずがないと断言してよい。

　片付けの目的は、ここから海竜王寺の失うせ物を探し出すことだ。紛ふん失しつしたのは二日前の事なので、まだごく浅い地層に埋まい没ぼつしている可能性が高い。時間経過とともに発見は困難になろう。

「で、その大切なものというのは、どんな形をしてるんだ？」

　海竜王寺は親指と中指で、鶏けい卵らんほどの円を作って見せた。

「これっくらいの、ガラス玉のようなものだ」

　片付けるということは、いかに捨てるかということである。

　スペースが有限である以上、整理整頓を工夫するにも限界がある。逆に言えば、ちょっとぐらい整理整頓が下へ手たでも、モノがなければ散らかりようがないわけで。つまるところ、片付けられない人というのは、捨てられない人だ。これはばあちゃんからの受け売りなので間違いない。その観点から言うと、海竜王寺は片付けられない女ではなかった。

　いざ片付けを始めてみれば、海竜王寺は要不要の判断を下すのが早く、それも三対七くらいの割合でバシバシ捨てていく。欲しいと思ったモノにはすぐに財布の紐ひもを緩ゆるめるが、自分の物になった時点である程度満足してしまうらしかった。しかしやはり、と矛む盾じゆんしたことを言うようだが。所有欲云うん々ぬん性格云々とはまったく別次元の問題で、海竜王寺は片付けられない女だった。

　薄々気づいてはいたのだが、海竜王寺は壊かい滅めつ的に体力がなく、また運動能力もほぼゼロに等しいということが、今日証明された。

　段ボール箱を右から左へ運ぶという極めて単純な動作に、カップラーメンが作れるほどの時間を費やす。高いところに手を伸ばせば、宝くじで五等が出るくらいの確率で転倒する。

　やればできる。ただし一人じゃできないもん、という感じ。

「お前、邪じや魔ま」

　はっきり言ってやった。

　じゃ、邪じや魔ま!?　この僕が!?　と海かい竜りゆう王おう寺じは大変ショックを受けていたようだが、知ったことではない。適材適所役割分担。結局、海竜王寺は定位置であるスツールに座って指示を出し、高たか行ゆきがそれに従って片付けていくという、お嬢様と執事スタイルが最も効率がよかった。

「竹たけ原はらくん。これをそこへ移動させて」

「あいよ」

「竹原くん。あっちはそっちと分けてくれるかな」

「あいよ」

「竹原くん。肩を揉もんでくれたまえ」

「調子のんなよコラ」

　今後、このスタイルに落ち着きそうで凄すごく嫌いやだ。

　ようやく作業の目め処どがついてきて、雑談をする余裕も生まれる。

「お前って、海の生き物が好きなのか？」

　高行は、かなり精密なシーラカンスの模型を棚たなから「いるもの　割れ物」のダンボールに移しながら訊たずねる。部室の壁を埋め尽くす棚には、書しよ籍せきだけではなく、魚類の剝はく製せいや模型、透明標本、ホルマリン漬づけなどいかにも重そうで扱あつかいづらそうな物がいくつも並んでいる。立体映像技術が発達し、理科室から人体模型すら姿を消した昨今、これほど大量の生物資料もまた、博物館にでも行かなければお目にかかれないものではないだろうか。

「海に限らないが、水生生物全般に好きだね。多様性があって、それでいて美しいじゃないか」

「でも、なんだかゲテモノっぽいのが多くはないか」

　高行が見て分かるものだと、シーラカンスの他には、オウムガイ、アロワナ、カブトガニなんかが並んでいる。決して海水浴で見かけることはないだろうし、現代の主流からは外れた、ある種異形っぽい生き物ばかりだ。

「ここに並んでいるのは遺存種といって、俗ぞくに生きた化石と呼ばれる生物ばかりなのだよ」

「聞いたことがある。あれだろう、何億年も前から姿形が変わってないっていう頑がん固こなヤツラ」

「系統的遺存種、というやつだな。遺存種として認定される条件はいくつかあって、それは条件のうちのひとつだ。身近なところだと、ゾウやサイ、イチョウやカエデといった植物も、また別の条件で遺存種なのさ」

　こういった知識がすらすらと出てくるあたり、そして高行でも分かるように説明してくれるあたり、海竜王寺は本当に頭がいいのだと思う。理系の知識が乏とぼしいからそう感じるのであって、これくらいは常識だといわれてしまえばそれまでなのだが。

「つまり海の生き物が好きで、レトロ趣味だから、生きた化石はすごく好きということか」

　高行はゴミ袋にワケの分からないプリント類をどさどさ突っ込みながらそう結論付ける。

「レトロ趣味？」

　本を読んでいた海かい竜りゆう王おう寺じは、顔を上げないまま小首を傾かしげる。

　掃除をサボっているわけではなく、まだ読んでいなかった本をこの場で読み終えて、少しでも蔵書の数を減らすという重要な任務に取り組んでいるのだ。一秒一ページという驚きよう異い的な速度で読み進めていた海竜王寺だが、どこかの少年探偵みたいに瞬しゆん間かん記憶能力を持っているわけではない。

「そういう評価を受けたのは初めてだな。どうしてそう思う？」

　ようやく本から顔を上げた海竜王寺の鼻先には、ずいぶん古ふる臭くさい眼鏡めがねが乗っている。そのカメラ機能で、本の内容を撮影しているのだった。著作権とか大丈夫なんだろうか。

「最近、紙の本を読んでるやつなんてそういないし、並んでるのも古い小説ばっかり。よくもまあ、これだけ集めたもんだと思うよ。重いし、かさばるし、埃ほこり臭いし、四万八千円だろ。学校の教科書だってデータなのに」

「別に全部が全部、稀き覯こう本ぼんというわけじゃないよ」

「でも、四万八千円以上するのもあるわけだ」

　反論はなかった。滅めつ多たにない高たか行ゆきの優勢である。ここぞとばかりに攻める。

「その眼鏡だってそうだ。今時、普通はコンタクトだろう。俺は授業のときくらいしか使わないけど」

　ウェアラブルコンピュータも、ジーニアスの出現で恐ろしく進歩した。

　最初は戦せん闘とう機きパイロットのヘルメットのようだったものが、工事現場のヘルメットになり、ヘタクソなコスプレになり、その過程で腕時計型やアクセサリー型といった様々な亜種が生み出され、最終的には高行の言うコンタクト──その名の通りコンタクトレンズのように目に入れて、網もう膜まくに直接情報を投影するタイプに落ち着いた。

　海竜王寺愛用のグラスビュアタイプは、十年くらい前にメガネパソコンとか電脳メガネとかいう謳うたい文句でかなり流行したモデルだった。今では型落ちもいいところで、メーカーのサポートもとっくに終わっているはずだ。

　海竜王寺は眼鏡を外し、大切そうに手の上に乗せる。

「見てくれは古いかもしれないが、中身は自分でいじっているから最新型と比べても遜そん色しよくないんだぞ？　まあ、確かに、レトロ趣味と言われても仕方がない気はするが……でも、僕は古いモノを好むわけじゃない。僕は本物が好きなんだ。こうして自分の手で触れて、自分の目で読めて、ここにあると実感できるものがね」

　ドキリとした。

　海竜王寺は、ばあちゃんとまったく同じことを言っている。

　両親が共働きで、小さい頃から祖母と過ごす時間が多かった高行は、自他共に認めるグランドマザーコンプレックスである。ばあちゃんの言うことは絶対、ばあちゃんの言うことは正しい、ばあちゃんについていけば大丈夫、と本能レベルで刷すり込まれてしまっている。

　それはすごく楽なことだけれど、きっと自分のためにはならない。高たか行ゆき自身でさえ分かっていることだから、祖母も気づいていることだろう。だから、学園に転入してからは、あまり連絡を取らないようにしていた。

「どうかしたのかい？　手が止まっているようだが」

　タバコ一本分ぐらいの距離に、眼鏡めがねを外した海かい竜りゆう王おう寺じの顔があった。びっくりするぐらいまつげが長く、まばたきの度たびにそよ風が起きそうだった。

　なんでもない、と高行はその顔を押しやった。

「海竜王寺は、どうして『ここ』にいるんだろう、と少し気になった」

　未読本の撮影作業を続けながら当の本人はにやりと笑って、

「なぜここにいるか、ときたか。またずいぶんと哲学的な問いだねえ」

「そういうことじゃなく。マンガとかドラマのイメージだけど、天才といったら飛び級、飛び級といったら天才ってなものじゃないか。なのに、学園都市で順当に高校二年生をやってるのは、何か理由があるのかと──」

　そこまで言って、思い当たった。そういえば、海竜王寺の年齢を知らない。当たり前のように自分と同い年だと思っていたが、もしかすると違うのではないか。海竜王寺はこう見えても、十歳児なのではないか。

　海竜王寺は高行の混乱を完かん璧ぺきに読み取って、

「僕はちゃんと十七歳だよ。こんなにワガママボディの十歳児がいるものか」

　制服の上から胸を強調して見せた。

「無む駄だなセックスアピールはやめろ」

「無駄とはなんだ、無駄とは。僕の身体からだはそんなに女として魅み力りよくがないかな」

　決してそういうわけではない。この部室で押し倒された時の、暴力的なまでのやわらかさは今もって忘れ難がたい。でも、実は俺、胸より尻しりが好きなんだよね、とはさすがに言えない。

　海竜王寺はひとしきり自分の乳を揉もんでから、

「天才といえば飛び級、とは実に日本的で愚おろかしい考え方だから、今後ぜひ改めてもらうとして。僕について言えば、お爺じい様の──海竜王寺家の方針で、七歳の時にアメリカへ留学したのだ。彼かの国は、世界で最もジーニアスの保護研究が盛んで、ジーニアスのための教育機関も整っていたからね」

「でも、アメリカは……」

「うん。彼の国がああいうことになって、帰国したのが一昨年おととしの今頃かな」

　その時点で当然のように大学教育を修了していただけでなく、五つの博士号まで取得していたらしい。もうそこまでいくと一億光年彼方かなたの超新星爆ばく発はつと同じだ。日常から乖はく離りしすぎて、ゲンジツのこととは感じられなくなる。

「それから一年ほど盛大に引きこもり暮らしをして、去年から学園都市で高校生をやっている」

　やはり納なつ得とくがいかない。海かい竜りゆう王おう寺じならば大学や研究所から引く手数あま多ただったはずだ。だというのに、なぜ馬ば鹿か正直に一年生から始めることにしたのか。

　そう訊たずねると、海竜王寺は言葉選びに戸惑うようなそぶりを見せた。

　海竜王寺は手元の本を見つめながら、

「僕はね、臆おく病びような人間だ」

　まるで独り言のように言った。

「僕は、色んなものから逃げてきた。色々なものを怖がって、逃げて逃げて逃げ続けて、そのせいで周りの人を傷つけて、そのことからも逃げ出して。そういうことをずっと続けてきた。日本に戻って、一年間引きこもって、考えて考えて、考えているだけじゃ駄だ目めだと分かった。だからもう、どんなことからも逃げないと決めたんだ」

　そこで海竜王寺は、ふと鼻で笑った。

「はなはだ論理的ではないな。うまく言葉にできないよ」

　海竜王寺が一体何から逃げてきたのか。

　一体何が海竜王寺を傷つけてきたのか。

　高たか行ゆきには曖あい昧まいに想像することしかできなかった。

　しかし、逃げたくないというその気持ちだけは、理解できる気がしたのだ。

　もっとも、早々に学園から逃げ出そうとしている自分が、知ったようなことが言えた立場ではない。高行は開きかけた口を閉じて、いまだ底の見えないガラクタの仕分け作業を再開した。
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　たっぷり三時間。

　困難を極めた捜そう索さく作業は、一応の決着を見た。未読書物のスキャニングも一段落して、ぼんやりしていた海竜王寺が突然「あ！」と叫んだ。

「竹たけ原はらくん。僕を肩車してくれたまえ」

「はあ？　何を言っとるんだ、お前は」

　高行が拒否しても、海竜王寺は問答無用で背中をよじ登ろうとする。ぎゅうぎゅうと背中に押し付けられる乳の感触に、高行はあっけなく陥落した。尻しりスキー失格であった。言われるがままに肩車をすると、乳とはまた違ったやわらかさをもつ白いふとももが、顔面を両側からサンドイッチする。それだけで限界突破も甚はなはだしいのだが、さらに、頭上で海竜王寺がじたばたするものだから、スカートが顔にかぶさって視界を奪われた。良い匂においのする暗くら闇やみの中で、高行は命の危機を覚えた。過剰なスキンシップによって、脳が危険なほど加熱している。いかん死ぬと本気で思った。海竜王寺が「降ろしてくれ」と肩を叩たたくのが、あと数秒遅ければ、死にはせずとも鼻血くらいは噴ふん出しゆつしていたかもしれぬ。

　四つん這ばいで倒れ込み、色々なものを整理している高たか行ゆきを尻しり目めに、

「これだこれ！　こんなところにあった！」

　海かい竜りゆう王おう寺じが天高く掲かかげて見せたそれは、手の平に収まる凸とつレンズのような物体だった。何に使うのか知らないが、窓から差し込む日光を受けて不思議な色合いに輝いていて、大変高価そうな代しろ物ものに見えた。

　海竜王寺の遺失物は、スツールの上に立っても届かない棚たなの最上部から発見された。なぜそんなところにあったのかは不明だ。はっきりしているのは、三時間に及ぶ捜そう索さく作業は完かん璧ぺきに無む駄だであったという悲しすぎる事実のみである。

　一年かけて積み上げられた部室の混こん沌とんは、たとえ丸一日かけたところでどうにかなるものではなかったが、それでもダンボール四つ、九十リットルのゴミ袋二つのゴミが出た。ダンボールの中身は主に書しよ籍せきなので、後で「調和ある古書流通を促そく進しんする組合」に回収してもらうことにして、とりあえず特大ゴミ袋を捨ててくることにした。

　海竜王寺はぐいっと腕まくりをして、ゴミ袋に手を伸ばす。

「僕も一緒に行こう。肉体労働をすべてキミにやらせたのでは申し訳ないからね」

　ゴミ袋はぴくりとも動かなかった。

「…………」

　比較的小さい方のゴミ袋に持ち替えてみても、結果は変わらなかった。

　海竜王寺の肩を生やさしく叩たたいて、

「それ畳たたんでおけよ」

　部室には海竜王寺が脱ぎっぱなしにしていた衣類や下着が一抱えほど放置されていた。

「さすがにそこまで面倒見きれないからな」

「了解した。困難な課題だが、見事やり遂げてみせよう」

　無駄に意気込んでいる海竜王寺を一人残して、高行はゴミ袋を持ち部室長屋を出た。

　グラウンドの隅すみっこに、ゴミステ（ゴミステーションの略）と呼ばれる、自動販売機のオバケのような構造物がある。ゴミステの中にはなんでも食い尽くす獰どう猛もうなバクテリアが棲すんでいて、生ゴミだろうと金属だろうと分解してしまうばかりか、ご丁てい寧ねいにもすぐに資源として利用できる形に再精製してしまう。最近ではずいぶん小型化が進んで、一般家庭にも普及している、これもジーニアス技術だった。

　開口部にゴミ袋を突っ込んで、捨ててはいけないものが混ざっていないかのスキャンを受ける。理論上、ゴミステは放射性廃はい棄き物ぶつさえ分解してしまうらしいのだが、バラバラに切り刻んだ死体をゴミステで処分してしまうという事件が起きてから、スキャン機能が標準装備されるようになった。

　スキャンを通過したゴミ袋が、ぐおんぐおんとゴミステに飲み込まれていく。高行の両親が高校生だった頃はゴミを「燃える」とか「燃えない」とか、いちいち分別していたらしい。それはそれは大変な手間だったろうなぁ、と思う一方で、「燃えない」ゴミってなんだろうとも思う。卒業文集とか、昔の恋人からもらったプレゼントとか、そういうのだろうか。

　途方もなくどうでもいいことを思案していると、

「たかくん発見！」

　振り向き様にパシャリとやられた。鷹たか嘴はし由ゆ真まだった。黒くてぴっちりしたアンダーウェアに、南国リゾートでも着るのを躊躇ためらうようなトロピカルなシャツという私服姿。いつものキツネ目。ひょこひょこと歩み寄ってきて、高たか行ゆきの周りをぐうるぐうると回る。

「結局、入ったんやって？　第二科学部」

「仮入部だ」

　ようやく陸上部のことを聞かれなくなったと思ったら、次はこれだ。会う人会う人、同じ話題を振られてきたので、訂正もだいぶおざなりになっている。由真の場合は、そのあたりの事情も分かった上で、からかっているに違いないのだが。

「たかくんってば、すっかり時の人になっちゃったよネ。なにせ、あのリヴァイアサンが認めた男ですから！　陸上で鍛きたえた身体で落としたってのはホント？」

　パシャリパシャリ。

「勘かん弁べんしてくれ。俺の日常を返してくれ」

　うんざりと呟つぶやくが、むしろ由真のように直球でからかってくれた方が、わざと聞こえる距離から陰口を叩たたくような手合いより百倍もマシだった。
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「いやぁ、マジメな話、そりゃ無理やって。学校やめるまで、たかくんの周りは騒がしいままやで。きっと」

「ちょっと待て。どうしておまえがそれを知っている」

　自主退学の決心を伝えたのは、今のところ瑞みず穂ほ荘そうの面々と海かい竜りゆう王おう寺じだけである。なぜ由ゆ真まがそれを知っているのであろうか。ちっちっち、と由真は人差し指を振って、

「迂う闊かつやよ、たかくん。部室長屋の壁かべの薄さはビスコに匹ひつ敵てきするんやで。壁に耳あり障しよう子じに目あり。人の口に戸は立てられへんよ？」

　高たか行ゆきは頭を抱えて五秒しゃがんだ。

「高等部のＢＢＳ見たことある？　たかくんが海竜王寺さんにスカウトされてから、ちょっとした祭りになってるヨ」

　由真はわざわざ携けい帯たいで空中表示して、盛り上がっているという掲けい示じ板ばんを見せてくれた。ざっと目を通しただけでも、明らかにデタラメなスレッドがうんざりするほど並んでいる。

「いい加減なもんだな、人の噂うわさなんて」

「ウチかて、こんなん信じてへんよ。『ネタは足で拾え』が報道部のモットーやもん。だから、こうやって直接取材に来てるんやない。で、どうよ、海竜王寺さんは？」

「……なんというか、とてもユニークだな。そしてミステリアスでもある」

　仮入部から一週間が経たとうとしている。海竜王寺の性格は徐々に摑つかめてきたような気がしないでもないが、彼女にまつわる疑問や謎なぞは増えていく一方だ。

「ほほう。詳くわしく聞きたいなあ。ここらで一回、情報交換せえへん？」

　高行は黙もつ考こうする。海竜王寺のことをもっと知りたいという気持ちは決して小さくない。だが、陰でこそこそと探りまわるのも何か違う気がする。出会う前ならばともかく、海竜王寺はあの汚い部室で高行を待っているのだから。

　フラッシュが瞬またたいて、物思いの糸が途切れた。

「思い悩む少年の横顔──いいっスねぇ。たかくんが気乗りしないなら、また今度にしよ」

「なに？」

　あまりにもあっさりとした引き際に拍子抜けした感は否めない。

「喋しやべらなくていいって言われると、急に喋りたくなるでしょ」

　にゃははは、と由真は笑う。

「特ダネってのはがっつくと逃げちゃうもんなのさ。時には下へ手たに追いかけないで待ち伏せすることも必要」

「報道部のモットーと矛む盾じゆんしてないか、それ」

　そうだっけ、と由真はとぼけて、

「じゃあさ、ウチの知りたいことを教えるから、それとなく海竜王寺さんに訊きいてみてくれないかにゃ？」

「聞き出せたとしても、お前に教えるとは限らないぜ？」

「そこはそれ、ウチとたかくんの勝負でしょ」

「……おーけい。乗った」

　高たか行ゆきが差し出した手を、由ゆ真まがぱちんと叩たたく。文字通り手打ちだ。

　由真は再び携けい帯たいを取り出して、どこかのサイトにアクセスし始める。ややあって映し出されたのは、英語だらけの地味なページ。ヘッダーにはＧＣＯの三文字。

「ウチが知りたいのは、海かい竜りゆう王おう寺じさんの《特ブ化ラ領ン域チ》がなんなのかってことなんだよネ」
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　由真と別れ、ちょっぴり片付いた部室へ戻ると海竜王寺の姿がなかった。

　テーブルの上に海竜王寺のアバターであるサメがいた。高行に気がつくと、口からこぽこぽと泡を吐き、一通のメールを送ってよこした。じゃぶんと飛び跳ねて姿を消す。

　メールの内容は、一見してまったく意味をなさない数字の羅ら列れつである。

　海竜王寺の暗号だった。

　まこと阿あ呆ほうらしい話なのだが、ちょっとしたメモ書きにも携帯のメールにも暗号を使うのが海竜王寺の中でブームになっているらしかった。ここまでして秘ひ匿とくしなければならない情報をやり取りするわけでもないのに。最初は十文字解読するのに十分はかかっていたのだが、すっかり慣れてしまって、今ではものの数秒で、しかも暗算で解読できるまでになってしまった。まったくもって日常生活で役に立たないのがやや悔やまれる。

　メールの内容は次のようなものであった。

『二十二号館にて再集合。二人分の昼食を持参のこと』

　なんじゃそりゃ。

　見れば、畳たたんでおくように命じた衣類は無造作に紙袋へ突っ込まれて転がっている。

　自分勝手にもほどがあるぞ、と高行はぷんすか怒りながら、しっかり売店に立ち寄って食料を買い込んだ。完全に主導権を握られている。

　二十二号館という建物が、一体どこにあって何に使われているのか知らない。広すぎる高等部の敷地には、そんな建物がいくらでもある。携帯で地図を確認すると、二十二号館は徒歩で行ける距離にあった。海竜王寺の暗号にも負けないぐらい簡かん潔けつに「理科実験棟」と表示されている。理系の授業は必要最低限しか履り修しゆうしていない高行には縁えんのない場所だ。

　校内の施し設せつにはその重要度や使用目的に合わせて、出入り自由のクリアから、完全封ふう鎖さのブラックまで六段階のセキュリティが設定されている。二十二号館は下から三番目、出入りは自由だがその記録が残るブルーレベルだ。

　あまり使われていない建物なのか、清掃の行き届いた廊下は薄暗く静まり返っている。屋上に出るドアには鍵かぎがかかっていなかった。珍めずらしい。防犯と危険防止の観点から屋上は閉へい鎖さされていることがほとんどなのに。

　屋上には一面電気芝しばが敷き詰められていた。正式名称は、色素増感型植物性太陽電池、という。一見すると単なる芝しば生ふなのだが、光合成の過程で電気を発生するように遺伝子デザインされた植物で、変換効率は脅きよう威いの四十パーセント。ほぼ完全なメンテナンスフリーを実現しているとか。まだ実験段階なのか学園都市以外ではあまり見かけない代しろ物ものだ。

　二十二号館の隣には五メートルほど間かん隔かくを空けて、まったく同じ構造の二十三号館、二十四号館、二十五館が並んでおり、やはり屋上は一面に電気芝が植えられている。二十二号館の屋上にだけ、高たか行ゆきの三倍ほどの背丈がある鉄塔があった。なんの用途があるのかは判然としない。深い谷を挟はさんで広がる緑一色の草原に、海かい竜りゆう王おう寺じの姿はなかった。仮入部からのわずかな期間で、忍耐力の限界に幾いく度どとなくぶち当たってきた高行である。この程度のことで腹が立ったりはしない。

　屋上の隅すみっこに、こぢんまりとしたペントハウスが立っていた。もしかして、と思った。電気芝特有のパリパリとした感触を靴底で感じながら、ペントハウスに近づく。ドアには鍵がかかっていた。ハズレか、と思ったそのとき、

「合言葉は？」

　ドア越しに声。手の込んだことに、ボイスチェンジャーを嚙かませている。唐とう突とつに姿を消して、人を呼び出し、昼食まで買ってこさせておいて、開口一番がそれか。

「そんなもん知るか。おまえは何様のつもりだ！」

　ドアを殴るようにノックした。

「おやおや、あんまり怒ると脳の血管が切れるよ」

　ドアが内側から開かれる。海竜王寺が顔を覗のぞかせる。

「ようこそ。第二科学部分室へ」

　非常用の発電設備があるきりの小さなペントハウス──もとい第二科学部分室は、部室とよく似た散らかり方をしていた。海竜王寺は根城にした場所を、徹てつ底てい的に散らかす習性があるらしい。ただ、部室とは散らかり方の主成分が違う。部室は書しよ籍せきや標本などがその大半を占めていたが、ペントハウスは用途不明の工具や機械部品の割合が多く、何より怪あやしげなブルーシートの包みが床面積の大半を覆おおい隠かくしていて、狭苦しいことこの上ない。

「ここ、どう考えても不法占せん拠きよだろ」

「この二十二号館は、ここ数年まったくと言っていいほど使われていないのだよ。だから、余よ剰じよう設備を有効活用していると言って欲しいな」

「なんでわざわざこんなところ。研究室の一つや二つ、すぐに貸してもらえるだろう」

　前から気になっていたことではあった。第二科学部の部室がある長屋は、建物のランクとしては下の下。水もガスも通っていなければ、立てつけは最悪、壁かべの薄さはビスコ並みで、冬寒く夏暑いこと請け合いである。入っているのも非公認サークルやヤバげな愚ぐ連れん隊たいがほとんどだ。ジーニアスにはほとんど無制限に等しい特権が認められているのだから、その気になれば、もっと上等な部室を持つことだってできるのに。

　高たか行ゆきが問うと、海かい竜りゆう王おう寺じは厳おごそかに言った。

「タダより高いものはない」

「と、言いますと？」

「日本が批ひ准じゆんするＧＣＯのジーニアス憲章、その第十二条にはこうある。『締てい約やく国こくは、あらゆる目的のあらゆる形態の搾さく取しゆからジーニアスを保護することを約束する』。つまり日本は、ジーニアスにスポンサーがついて成果物を独占したり、脅きよう迫はくや暴力によってジーニアスが脅おびやかされるのを防がなければならない──ということになっている」

「実際は違う？」

「世の中、ヒモのついていない金などない。それがタダで与えられるとなればなおさらだ。特権を行使するということは、それだけ借金をするのと同じだ。いずれ首が回らなくなる」

　そういうもんかな、と思う。高行は陸上の特待生として学園に転入してきだが、学園から何かを強要されたことはない。結果を残さないわけにはいかないという意識は常にあったけれど。

「何も、ジーニアスに限った話ではないさ。子供がただ与えられるばかりの時代は終わった。それは、『学園』の取っている校貨制度からも明らかだろう。とかく、自由と自立を求めるのであれば、我々は体制側と距離を置くべきなのだよ」

　左系のサークルが言いそうなことだ。

「お前がいいなら文句はないけどさ……この分室というのは、何をするところなんだ？」

　よくぞ聞いてくれた、という顔を海竜王寺はした。

「そろそろ竹たけ原はらくんにも見せておこうと思ってね」

　そして、さっきからずっと気になっていたブルーシートの端をむんずと摑つかんだ。

「見たまえ！　これが僕の取り組んでいる研究だ！」

　ブルーシートが翻ひるがえり、孤高の天才少女の秘密研究が、白日の下もとに晒さらされる。

　果たして高行は、アマゾン原住民の集落で最高のご馳ち走そうだと泥どろ団だん子ごを差し出されたリポーターのような顔をした。何度見ても、どの角度から見ても、それを形容する言葉が思い当たらない。なんだ見て分からんのか、という顔を海竜王寺はした。

「とにかく、こいつを外に運び出してくれ。昼食はそれからだ」

　青空に屹きつ立りつする鉄塔のそばにブルーシートを広げ、研究物を並べていく。無数のパーツに分割されているらしい研究物は、大部分が金属製でかなりの重量があり、自分ではろくに働かない海竜王寺が「もっと丁てい寧ねいに！」とか「衝しよう撃げきを与えるな！」とか、いちいち文句を言ってくるので、すべて運び出すのに小一時間はかかってしまった。運び終わる頃には、たいぶ汗をかいた。陸上部に足を運ばなくなってからこっち、簡単な筋トレぐらいしかしていなかったので、身体がなまっている。高たか行ゆきが電気芝しばに両足を投げ出してひいひい言っていると、海かい竜りゆう王おう寺じはその横に座り、はらへったのうたを歌いながら売店の買い物袋を漁あさり始めた。労ねぎらいの言葉のひとつもない。

「ふむふむ。なかなかグッドチョイスだ。僕はこれにしよ。キミはどれにする？」

「後でいい。飲み物だけくれ」

　柚ゆ子ず大根サイダーを一気に飲んで生き返った。屋上に吹く風が、汗ばんだ肌に涼すずしい。春のトンボが視界を横切っていく。

　この屋上からは、陸上部が普段使用しているグラウンドを見下ろすことができる。こうやって高いところから見下ろすグラウンドは、なんだか狭く見えた。あの一周四百メートルの楕だ円えんが、そのまま自分の世界だったのかと考えると、少しだけ笑えた。

「竹たけ原はらくん、そういえば訊きいたことがなかったね」

　海竜王寺はイカの一夜干しサンドを、ゆっくりと丁てい寧ねいに食べる。手て摑づかみなのに、どことなく品があるように見えるのが不思議だった。とんでもない名字をしているし、変なところで世間知らずだし、もしかするといいところのお嬢様なのかもしれない。

「キミは、なぜ陸上を始めたんだい？」

「はあ。別に、カッコいい理由なんてないぜ」

「キミが陸上を始めたのは、小学生の頃だそうだね」

　なぜ海竜王寺が知っているのかは、たぶん訊いても意味が無い。

「サッカーとかバスケットとか、子供の好きそうなスポーツがいくらでもあるのに、あえて陸上を選んだ理由があるはずだ。気になる女の子がいたとか、御父上に無理矢理入らされたとか」

「違う。それしかできなかったからだけだ」この際だ、言ってしまえ。「ガキの時分、俺はたいそう太っていた。座っているだけで滝のように汗をかき、手首はボンレスハムの如ごとし。洋式トイレじゃないと用を足せないという有様。あだ名はニクユキだった」

　高行はジェスチャーを交え、赤せき裸ら々らに言った。海竜王寺はイカサンドを食べ終え、二個目のタマゴサンド（卵白百パーセント）をはむはむしながら、驚いた顔をする。

「昔太っていた話をすると、みんなそういう顔をする。久しぶりに会った親しん戚せきには、どこか悪いんじゃないかと必ず心配される。まあ、そんなだから、なかなか友達が作れなくて、人と話すのも競争するのも苦手だったな」

　海竜王寺はさらに意外そうな顔をするが、友達がいないのは今も一緒だ。もしかすると、心の一番根っこの部分は、いまもドジでノロマのニクユキのままなのかもしれない。

　学園都市に通わない児童は通信教育を受けることが義務になっているが、児童数がまだそれなりに多かった高行の地元には、通信教育に加えて、週に何度か子供たちが集まる児童館のような施し設せつがあった。

「しかし、児童館には小学三年生になったら児童は全員、何かしらのスポーツクラブに入らなければいけないという不文律があってだな」

「な、なんと恐ろしい……」

　運動能力なら小学校時代の自分といい勝負であろう海かい竜りゆう王おう寺じはぷるぷる身を震わせた。

「人気があったのは、やっぱりバスケとかサッカーだったな。できれば俺もそっちがよかったけど、体育の授業なんかじゃ散々お荷物扱あつかいされてたからなあ。その選択肢しは最初から考えなかった」

「それで陸上か。対戦相手がいなくて、ひとりでできるスポーツといったら絞しぼられてくるものな」

　つまりは、そういうことだ。走るのも飛ぶのも死ぬほど苦手だったが、誰かの足手まといになったり、邪じや魔ま者もの扱いされるよりはずっとマシだと思った。高たか行ゆきが陸上を選んだのは、そんな消極的な理由だ。

「いいじゃないか。消極的で結構！」

　海竜王寺はタマゴを口の端につけて言った。

「なんでもできるということは、何もできないのと同じことだよ。人を形作るのは可能性ではなく不可能性さ。もっと突き詰めて、あれはやらない、それもやらない、私はこれしかやらんのだという境地に辿たどり着ければ、誰もが天才になれる。まあ、そうやって摑つかみ取った才能が、一体どれほどのもんかという議論は別にしてもね」

　耳が痛い言葉である。高行は今になって、たった一つのことに注ぎ込んできた十数年の時間を後こう悔かいしかけている。自分のやってきたことの何もかもが、ことごとくが無意味であったように思えてしまう。

「不可能性を選択するということは、山を切り崩してそれらしい形を見つけ出すこと。可能性を選択するということは、土を盛って自分の望む形を作り上げることだ。できた形は同じかもしれないが、きっと土を盛った方が眺ながめは良いに違いない」

「おまえは俺をフォローしてるのか？　それともけなしてるのか？」

「そんな意味のないことはしない。ただ事実を述べているまでだ」

　ふと、由ゆ真まの言葉を思い出す。ジーニアスがそれぞれ持っているという《特ブ化ラ領ン域チ》。それは一体いかにして会得されるものなのか。やはり自分の可能性を極端に切り落としていった結果、見えてくるものなのか。それとも。

「なんだか、心のやわらかい部分を刺激された気がするな」

　上体を起こした高行は、ことさらに憤ふん慨がいして言った。

「腹立たしいので、俺からも訊きかせろ」

「よかろう」

　海竜王寺がでかい胸を張るので、ずばり問う。

「おまえは、どうして《特ブ化ラ領ン域チ》を隠かくしているんだ？」

　海かい竜りゆう王おう寺じは一いつ瞬しゆん、虚を突かれたようだったが、すぐ見透かすように目を細め、

「僕が《特化領域》を隠している？　そんなデタラメ、一体どこの誰に吹き込まれた？」

「え？　デタラメ？　いや、えっと……」

「ふむ。さしあたり、鷹たか嘴はし由ゆ真ま嬢といったところではないのかな？」

　図星を突かれた動どう揺ようは、はっきり顔に出てしまった。

「やはりか。彼女はこのところ、僕のまわりをあれこれと嗅かぎ回っていたようだからなあ」

「……ジーニアスの情報はいい特ダネになるそうだ」

「知られて困るような秘密はないから構わないけどもね。彼女は必要とあらば自分でネタを作るタイプに見えるな。過度の接触は避けた方がキミのためだと思うよ」

　何もかもお見通しだった。他人の気持ちなど明日の天気ほどにも解さない海竜王寺だが、人物観察についてはびっくりするほど鋭するどい。天才などやめて、探偵にでもなればいい。

　ついさきほど、由真が見せてくれたＧＣＯ──ジーニアス管理機関のウェブサイトには、機構に登録されているジーニアスのリストが公表されていた。名前、生年月日、出身国、そして《特化領域》が記き載さいされているだけの簡素なものだったが、個人情報を生まれたての赤子より大切にするご時世では、驚きに値する。

『よくよくジーニアスって人間扱あつかいされてないのね。まるで動物図ず鑑かんみたいやん』

　由真は愉ゆ快かいそうに笑っていた。

　名簿には時折《Banned》や《Incinerated》の表記があった。《Banned》は発禁指定といって、ＧＣＯが危険と判断したジーニアスの身み柄がらを拘こう束そくしその能力や知識を封印すること。

《Incinerated》は、存在そのものが危険と判断された、あるいは凶悪な犯罪を起こしたジーニアスを抹まつ殺さつする焼しよう却きやく指定のことだという。まるで図書目録。動物扱あつかいどころかモノ扱いである。そうした、見ていてあまり楽しくもないリストの中に、海竜王寺の名前もあった。


Name：Yatsuha Kairyu-Oji

Born：April 15,2001 Kyoto,Japan

Branch：Unknown



『Unknownってなんやねん。こんなんなってるの、海竜王寺さんだけやねんで。あからさまに怪あやしい。これは陰いん謀ぼうの臭においがする。めっちゃ気にならん？』

　めっちゃ気になる。海竜王寺が《特化領域》を意図的に隠しているのではないか、そう推測したのは高たか行ゆきではなく由真だ。そういう意味では、入れ知恵といえなくもないかもしれない。

　しかし、海竜王寺はきっぱりと言った。

「鷹嘴さんの推理はハズレだ。僕は《特化領域》を隠してなどいないよ」

　にんまりと笑う。

「どうやら、キミのジーニアス像は実際とだいぶ異なるらしい」

　海かい竜りゆう王おう寺じは根っからの説明好きで、高たか行ゆきが知らないことがあると嬉き々きとして語り始める。ちょっとうざい。が、話し方が上う手まいのでついつい聞き入ってしまう。

「キミは何をもってジーニアスをジーニアスと認識している？　もっと言うなら、人類史上無数に存在した天才たち、あるいはギフテッドやタレンテッドと呼ばれる英才たちと、二十世紀後半に初めて出現したジーニアスとは、一体何が決定的に違うのだろうね？」

　学校の授業で、そのあたりのことも習ったはずだった。

「脳のう味み噌その作りが違うんじゃなかったか？」

「然しかり。ジーニアスの脳は明らかに常人とは構造を異にしている。ＧＣＯのジーニアス認定検査でも脳のＣＴは必須項目だ。しかし、そんな生物学的なお話をしているわけではあるまい。シシャモとカペリンの違いを、味ではなく鱗うろこの数で語るぐらいにナンセンスだよ」

「その喩たとえは全然ピンと来ないぞ」

「人が持って生まれるのはあくまで可能性であって、それを開花させることができるかどうかは、本人の努力や周囲の環境、運にも左右される。だがジーニアスはそうじゃない。ジーニアスの頭の中には、生まれたときから《特ブ化ラ領ン域チ》に関する知識が存在している」

「生まれた時から？」

　海竜王寺は頷うなずいた。

「アメリカ時代の友人に生物工学に特化したジーニアスがいたが、彼女は三歳の時、誰に学んだわけでもなく、実に独創的なバイオレメディエーション技術を開発してみせた」

　その発明はあのゴミステの基礎理論になったものだという。眉まゆ唾つばである。にわかには信じ難がたい話である。栴せん檀だんは二葉より芳かんばしというが、いくらなんでも早すぎる。三歳児といえばようやく会話らしい会話ができるようになる年齢ではないか。

「ジーニアスはまず、万能の天才として生まれてくる。なんでもできるがゆえに、何もできない人間だ。ジーニアスが己の《特化領域》に目覚めるまでの期間をモラトリアムといい、モラトリアムを終える時に行う最初の研究・実験のことを、出産行為になぞらえてデリバードと呼んだりする」

　そこでお腹なかがいっぱいになったのか、海竜王寺は食べるのをやめて、三分の一ほど残ったタマゴサンド（卵白百パーセント）をむにむにといたずらにもてあそんだ。

「《特化領域》を隠かくすことなどできないし、ましてや自分で選んだりできるような代しろ物ものでもない。ジーニアスはジーニアスとして生まれるがゆえにジーニアスなのだ。またそれが、ジーニアスの苦しみでもある。もっとも、僕にだけは当てはまらないけどね」

　昔の失敗を告白するみたいに捨すて鉢ばちな口調で、

「僕には《特化領域》がない。いや、分からないと言うべきか。統計上、遅くとも第二次性徴までには《特化領域》に目覚めるはずなのだが、いつまで経たってもビビビと来ないのだ。これは一体どうしたことか。いくら検査を受けても分からなかった。生理ならとっくに来てるんだがなぁ……」

　最後にいらぬ下ネタを言った。シリアスが台無しだった。

　高たか行ゆきは頭痛を我が慢まんしているような顔で考え込む。

　ジーニアスは生まれた時から進むべき道が決まっているという。以前の高行ならば、あれこれ悩む必要がなくて結構ではないかと単純に思ったことだろう。しかし、今はそれが幸せなことなのか、あるいは辛つらいことなのか判断がつかない。さらにその先にある海かい竜りゆう王おう寺じの苦しみなど想像も及ばない。

　味も匂においもしない料理を食べているような気分だった。

　少しも食べた気がしないのに、腹だけは膨ふくれる。

「しかし、僕とていつまでも飛べない豚ぶたを演じているつもりはない」

「何か秘策が？」

　海竜王寺は鼻の穴を膨らませて、「こいつさ」とビニールシートの上のガラクタを指す。

「こいつが、僕にとってのデリバードになると予感している。竹たけ原はらくん。キミが手伝ってくれればきっと完成させることができるはずだ。改めてよろしく頼むよ」

　珍しく殊しゆ勝しように頭を下げるものだから、なんだかこっちが恥はずかしいような気分になった。高行は、サイダーをぐびぐび飲んだ。それから、もごもごと口ごもりながら小さな声で、「そこまでいうなら、手伝ってやらんこともない」と呻うめいた。

「ありがとう。恩に着る」

　海竜王寺は顔を上げて、安あん堵どしたように微ほほ笑えんだ。

「お礼に、このタマゴサンドをあげよう」

「食いかけじゃん。俺のおごりじゃん」

　そういう具合で、土曜日が終わった。




　（2019/04/16）

　高行は四月の第三週を、もっぱら海竜王寺の手伝いをして過ごした。

　海竜王寺の呼び出しは、早朝深夜を問わず、それなりに忙しかった。しかし、陸上部に顔を出すことを断固として拒み、学生の本分として修めるべき勉学をほぼ完全に放ほう擲てきしていた高行は、それでもなお時間を持て余し気味であった。

　授業が午前で終わる火曜に、海竜王寺に連れられて街に出かけたことがあった。毎月第三火曜日は、海竜王寺が懇こん意いにしている古書店「青せい蛙あ書房」で商品の入れ替えが行われる日なのだ。商品が入れ替わるだけで、別段安くなったりはしないらしい。

　駅前通りから一本脇わき道みちに入った静かな場所に「青蛙書房」はあった。トイレでさえ紙を使わなくなったこの街で、わざわざ紙かみ書しよ籍せき専門の書店をやろうというぐらいだから、半ば倒壊しかけた木造建築のような店構えを勝手に想像していたのだが、実際は古書店というよりもアートギャラリーといった方がしっくりくるような、白くて小さいかわいげのある建物であった。

　店内も黴かびにまみれた紙かみ屑くずが所狭しと詰め込まれているというようなことはない。商品である古書は流体建築特有の壁や床からにょきり生えた棚たなに数冊ずつ並べられており、うやうやしくグラシン紙に包まれた色も大きさも様々な古書たちは、こうしてみると一種の美術品のようだった。良い匂においが微かすかに漂ただよい、座り読みのできるやわらかそうなソファまで完備された、本物のくつろぎ空間がそこにあった。

　唯ゆい一いつ予想通りだったのは、おもちゃのようなスツールに腰掛けて店番をしている、笑顔のない爆ばく弾だん岩のような風ふう貌ぼうをした店主だけであろうか。身体の七割が頑がん固こと偏へん屈くつでできているに違いない。「御免」と言って、海かい竜りゆう王おう寺じは店内に足を踏み入れた。新たに陳ちん列れつされた宝物をすばやく物色して「さて、今日はどんな出会いが僕を待っているのかな」と目を輝かせた。嬉き々きとして古書に手を伸ばす海竜王寺を見て、店主はつまらなそうに鼻を鳴らす。

「またお前さんか。若いもんが、もう少しまともなものに金と時間を使ったらどうだ」

　それから値踏みするように高たか行ゆきを見た。どんな人間か観察しているというよりも、まず人間かどうかを検分しているような遠慮のない目である。このまま黙っていては、人間として認めてもらえないと思った。

「あの、えっと。とても、すてきなお店ですね」

「…………」

「ご、ご主人の趣味ですか？」

「……ここは俺の店だ」

　店主は一言一言区切るように言って、もぞもぞと高行に背を向けた。

「よかったね。気に入ってもらえたようじゃないか」と海竜王寺。

「あれでか？」

「気に入らん客は容よう赦しやなく蹴けり出すような人だから」

「ずいぶん敷居の高い店だな……」

「ここは主人にとって、お店というよりごく個人的なサロンのような場所なのさ。本が庶民の手の届かない高価なものだった時代。本を持つことが家格のステイタスであり、自分の愛する本を並べた場所が、そのまま客人をもてなす空間だった。本は、そういうものに戻ろうとしているのかもしれないな」

「それは良いことなのか？　それとも悪いことなのか？」

「良いも悪いもないさ。ただひとつ言えることは──どんなに技術が進歩しても、本は永久に不ふ滅めつだということだ。それはすごくすてきなことだ」

　海竜王寺は自分の言葉に頷うなずきながら古書物色に戻っていった。高行もふらふらと店内を見て回る。たとえば、床から生えた『考える人』が支えている棚には五冊の本が並んでいる。右からヴィクトル・ユゴーの『レ・ミゼラブル』のフランス語原書があり、森もり田た思し軒けんの『十五少年』、幸こう田だ露ろ伴はん『五重塔』、樋ひ口ぐち一いち葉よう『たけくらべ』、ゾラの『居酒屋』が左端に並ぶ。ジャンルはてんでばらばら。並び順にもまったく規則性がないように思える。共通点があるとすれば、すべてが初版本かそれに近い古書であるという点だが、ここは古書店なので当たり前といえば当たり前だ。海かい竜りゆう王おう寺じはそれらの本をざっと眺ながめて、

「うむ。素晴らしいラインナップだ。この棚すべて貰もらおう」

　大人買いという大人気ない行為に走った。合計金額は聞かなかったことにしたい。その人の価値はその人だけのものだ。高たか行ゆきが別の棚から手に取ってみたのは、多種多様な粘ねん菌きんが網もう羅らされた怪あやしげなフルカラー図ず鑑かんであった。まるでこの世のものとは思えない色彩と形状の粘菌は、妙みようなエロスすら感じさせる。それほど古い本ではないのか、高行でも手が出せるお値段だった。

　これは掘ほり出し物だ、と思って海竜王寺にも見せた。海竜王寺は粘菌図鑑をパラパラとめくり、「僕はやっぱりツノホコリが好きだね」と言って図鑑を高行に返した。

「あんまり興味なし？」

「いや、そんなことはないさ、粘菌コンピューターの実用化も近いことだしね。でも、本と名のつくものは小説以外読まないことにしているのだ」

　そういえば部室にある書しよ籍せきも小説ばかりだった。曲がりなりにも科学部を名乗るなら、学術書や図鑑の類たぐいがあってもよさそうなものなのに。何かこだわりでもあるのだろうか。

「もう勉強は終わったから」と、海竜王寺はこともなげに言った。

「古い知識は死ぬばかりだ。何度殺しても、何度でも蘇よみがえるのは、『物語』だけだ」




　　　　　　　　　　▼




　海竜王寺は十冊以上の古書を購入し、クリフォード・アーヴィングの『贋がん作さく』という一冊だけを携たずさえ、それ以外は寮りようへ送ってもらっていた。高行は粘菌図鑑を一冊だけ買って、青せい蛙あ書房を出た。そのまま高等部へ戻って作業をする予定だったのだが、お互い小腹が空いていたので何か食べていこうということになった。

「おまえって、好き嫌いが多そうだよな」

「心外だな。臭くさいものと気持ち悪いもの以外ならなんでも食べられる」

「それは俺も同じだ。なら、いつもはどんな店で食べてるんだ？」

「外食はほとんどしないな。人が多いところはあまり好きじゃない」

「自炊か寮食オンリーってこと？」

「いや、デリバリーオンリーだ。ピザが主食だな」

　さっきも財布を気にせず買い物をしていたが、一体どんだけリッチなんだ。

「お前、そのうち身体壊すぞ」

「ははは。そういえばこの前、高こう脂し血けつ症しようの気があると言われたね」

「全然笑いごとじゃない！」

「好きな食べ物を我が慢まんして、やりたくない家事でストレスを溜ためて、それで幸せといえるのかね？　人生太く短く、大切なのはクオリティオブライフさ」

「本音は？」

「ぶっちゃけ面倒なんだ。食器洗うのとか」

「そんなことだろうと思った！」

　やいのやいの言いながら駅前通りを歩く。このあたりは高等部周辺ではもっとも活気のある学生街だが、街の雰ふん囲い気きが苦手な高たか行ゆきは、ほとんど足を運んだことがなかった。ただただ学校と下宿を往復するだけの一年を送ってきたのである。

　マンホールも電信柱もない広くてきれいな道路。整然と管理された区画。突とつ飛ぴな前衛芸術にしか見えない造りかけの流体建築。空中に浮かぶ無数の広告スクリーン。絵に描いたような未来都市。何もかも満たされているのに、どこか現実味に欠けている。まだ時間帯が早く、人通りが少ないので余計にそう感じられた。

「そうかな？　歴史の短さの割には奥の深い街だよ。ここは」

　一理ある。この街をニセモノのようだと感じているのは、高行の主観に過ぎない。そういう色眼鏡めがねをかけているばかりに、見落としてきた物がたくさんあるはずだ。「青せい蛙あ書房」などはその良い例である。海かい竜りゆう王おう寺じに連れて来られなければ、最後までその存在すら気づかなかったに違いない。今までひどくもったいないことをしてきたような気がしてくる。

「これからひとつひとつ知っていけばいい。悲観することはあるまい」

「そうは言ってもあと半月だ。もう少し早く気づいていたら、違ったのかもしれないけど」

　小さな声で言った高行を、海竜王寺はじっと見つめていたが、

「ああ、そうだ」

　そう呟つぶやいて急に進路を変えた。

「近くに公園があってね。そこによく屋台が出ているんだが、いつもすごい行列で買うのを諦あきらめていたのだ。この時間なら、そんなに待たなくて済むかもしれない」

　駅前通りを離れ、緩ゆるやかな坂道を下っていくと公園の緑が見えてきた。公園に入ってすぐのところに、オレンジ色のワンボックスを改造した屋台が停まっていた。海竜王寺によると、この屋台は双子の兄弟が絶えず喧けん嘩かをしながら切り盛りしており、季節によって売り物が変わる。このときは、次世代鯛たい焼やきなるものを販売しており、売れ行きも好調であるという。とにかく目新しいものを好む学生のハートをうまく捉とらえた商品だといえよう。

　海竜王寺はシュガーレス餡あんこ鯛焼きを、高行は味み噌そチーズ鯛焼きをそれぞれ購入した。さほど広くない公園の真ん中には大きな噴ふん水すいがあり、立体映像を組み合わせた幻想的な水のイリュージョンを披ひ露ろうしていたが、他に見物人はいなかった。

　適当な木陰の芝しば生ふに座って鯛焼きを食べることにした。

　海かい竜りゆう王おう寺じはひと口齧かじって文句を言った。

「まずい！」

「俺のはそこそこうまい」

　そこそこうまいが、どう間違っても鯛たい焼やきではなかった。

「交換する？」

　いや、と海竜王寺は首を振った。

「竹たけ原はらくん。豊かさとはなんだと思うね？」

　こういう唐とう突とつな物言いにも、もう慣れてしまった。こういう時の海竜王寺は、正確な答えを期待しているわけではない。飾らず語らず、直感で答えてしまえばいい。

「豊かさにも色々あるだろう。うまい鯛焼きを食べるのは、間違いなく豊かなことだ」

「然しかり。だが、まずい鯛焼きを食べることもまた、豊かさではなかろうか。僕が思うに豊かさとは選択肢しの数と比例する。どんなに金持ちでも、どんなに優すぐれた才能があっても、たった一つの決められた生き方しかできないのでは意味がない。自分の考えひとつで、人生は豊かにも貧しくもなる。その点、僕はとても豊かな人生を送っていると言えよう。ちょっと豊か過ぎて困ってしまうけれども」

　海竜王寺はぱくぱく鯛焼きを食べて「やはりまずい」と文句を言い、

「竹原くんは、豊かな人生を送れているかね？」

「さあ……どうだろう」

　陸上が己が進むべき道だと信じていた頃。他の選択肢しなど考えてもみなかった。向かう先に迷いはなかった。選択肢がないことは今も変わりないのに、見える景色はまるで違っている。

　竹原くん、と海竜王寺は言った。

「陸上は好きかい？」

　見透かしたような問いである。言葉で言い表せれば苦労はしない。

　だから海竜王寺の言葉を借りることにした。

「好きも嫌いもない。ただひとつ言えるのは──このまま学園にいたら、きっと嫌いになってしまうということだ。それはすごくいやなことだと思う」

　海竜王寺は「そうか」と頷うなずいて、また鯛焼きに齧りついた。そして小さく呟つぶやく。

「しかし、まずいなあ、これ」




　　　　　　　　　　▼




　鯛焼きを食べ終えてから、海竜王寺は『贋がん作さく』を、高行は粘ねん菌きん図ず鑑かんを読んだ。海竜王寺はたまにこうして公園で読書をすることがあるそうだ。高行は屋外で本を開くのは、ほとんど初めての経験であった。今日は初めてのことが多い。

　しかし、読書と言っても粘ねん菌きん図ず鑑かんである。三十分ほど極彩色の粘菌たちを眺ながめていたら、目がチカチカしてきた。海かい竜りゆう王おう寺じを見ると、本に鼻をこすりつけるようにして熱心に読んでいた。

「どんな本なんだ、それ」

「とある贋がん作さく画家の、事実を基もとにしたフィクションというやつだね」

「ガンサク？　ニセモノってことか？」

「そう。彼は素晴らしい才能があったにもかかわらず多くのニセモノを描いた。なぜだと思う？」

「さあ……描きたいものがなかったんじゃないか？」

　適当に答えると、意外にも海竜王寺は「僕もそう思う」と同意した。

「これは単なる空想だけど。彼は望むがまま、なんでも描くことができたのじゃないかしら。なんでもできるというのは、考え方によっては面倒なものでね。普通の人間が無意識に選んだり、捨てたりしているものを、ひとつひとつ吟ぎん味みしなくちゃならない」

　可能性と不可能性の話を思い出す。転がる石は気楽だろう。知らぬ間に坂道を転がり落ちていて、そのまま身を任せていれば行き着くところに行き着く。しかし、そうではない者もいる。

「彼は頭もよかったのだろうな。何を描くにしても、描く前から結果が分かってしまうのさ。どんな問題があって、どれくらいの時間をかければ、どの程度までやれるのか。そして、どんなに頑がん張ばっても、その道の天才には敵かなわないということが」

　ふいに、灰はい塚づかの押しつけがましい爽さわやかスマイルと、地面を弾はじき飛ばすような力強いハイジャンプが脳裏をよぎった。お前は出てくるな、と頭を振って追い払った。

「だからといってニセモノを作っていいことにはならんだろう」

「然しかり。彼は後年、贋作稼業から足を洗って少しずつ自分の絵を描き始める。あまり売れなかったみたいだけれどね」

「ずいぶんな遠回りをしたものだ」

「そうかな？　彼が本物になるためには、ニセモノを描くことが必要だったのだよ。少なくとも、彼はニセモノを描いたことを後悔していなかったはずだ。僕はそう信じたいな」

「……難しい話だな」

「そうだね。まるで人生のように難しいね」

　高たか行ゆきはごろんと芝しば生ふに寝そべった。

　今日は朝からよい天気で、木こ洩もれ日の当たっている箇か所しよがぽかぽかと暖かくなる。そこにひんやりとしたそよ風が吹きつけると大変心地良い。

　そうしているとだんだんまぶたが重くなってきた。ここ数日、早くから遅くまで海竜王寺に付き合っていたので少々寝不足気味であった。

　まぶたの重みに耐え切れず目を閉じて、高行はかすかな葉は擦ずれの音を聞いた。

　完全に意識を手放していたのは、ほんの数分だったと思う。

　なんぞ虫でも這はっているような右足の違和感で目が覚めた。なんだろうと思って目を開け、海かい竜りゆう王おう寺じが自分の右足に鼻をこすりつけるようにしていた。瞬しゆん間かん的に目を閉じた。

　粟あわ立だつ心を落ち着けて、ゆっくりと薄目を開けてみた。海竜王寺は、高たか行ゆきのズボンの裾すそをめくり上げ、医者が触しよく診しんでもするかのように強くも弱くもない力加減で高行の右足を触っていた。長い髪が触れたり触れなかったりして、むずむずする。その指は、足首から膝ひざへと徐々に移動していく。

　──こいつは一体何をしているのか。

　海竜王寺の表情は、どこかうっとりとしているようでもあり、今にも高行の足へがぶりと嚙かみつきそうですらある。おまけに、標準よりもかなり大きな質量を誇る胸の膨ふくらみが、惜しげもなく押し付けられている。高行は尻しりスキーだが、決して乳が嫌いというわけではないことはすでに述べた通りであるので、一時の混乱が過ぎ去ると、その隙すき間まを埋めるように煩ぼん悩のうが噴ふん出しゆつした。鼻息が荒くなる。冷たい指先が筋肉に沿って蠢うごめくと、思わず声が出そうになった。痴ち漢かんに遭あった乙女のように身を硬くすることしかできない。なぜ自分は狸たぬき寝入りをしているのか。これから何が起ころうとしているのか。

　高行がぐるぐるしているうちに、海竜王寺はさらに大胆な行動に出た。

　膝から上にはズボンがあがらないと見るや、ぐいぐいと強引に手を突っ込んできたのである。内うち腿ももにぺったりと手が触れている。おしめを卒業して以来、そんな部位を他人に、しかも女の子に触れられたことなどありはしない。しかも触れるだけでは飽き足らず、撫なで回し、揉もみしだき、さらに上へと這い上がってくる。

　にわかに発生したエロティックな状況に、思春期の只ただ中なかにありながら一度たりとも活かつ躍やくの場を与えられてこなかった竹たけ原はらジョンソンは、今が好機とばかりに鎌かま首くびをもたげ始めた。すぐさまジョンに賛同した心臓が、脳のう味み噌その制止を振り切って下半身へどんどこ血液を送り込む。

　いかん、このままでは、海竜王寺に臨戦態勢を悟られてしまう、と思った。しかし、いまさら抵抗したのではさもしい下心があったことを見破られてしまうのではないか。自分はなんら悪いことをしていないのに、むしろ被ひ害がい者であるのに、高行は大いに慌あわてた。──もはや万事休す、と目を閉じた時。ズボンの奥深くまで進入していた手が、するりと引き抜かれた。

　海竜王寺は最後に、名残なごり惜おしそうに向こう脛すねのあたりを撫なでてから、めくれたズボンを元に戻した。そして、また何事もなかったかのように『贋がん作さく』に戻った。

　心を落ち着かせ、ジョンを武装解除させ、さりげなく目を覚ましたふうを装よそおうには、ほぼ小一時間を要した。この出来事は、しばし心の納なん戸どに押し込んでおこうと思う。




　（2019/04/17）

　海竜王寺を手伝うかたわら、鷹たか嘴はし由ゆ真まとの密会も重ねた。

　時には電話で、時にはメールで、時には部室長屋の裏手で、時には学食の片かた隅すみで情報交換をした。《特ブ化ラ領ン域チ》の件や、今取り組んでいる研究のことなど、得るものより奪われるものの方が多いとは重々承知していたが、由ゆ真まがどこぞから仕入れてくる雑多かつ怪あやしげな噂うわさは非常に魅み力りよく的だった。話術がどうしようもなく不足している高たか行ゆきは、由真から仕入れる面おも白しろおかしい話題がなければ、海かい竜りゆう王おう寺じとまともに会話できないような気になっていた。

　これをユマ依存症と呼ぶ。

　公園での一件の翌日。野暮用があると噓うそをついて、放課後の手伝いを早めに切り上げた。海竜王寺は不満げであったが、あんなことがあった昨日の今日では、まっすぐに海竜王寺の目を見られなかったのだから仕方があるまい。

　高行は滅めつ多たに出かけない街へ、二日連続で出かけた。第二科学部に仮入部してからというもの生活パターンが乱されに乱されているような気がしてならない。

　学生映画ホール「リュミエール」は「青せい蛙あ書房」のほど近く、ごみごみとした路地の行き止まりに建っていた。ここは学生の自主制作映画のみを上映している映画館だそうで、一度入場すれば延々映画を観続けることができる木戸銭方式を取っているようだった。暇ひま潰つぶしにはもってこいのように思われるが、上映されるのは腐るほどの暇と、どうでもいい情熱を注ぎ込んで、この世に産み落とされし呪われた青春の産業廃棄物すなわち学生映画である。下へ手たに鑑かん賞しようしようものなら暇を潰すつもりが、逆に潰されかねない。

　そういうわけで「リュミエール」は日常的に閑かん古こ鳥どりが鳴いている。受付で携帯ゲームをしていたお姉さんに料金を支払い、高行は「リュミエール」に入った。赤い絨じゆう毯たんが敷き詰められたロビーはがらんとして薄暗く、壁かべ際ぎわには観葉植物と堅そうな椅い子すと自動販売機とチラシ配布用の端たん末まつがひどく散さん漫まんに並んでいた。

　防音扉を押し開ける。全部で二百席ほどの劇場には、ざっと見回してみても両手で数えられるほどの客しかいなかった。その中で、ずいぶん前の方の座席で、うおーいと手を上げているやつがいた。映画館で大声を上げるなど言語道断のマナー違反であるが、「リュミエール」に限っては誰もそんなことを気にしたりはしない。真ま面じ目めに映画を観ている者などいないのである。「リュミエール」の名が泣いている。

　暗い足元に注意しながら近づいていくと、

「たかくん遅いわ。退屈過ぎて死んじゃう」

「だったら、こんなところで待ち合わせなくてもいいだろう」

　高行はため息をついて、鷹たか嘴はし由真の左隣に腰掛けた。

「よくあるやろ。映画館で密会するハードボイルド探偵と情報屋、みたいな」

　一度やってみたかった、と由真は笑う。由真は情報屋かもしれないが、高行は探偵でもなければハードボイルドでもなかった。「さいですか」と呟つぶやいて、スクリーンに目を向けた。半はん裸らの男女が白い部屋で果物や野菜を力いっぱい投げつけ合うという奇行が繰り広げられていた。役者が大根なのか、カメラワークが稚ち拙せつなのか、あるいはその両方か。ともあれ、視聴五秒で退屈と判断できる映画もすごい。

「今日はウチが先攻やんな。ほな、報告から」

　何度か密会を重ねるうち、情報交換のルールのようなものが自然に出来上がっていた。先攻がまず新しい情報を開示し、後攻が自分が知っている範囲で関連する情報を提供する。次回は先攻後攻を入れ替えてやはり同じように情報を交換するのだ。

　由ゆ真まは携けい帯たいを取り出して、ちまちまと操作し始めた。これまた映画館ではご法はつ度とだが、他の客に注意されたりはしなかった。

「海かい竜りゆう王おう寺じさんがこれまでに手がけてきた研究を調べてみた。そっから《特ブ化ラ領ン域チ》が予想できんかなあ、と思ってん」

　由真は頷うなずいて、いくつかの動画を表示した。宙に浮かぶ巨大なドーナツ状の建物、言葉を話す三毛猫、何度砕けても巻き戻しのように復元するガラスコップ──どれもが、ひと目で人知を超えていると分かる、『とてつもない代しろ物もの』ばかりだった。

　こんなものを作れる者は、なるほどジーニアスをおいて他にはあるまい。

「これまでに海竜王寺さんが関わって、完成までこぎつけた研究は九つ。さすがに全部は調べられへんかったけど、ナインドロップスなんて言われて、ほとんど伝説になってるみたい」

「九つか……」

「そう、九つ。でも、ドロップスは他のジーニアスとの共同製作とか、既存技術のブラッシュアップばっかりなのよネ。いや、それでも十分とんでもないんやけど。海竜王寺さんが、最初から最後まで手がけて何かを作ったモノって、たぶん存在しないんとちゃうかな」

「──研究ではないけど、作品はあるかも」

「何それ？」

　高たか行ゆきは『アルテリオン』というライトノベルについて話した。それを読んだ時、自分の身に起きた不思議な現象についても。由真は興味深そうに頷いて、

「へえ……そんなもんがあるなら、ぜひウチも読んでみたいな。今度持ってきてよ」

「いや、持ち出し禁止だから。たぶん」

「ケチンボ！」

　ちぇ、と舌打ちする由真。携帯をパタンと閉じて、

「でも、それはちょっとした『お遊び』みたいなもんやろ。だから今、たかくんが手伝ってる研究──それが、『リヴァイアサン』海竜王寺八やつ葉はの処女作ってことやね」

　そんなふうに言われると、海竜王寺の人生における重大な岐き路ろに、自分も立ち会っているような気になる。ジーニアスが《特化領域》に目覚めるための研究──デリバードといったか。

　由真は腕を束つかねて、首を傾かしげた。

「でも、海竜王寺さんはどうして今になってやる気出したんやろ。なんか、きっかけでもあったのかネ？　たかくん、心当たりないの？」

「俺に？　まさか。あるわけない」

「そうかなあ」と首を傾かしげる由ゆ真ま。

「もしかしたら海かい竜りゆう王おう寺じさんは、たかくんのことが好きなんとちゃうかな」

「どうしてそうなる」

「どうしてそう思わないの？」

「…………」

　それこそ、ありえない話だ。たったひとつの取り柄さえ失くしたこの俺を──繊せん細さい微び妙みような恋愛の駆け引きなどできようはずもなく、イカしたジョークのひとつも言えない朴ぼく念ねん仁じん、そのくせ妄もう想そうばかりたくましいこの俺に、好きこのんで惚ほれる女がどこにいる。いるもんなら連れて来やがれ。むしろ、そんな物好きとはお付き合いしかねる、と思った。

　唐とう突とつに、年季の入ったスピーカーから女性の艶なまめかしい嬌きよう声せいが響いた。スクリーンを見れば、いつの間にか濡ぬれ場へと突入していた。半裸だった男女が全裸になり、ベジタブルな汁にまみれた身体をうねうねと絡め合っている。客席に目をやれば、中学生らしいカップルが恥はずかしげもなく接せつ吻ぷんしていた。「阿あ呆ほうらしい」と高たか行ゆきは憤ふん慨がいした。こんなものを創る暇ひまがあったら勉学に励はげむべきだ。こんなものを見る体力があるなら部活に打ち込むべきだ。風紀紊びん乱らんも甚はなはだしい。ああ、嘆かわしい。

「踊おどる阿呆に見る阿呆。どっちが愉ゆ快かいかは言うまでもないわ。逆立ちしてもええ、芋いも虫むしみたいに転がってもええ。格好悪くてもええじゃないか」

　そこでようやく、俺はどうやら励まされているようだ、と気がついた。

「ウチは格好良く踊れたことなんてないけど、こうして人並みに幸せしてるヨ。今のたかくんはひとりで格好をつけて、ひとりで突っ立ってるだけ。虚むなしくないの。彼女欲しいでしょ」

　由真には付き合い始めて三ヶ月の恋人がいた。高行も一度だけ見たことのある由真の彼氏は、二枚目というわけではないけれど、マイナスイオンを発生させていそうな物腰のやわらかい大学生であった。翻ひるがえって、己の孤独を見つめると、ぎゅうと切なくなった。

　映画の濡れ場はいよいよ佳か境きように差しかかっていた。トマトの直撃を受けてショートしたテレビから出火し、白い部屋が炎に包まれる。めらめら燃える室内で、全裸の男女は激しく絡み合い、中学生カップルの公然猥わい褻せつ行為も燃え上がる。誰か消火器持って来いと思っていると、肘ひじ掛かけへ乗せた右手に、さりげなく由真が手を重ねてきた。

　少しだけ爪の伸びた指先が、手の甲にのの字を書く。

「な、なんですのん？」

「ウチが彼女になったげよっか」

「……お前、彼氏いるんだろ」

「じゃあ、別れたら彼女にしてくれる？」

　らしくもない甘えるような声色が、ぞくりとするくらい似合っていた。

「そんなものはいらない」

　噓うそである。彼女は欲しいに決まっている。しかし、男女が付き合うということは、もっと段階的であり、儀式的であり、計画的であるべきではないか。ばあちゃんもそう言っていた。少なくとも棚たなから落ちてきた餅もちを拾い食いするような、なし崩し的展開であってはならぬ。

　高たか行ゆきはぐらつく精神力を結集させ、由ゆ真まをぐいっと押し返した。

　身を退いた由真はにやと笑って「素直になりい」と言った。

「ウチは知っとるよ。たかくんは、ずっとひとりで頑がん張ばってきたやん。ちょっとくらい休んでもええやん。今のたかくんに必要なのは『癒いやし』や。優しい彼女を作って、いっぱいの愛を処方してもらうべきや。格好悪いあなたを、それでも好きだといってくれる人が必ずおる」

　由真が言うと、大変な説得力がある。しかし、猫の額並みに狭きよう小しような人間関係を洗いざらいにしたところで、思い当たる女性は見つからない。

「そんなことないって。たかくんみたいにいつもは強がっている人間が、ふと弱気になったときに見せる姿には、かなりの破壊力があるんやって。そういうのにたまらなく弱い女もおんねん。この人には私が必要なんだわ、私が守ってあげなくちゃ、という具合にネ」

　なんの根拠もない発言に、高行は「阿あ呆ほうらしい」と呟つぶやいた。




　（2019/04/18）

　学園都市高等部の生徒数はおよそ三十万人。噓みたいな数字だが事実である。仮に三十万人の生徒を四十人のクラスに分けたとすると七千五百クラスになり、最低でも七千五百の担任教師と七千五百の教室が必要になる。これでは金と土地がいくらあっても足りない。

　というわけで高等部にはクラス分けをする制度がなく、大学に近い形態を取っている。高行が転入して来てすぐの頃などは、休み時間になるたび居場所に困って、校内を徘はい徊かいしていたものだった。教室がない代わりに、生徒はひとりひとつずつロッカーが与えられる。ロッカーばかりが整然と並ぶ廊下が校内の各所にあって、『ポスト通り』や『冷蔵庫通り』というように、四角いもの縛しばりの固有名詞で呼ばれていたりする。

　学園側がマスターキーを管理しているこのロッカーを、絶対に使わない生徒もいれば、まったく気にせず使っている生徒もいて、高行は後者である。

　久しぶりに授業に出てみるかと気まぐれを起こし、苦手な理系がみっちり詰まっている木曜日をへろへろになって生きのびた高行は、教科書を置きにカンオケ通りにやってきた。携けい帯たいで電子キーを開かい錠じようし、ロッカーを開けたところで高行は動きを止める。

　ロッカーの扉の裏側、小さな鏡が取り付けてある部分に、海かい竜りゆう王おう寺じのサメアバターがへばりついていた。眠たげな目で高行を一いち瞥べつすると、メールを送ってよこし溶けるように姿を消した。

　メールが暗号化されているのはいつものことだとしても、問題は鍵のかかっているロッカーの中にどうやってメールを忍ばせたのかということである。海竜王寺にしてみれば、この程度の電子錠は障しよう子じ紙ほどの障害にもなりはしないのだろうが。親しき仲にも礼儀あり。家族の中にもプライバシー。このあたりでガツンと釘を刺しておくべきだろう。

　そんなことを考えていると、暗号の解読が遅々として進まない。今日一日さんざん酷使されてきた脳のう味み噌そが、労働基準法を盾にボイコットを決め込む。

「頭回んね……367×16っていくつだ？」

「5872」

　耳元を吐息にくすぐられて、高たか行ゆきは悲鳴を上げた。

　慌あわてて振り返ると、高行のリアクションがツボにはまったのか、有あり屋やが笑いを堪こらえている。今日も今日とてジャージ姿が様になっている。

「びっくりした？」

「そりゃするって……」

「何してたの？」

「暗号」

　あんごー？　と有屋は小首を傾かしげ、

「そういうの好きだよね、男の子って」

「ガキが好きなんだろ、こういうの」

　試しに5872をキーに暗号を解読してみると、

「お、正解」

「へっへっへー。昔から算数は得意なんだよねっ」

　有屋は得意げである。しかし、有屋が特に数学の成績がよかったという記憶はない。むしろ、数学赤点ヤベー！　という会話をしたことがある。得意なのは本当に算数までだったということだろう。残念なことだ。

　有屋とこうして面と向かって話すのは、海竜王寺が教室に乱入してきて以来だ。

　有屋はタイミングを見計らったように、

「暗号って、海かい竜りゆう王おう寺じさん？」

　高行が第二科学部に仮入部したことは、すでに耳に入っているらしい。

「うん。まあ」

「今日部活ないから、一緒にどっか寄って帰りたいなと思ったんだけど」

　高行は逡しゆん巡じゆんして、

「悪い。また今度」

「今度っていつ？　もうすぐ学校やめちゃうのに？」

　高行が学校をやめるということを、先週の時点で由ゆ真まが知っていたのだ。もはや誰の耳に入っていてもおかしくない。しかし、こういう形で有屋に知られてしまったのは失敗だ。やはり、自分の口からちゃんと伝えておくべきであった。それが友達。それが筋というものだろう。

　有あり屋やはジャージの裾すそをぐいぐい引っ張りながら、

「……どうしてやめちゃうの？」

　それは、幾いく度どとなく自問して、はっきりと答えの出ていることだ。

　しかし、いざ言葉にしようとすると、これがなかなか難しい。

「たとえば、夫婦が離婚をしたら、どちらかが家を出て行くものだろう？　そういうことだ」

「ええっ？　たっきー、離婚したの？　結婚してたのっ？　聞いてないよ！」

「どうしてそうなる。たとえだ、たとえ。袂たもとを分かったもの同士が、いつまでも同じ屋根の下にいては精神衛生上よろしくない。だから、出て行くのだ」

　もっともらしい説明にはなったように思う。だが、言葉にしてしまった時点で、どこかに噓うそや誤ご魔ま化かしが混じってしまったような気がしないでもない。

「たっきーじゃなくて、相手が出て行けばいいじゃない」

「それはできない。俺が場所を借りて、住まわせてもらっていたものだから」

「別れたからって嫌いにならなくちゃいけないの？　元カレ元カノでも、仲良くしている人はたくさんいるよ？」

「元とはいえ、恋人が他の男とイチャイチャしているのは我が慢まんならない。俺は、そういう器うつわの小さい男だ」

　たとえにたとえを重ねすぎて、もはやなんの話をしていたのか分からなくなってきた。
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　でもでも、と食い下がる有あり屋やに、高たか行ゆきは言った。

「──もう、決めたことだから」

　その言葉は、自分のものとは思えないほどに冷たく、取り付く島がなかった。有屋が気遣ってくれているのに、もう少しマシな言い回しはなかったものか。だが、出したものを引っ込められる道理はない。有屋はうつむく。女の子にしては短い髪の毛が目元の表情を隠かくす。

「そっか……もう決めたなら仕方ないね」

　口元にぼやけた笑みが浮かぶ。

「でも、決める前に相談して欲しかったな。あたしは、海かい竜りゆう王おう寺じさんみたいに頭良くないし。全然力になれなかったかもしれなかったけど、それでも──」

　そこで言葉を詰まらせた有屋は、次の瞬間、想像だにしなかった行動に出た。

　がばっと顔を上げたかと思うと、すぐ横のロッカーに向かって、爆ばく弾だんのようなノータッチヘッドバッドを叩たたき込んだのだ。カンオケ通りに、泣く子も黙だまるような大音が響ひびき渡った。通りにいた全員が足を止めて有屋を見た。

「なんだなんだぁ!?　地震か雷かみなりかぁ!?」「あれ、竹たけ原はらじゃね？」「隣は美み月つきちゃんだ」「竹原ってリヴァイアサンに食べられたんじゃねえの？」「逆にリヴァイアサンを食べたって聞いた」「有屋さんまで」「なんで竹原ばっかり」「許すまじ」「殺」

　黙ってろ外野。

「お、おーい。大丈夫、か？」

「うう……」と有屋は頭を抱えてしゃがみ込む。

　頭突きを食らったロッカーは、クレーターのように陥かん没ぼつしている。そりゃ痛かろう。ややあって、有屋はのろのろとした動きで立ち上がり、

「……帰ります。ちょっと考えたいことがあるので」

　踵きびすを返して、早足で立ち去ろうとする。

「有屋！」

　思わず呼び止めて、それ以上何を言えばいいのか分からなくなる。

　有屋が何かを放ってよこした。

「あげる」

　反射的に空中で摑つかみ取ったそれは、小袋入りのキャンディーだった。

　手の中のキャンディーと、有屋の顔を交互に見比べて、

「──ありがとう」

　なんとかそれだけは言えた。それ以上、言うべきことはなかった。

　有屋は小さく手を振って踊おどるように身を翻ひるがえし、通りの角を曲がって高行の視界から消えた。消し飛んでいた時間がカンオケ通りに戻り、再び往来が流れ始める。

　まだ動けずにいた高行は、小袋を開けるのに何度も失敗して最後には歯まで使って、有屋からもらったキャンディーを口に放り込んだ。

　薄はつ荷かの味が鼻の奥に冷たい。




　　　　　　　　　　▼




　二十二号館の屋上へ向かうと、海かい竜りゆう王おう寺じが待ってましたとばかりに駆け寄ってきた。

「迷わず買えたかい？　品番が色々あってなかなか区別がつかなかったかもしれないけど」

「……なんのことだ？」

「なんのことだ？　ではない。暗号はちゃんと届いたはずだぞ」

　海竜王寺の肩のあたりに浮かび上がったアバターが、そうだそうだ、とばかりに高たか行ゆきを睨にらみつける。有あり屋やとの予期せぬ遭そう遇ぐうがあって、すっかり忘れていた。海竜王寺の暗号は、『部品が足りなくなったので工学部の購買で買ってきて欲しい』という内容だった。

「すまん。忘れた」

　なんて使えないやつだ、という表情を海竜王寺はあからさまにして、

「まあいい。今日どうしても必要な部品ではないから。ぼさっとしてないで手伝ってくれ」

　その日、高行はちっとも集中できていなかったが、作業は滞とどこおりなくいつも通りに進んだ。

　つまり、そもそもからして集中力を必要とする作業などやっていないのだ。せいぜい、海竜王寺に指示されて、右の物を左に動かしたり、高い所にあるものを取ったりするぐらいで、忙しく動き回る海竜王寺を、ぼんやりと眺ながめている時間の方がずっと長い。

「スパナを取ってくれ。いや、そっちじゃなくて24のやつ」

「あい」

　それにしても海竜王寺はよく動く。絶望的な運動神経の持ち主であり、普段は缶コーヒーより重いものを持つのも嫌いやがるくせ、自分の興味のある事柄となると寸すん毫ごうの努力も惜しまない。特にこの正体不明の研究物に対する熱の入れようは異常である。高行が手伝っているとき以外も、ペントハウスに泊り込んで昼も夜もなく作業に取り組んでいるらしい。生活も乱れに乱れ、台風の直撃を受けたかのような奇き天て烈れつな寝ね癖ぐせをつけていたり、目の下に病人じみた巨大なクマを作っていることもしばしばだった。

　海竜王寺はまるで恐ろしい債さい鬼きにでも追い立てられるが如ごとく、明らかなオーバーペースで研究に打ち込んでいる。ジーニアスは一切の授業を免除されているのだから時間はいくらでもあるだろうに。どうしてそこまで急ぐのか理解に苦しむ。

　そうしたなりふり構わぬ組立作業の結果。一週間前には、ほとんどガラクタにしか見えなかった研究物が、ある程度の完成形を見せ始めていた。グリーンブルドーザーという極めてアヤシゲな栄養ドリンクをがぶ飲みしている海竜王寺の横に立って、それを見る。

　あえて既き存そんの物に分類するならば魚の骨格標本に近く、大人が寝転んだ程度の大きさがある。背骨にあたる部分はスチール製のシャフト、肋ろつ骨こつはアルミフレームでできていて、内臓の代わりに正体不明の機械類がぎっしりと詰め込まれている。その隣には、恐らく最後に取り付けるであろう、わずかに透き通った翡ひ翠すい色のパーツが一ひと揃そろえ並べられている。金属のように硬く、プラスティックのように軽く、ゴムのように柔軟性が高い、謎なぞの材質でできていた。

「なんなの、これ？」

「これは、空を泳ぐ魚だ」

　魚の骨格標本、という見立てはあながち間違っていなかったらしいが。

「空を？　泳ぐ？　飛ぶのかこれ？」

　然しかり、と海かい竜りゆう王おう寺じは頷うなずく。しかし、目の前の骨格標本には動力を生み出すモーターやエンジンもなければ、推進力を得るためのプロペラもノズルもない。まだ取り付けられていないパーツにも、揚よう力りよくを生み出す翼になりそうなものは見当たらない。

　鋭い観察眼でその点をずばり指し摘てきすると、

「このバカチン！」

　海竜王寺が爆ばく発はつした。睡眠不足と疲ひ労ろうで、いろんなタガがゆるんでいたのかもしれない。

　ぐしゃぐしゃと髪の毛をかき混ぜながら、空腹に耐えかねた熊くまのように歩き回り、

「魚の尻しりにジェットエンジンがついているのかね？　鼻先に可変ピッチプロペラの生えた魚がどこにいる！　魚類四億八千年の歴史を馬ば鹿かにしているのかキミは？　まったく、無ぶ粋すいなことを言うものではないぞ！　私を失望させないで欲しいものだな！」

「なぜそこまで言われにゃならんのだ……」

　高たか行ゆきの嘆きを無視して、ひとしきり咆ほえまくった後、ようやく落ち着いた海竜王寺は制服のポケットからきれいなものを取り出した。

　散らかり果てた部室で行方不明になり、捜そう索さくに三時間を要したあのレンズ状の物体だった。屋外で見ると、また違った印象がある。反射の加減ではなく、それ自体の色が絶え間なく変化しているようにも見える。

「実験機のフレームが組み上がったので、今日はいよいよこいつを組み込む」

　再びなんなのこれ、と訊たずねるまでもなく、海竜王寺は実験機の前にしゃがみ込んで、カチャカチャやりながら説明を始めた。

「こいつは単体では非常に効率の悪い計算機でしかないんだが、使い方次第では、ある程度なら確率を操作できるという代しろ物ものだ。作るのに三ヶ月かかった」

「ほほう。それはすごいな」

「絶対分かってないだろう。知ったかぶりをするもんじゃない」

　海竜王寺は高行をじろりと睨にらんで、半分ほど飲み残した栄養ドリンクを掲かかげてみせる。

「ここに栄養ドリンクがある。常温だ。加熱しない限り、沸ふつ騰とうすることはない。逆に沸騰した栄養ドリンクであれば、徐々に冷えて常温になる」

　栄養ドリンクを沸ふつ騰とうさせるのはあんまりよくないのではと思ったが問題はそこではない。

「この現象には熱力学第二法則という有名すぎるくらい有名な物理法則が働いているわけだが、実はこれ、半分しか証明されていなかったりする。今まで何万、何億回と試してみて例外がないから、一応正しいとされているに過ぎないのだ。だから厳げん密みつには、常温の液体が突然沸騰しないとも、沸騰した液体がいつまでも冷めないとも言い切れない。限りなく可能性が低いというだけでね。この計算機は、その限りなくゼロに等しい可能性に干かん渉しようする。だから、マクスウェルの悪魔にちなんで、『悪魔の眼』と呼ぶ」

「つまり、その『眼』っていうのは湯ゆ沸わかし器なの？」

「そういう使い方もできる、かもしれない、ということだ。こいつの周りでは普通なら起こらないようなことが起こる。妙な物音を立てたり、水気などないのにびっしょりと濡ぬれていたり、手の届かない高い場所に移動していたり、ね？」

　顔の両側を取り囲んだふとももの感触を鮮明に思い出し、高たか行ゆきは非常に得心がいった。

「上う手まく使えば、空も飛べるはずということか」

「こいつだけではせいぜい風船のように浮かぶ程度だな」

　では、魚類で言うところの浮き袋のようなものなのか。高行は腕を束ねてため息をついた。

「すごいのかすごくないのか、よく分からん」

　海かい竜りゆう王おう寺じはころころと楽しげに笑った。

「そう。よく分からん代しろ物ものなのだ、こいつは。でも、世界に一つしかない大切なものだ」

　よく分からなかったが、海竜王寺が楽しそうなのでまあいいかと思った。この機械の魚が一体どうやって飛ぶのか、純粋に楽しみでもある。『悪魔の眼』は実験機の頭部ではなく、魚でいえば腹部の胸ビレあたりに組み込まれた。

　これでよしと呟つぶやいて立ち上がった海竜王寺は、足元をふらつかせて危あやうく転倒しかけた。高行は咄とつ嗟さに海竜王寺を抱き止めた。最初に投げられた時も、肩車を強要された時にも思ったが、このやわらかさと弾だん力りよくがどうやって両立されているのか不思議でならない。

「……すまない。むう、さすがに寝不足かな」

「いや、そんなことより……」

　高行はあることに気がついて、ぐっと海竜王寺に顔を近づけた。

「な、なんだい？　僕の顔に何か愉快なものでも？」

　海竜王寺はなぜか頰ほおを紅潮させてもじもじした。

　高行はさらに顔を近づけ、鼻をくんくんさせて言った。

「おまえ、なんか臭くさくないか？」

　冷たく硬い金属レンチが、高行の右頰にめり込んだ。
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「言い方に難があったことは認める。だからといって工具で殴るやつがあるか」

　下へ手たすりゃ死ぬ。高たか行ゆきは正面の富士山を睨にらんで抗議した。口を動かすと右みぎ頰ほおがずきずき痛む。

「だから、すまなかったと何度も謝っているじゃないか。しつこいやつだね、キミも。せっかく風呂屋に来ているのだから、細かいことはお湯に流したまえ」

　男湯と女湯を隔へだてる峻しゆん厳げんなるベルリンの壁の向こうから、海かい竜りゆう王おう寺じの声がわんわんと響ひびいた。

　うまいことを言ったつもりであろうが、一週間も風呂に入っていなかったやつに、そもそも発言権はない。研究に没頭していたとはいえ、一週間はひどすぎる。人並みにものを言いたければ、垢あかをしっかり落としてからにすべきだ。

　風呂をこよなく愛する高行は、日に一度の入浴は文明人の義務であると公言して憚はばからない。

「ちゃんと身体を洗ってから湯船に浸つかるんだぞ」

「うるさいなあ、言われなくても分かっているとも。まったく。キミは僕の母親か」

　高行と海竜王寺は、学園都市にたった一軒だけ生き残っている銭湯に足を運んでいた。高等部内にも、自由に使えるシャワー室がいくつもあるのだが、どうせ入るなら広い風呂がいいと海竜王寺が駄だ々だをこねたので、わざわざ街まで下りてきたのである。この銭湯は、海竜王寺のいきつけであるらしい。

　時間帯がやや早いためか、それとも今日びの銭湯はどこもこんなものなのか、男湯にはワカメのように湯船でたゆとうているご老人と、その孫と思われるチビッコ以外、客はいなかった。

　女湯の方も似たようなものらしく、身体を洗っている海竜王寺の鼻歌以外静かなものだ。

「む。おっぱいの下に汗あせ疹もができている」

「報告せんでいい」

　高行は遥はるか頭上に設けられた窓から差す光に、もわもわと湯気が揺ゆれているのを見ながら、

「しかし、学園都市にこんな銭湯があるとは思わなかったな」

「街の中心部には比較的、旧稲いな媛ひめ市の街並みが残されているからね」

　この街が学園都市に造り変えられる以前の名を、やはり海竜王寺は覚えていた。

　盆地の裾すそ野のには絵に描いたような未来都市が広がっている。「青せい蛙あ書房」や「リュミエール」があるのもこの地域だ。それが中心部に近づくにつれて、がらりと表情を変える。瑞みず穂ほ荘そうには及ばないものの、十分に歴史の重みを感じさせる木造建築。勝手に足を踏み入れたら罰ばちが当たりそうな神社、完かん膚ぷなきまでに錆さびついた信号機、シャッターの目立つ商店街、趣おもむき深ぶかい昭和の遺物たちが次々に姿を現す。ここまではバスを乗り継いで来たので、盆地の底にちょこんとあった旧稲媛市を、ぐるりと取り囲むように新しい街並みが造られていったことがよく分かった。その新しい街並みと古い街並みのちょうど境目のあたりに、銭湯『伏ふし見み湯ゆ』はあった。

　遊びも買い物も、大抵の用事は新市街で済んでしまうので、わざわざここまで足を運ぶ学生はいない。海竜王寺の意外な行動範囲の広さに驚かされる。海竜王寺となら、それなりに面おも白しろおかしくやっていけるのではないか、学園に残ってもいいのではないかと、一いつ瞬しゆんだけ考えた。

　いや、やはりそれはできない。それは自分を殺すも同じことだ。

　鼻の下まで湯船に浸かり、ぐつぐつと思考を煮立てていると、ばしゃんとお湯を浴びる音が聞こえてきた。身体を洗い終えてようやく湯船に入ったらしい海かい竜りゆう王おう寺じは、「ふぬっあはん」と奇声を上げた。

「いい湯だなあ。日本人に生まれてよかったとつくづく実感するよ。知っているかい、竹たけ原はらくん。入浴は健康を促進するばかりか、頭も良くなるのだ。銭湯万歳。人生万歳」

「だったら毎日入りやがれ。ろくに寝てもいないんだろう。そんなに根を詰めると破裂するぞ」

　湯船の奥から、うまそうな桃が漂ただよってきたと思ったら、チビッコが尻しりだけ出して浮かんでいた。ぷりぷりの尻を突いてやると、チビッコはきゃっきゃと嬉うれしそうに逃げていった。

　海竜王寺はのんびりした口調で言った。

「至極キミの言う通りだが、なにせ時間がないからねえ」

　時間がないとはどういうことだろう。あの空を泳ぐという魚を、コンクールや発表会にでも出展する予定があるのか。

「そうじゃない……そうじゃなくて、キミだよ」

「俺？」

「研究にはキミの存在が必要不可欠だ。だからなんとしても、今月中に完成させねば……」

「手伝いといったって、誰にでもできるようなことしかしていないぞ？」

「……言ったはずだよ。僕は、とても臆おく病びようなんだ……」

　海竜王寺の声は尻すぼみに小さくなって、語尾を聞き取ることができない。

　まさか、と思った。

「おい！　寝てるんじゃないだろうな？」

　返事はない。これはいよいよまずいぞ、と思ったとき、さっきのチビッコが高たか行ゆきの肩をつついた。邪気のない悪戯いたずら心を満面に浮かべてにこにこしている。高行は頷うなずいた。

「よし。まかせた。乳のでかいねえちゃんだからすぐ分かる」

　チビッコはイルカのように湯船から上がり、てってってーと男湯を飛び出していった。

　ややあって、女湯の戸がからりと開かれる音がした直後、「ひにゃん！」と尻尾しつぽを踏まれた猫のような悲鳴が浴場に響き渡った。またややあって、チビッコが爆笑しながら戻ってくる。どうやら、水風呂の水を浴びせてやったらしい。

「よくやった。あとでコーヒー牛乳おごってやる」

　チビッコの頭をがしがしと撫なでてやって女湯に声をかけた。

「目ぇ覚めたか？」

「……うむ。これ以上ないくらいすっきりとね」

　まだ眠そうな声をしているが、もう一度湯船で寝込むことはあるまい。

「先に出るぞ。温まり直したら、おまえもあがれよ」

　言い残して浴場を後にした。古式ゆかしき業務用体重計で体重を測り、てきぱきと着替えて、約束通りチビッコにコーヒー牛乳をおごってやり、一度外に出てみたが海かい竜りゆう王おう寺じの姿がなかったので、無む駄だにストレッチなどしてみたが、一向に海竜王寺が出てこない。

　番台に座っていた鏡かがみ餅もちのような体型のおばちゃんに、様子を見てきてくれないかと頼んだ。その一分後、冷凍マグロのように引きずられてきた海竜王寺は、バスタオル一枚巻いただけというあられもない姿であった。

「マッサージチェアで溶けてたよ」

　呼んでも叩たたいても目を覚まさない。ほとんど気絶しているらしい。

「あんたが服着せてあげるかい？」

　おばちゃんは、うひょひょひょと卑ひ猥わいな笑みを浮かべた。
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　当初は、軽く何か食べてもう一仕事という予定だったのが、意識朦もう朧ろうとしてふにゃふにゃになった海竜王寺に服を着せるのには、ずいぶん時間がかかった（もちろん、番台にいたおばちゃんにお願いした）。海竜王寺を背負ってバスに乗り、高等部へ戻った頃には半ば日も沈みかけていた。暮れなずむグラウンドには人気がなく、虫の音が不思議なほどはっきりと聞こえていた。

　海竜王寺は軽くてやわらかい。女の子が軽くてやわらかいのは童貞の妄もう想そうの中だけだと思っていたが、そうでないらしい。しかし、幸せな気分でいられたのも最初のうちだけだった。完全に脱力した人間を背負うのがこれほど大変だとは思わなかった。いかに軽いとはいえ腕が痺しびれてくる。海竜王寺の濡ぬれた髪がぺたぺたと頰ほおに当たる。

「いい加減起きろよなあ」

「むにゅ……」

「本当に寝てるのか？」

「ふごっ！」

「おまえさあ……」

　ため息に続いて、言葉も打ち止めになった。風呂上がりなのにすっかり汗をかいてしまった。部室に戻ったら海竜王寺を少し休ませて、一人で帰るのが無理そうなら、寮まで送って行かなければならない。それだけで大変な大仕事に思える。

　海竜王寺を背負い、亀かめのような歩みでグラウンドを半分ほど横断したとき、校舎の方から近づいてくる一団を見た。黒に赤のラインが入った、戦隊物の下っ端ぱ戦せん闘とう員いんのようなジャージが遠くからでも良く目立つ。同じジャージが、高たか行ゆきの部屋の押し入れの奥深くに眠っている。

　陸上部だった。

「高たか行ゆきじゃないか」

　先頭にいた背の高い男が、こちらに気づいてばたばたと大きな足音をたてて近づいてくる。灰はい塚づかであった。他の部員も高行に気づいたようだったが、灰塚以外に近づいてくる者はなく、ただ硬い表情で高行に視線を向けていた。──まあ、当然の反応である。

「よう。何してるんだ？」

　高行は無言のまま、背中の荷物を顎あごで指した。

　そこで初めて気づいたわけでもあるまいに、灰塚は海かい竜りゆう王おう寺じを覗のぞき込むようにして、

「噂うわさは聞いていたけど、本当に第二科学部に入ったんだな」

　海竜王寺は灰塚の視線から隠れるようにして、高行の背中に顔を押し付けた。恥はずかしがっているらしい。海竜王寺の対人能力にはとてもムラがある。

「じゃあ、学校やめるっていうのも本当なのか？」

「火のないところに煙は立たない」

「どうして。やめてどうする」

「実家に帰るに決まっている」

「あの時の勝負だってまだつけてないじゃないか」

　あの時の勝負とは、ほぼ一年前、鷹たか嘴はし由ゆ真まによってお膳ぜん立だてされた、陸上部次期部長をかけて行われるはずだったハイジャンプ対決のことである。何もかも阿あ呆ほうらしい限りなのだが、灰塚はずいぶん乗り気であった。結局、高行があれやこれやと理由をつけてずるずると先延ばしにして、一年が過ぎようとしている。

「そんな話、いまさら蒸し返したところで誰が得をする」

　海竜王寺を抱えている手が痺しびれて、感覚がなくなってきた。高行は「じゃあな」と言って、さっさと歩き出そうとした。しかし、灰塚がすばやく立ち塞ふさがる。

「得とか、損とか、そういう話じゃないだろう」

「邪魔だ。そこをどけ」

「いいや。納得できる理由を聞くまでどかないぞ……もしかして、そんなに悪いのか。足」

　そんなところばかり鋭いのだから困ってしまう。灰塚から逃げるように目をそらすと、強烈にこちらを睨にらんでいる視線にぶつかった。固かた唾ずを吞のんでこちらを見ている陸上部員たちの中で、一ひと際きわ目立っている女子部員がいる。

　伊い佐さ勇ゆう里り。灰塚の幼おさな馴な染じみであり、将来は日本人女子悲願の七メートル越えを嘱しよく望ぼうされるロングジャンパーであり、陸上部の次期副部長でもある。灰塚が件くだんの勝負に固執して部長の座を拝命しようとしないので、実質的な部のまとめ役を担っている。

　からりとした性格で誰にも分け隔へだてなく接するので同性からの人気が非常に高い。男子相手にも物もの怖おじせずに意見し、時には手も足も出す。その点、かしましい女だと煙たがられそうなものだが、記録が伸びず悩んでいる者あれば夜遅くまで練習に付き合ってやり、恋人に振られて自暴自棄になっている者あれば好みのタイプの女の子を紹介してやるといった、細やかな気遣いを決して忘れない。その上、器量良しと来れば、学内に非公認ファンクラブが組織されてなんら不思議ではない。

　しかしながら高たか行ゆきは、この一年間なるべく伊い佐さを避けて過ごしてきた。

　というのも、伊佐は高行をひどく嫌っているらしいのである。

　思い当たる節がないわけではない。伊佐は灰はい塚づかに想いを寄せている。灰塚が男女の機微に関して喜劇的なまでに鈍感なので、さっぱり進展はない。伊佐の気持ちは誰が見ても明らかなのだが、当の灰塚は口を開けば高行のことばかり。その高行は灰塚を足あし蹴げにしてまともに取り合おうとしないばかりか、勝手な振る舞いを繰り返し陸上部の団結を乱してきた。

　嫌われるのも無理はないという感じがする。

　高行、灰塚、伊佐の三人は、女が男の尻しりを追い、男が別の男の尻を追い、女は別の男を逆恨みするという、実りもなければ面おも白しろくもない不毛の三角関係にあった。

　伊佐は高行に見られていることに気がついて、切れ長のまなじりを吊つり上げ、眉み間けんのシワを一・五倍に増量した。触れば切れそうな視線に、高行はぶるぶると身を震わせた。いや、身体が震えているのは、海かい竜りゆう王おう寺じを背負っているのがそろそろ限界に達しようとしているからだ。

「とにかく。もう決めたことだ。いまさらおまえと話すことなど何もない」

[image: ]

　灰はい塚づかの脇わきをすり抜け、すたすたと歩き出した。伊い佐さ以下、陸上部員たちの敵意溢あふれる視線を、後頭部にびしびし感じる。もはや感覚のない腕に無理して力を込め、胸を張って歩いた。

　海かい竜りゆう王おう寺じがふいにむぐむぐ呟つぶやいた。

「たけはらくん」

「なんだ？」

「せいしゅんだねえ。ちょっとうらやましいな」

　高たか行ゆきはむっつりと不機嫌な顔で言った。

「……面倒なだけだ、そんなもの」
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　（2019/04/19）

　事件は次の日に起きた。

　金曜は授業が昼からなので、朝食を食べ終え、のんびり茶をすすりながら瑠る璃り垣がきさんと将しよう棋ぎを指していると、海竜王寺から電話があった。繰り返しになるが、海竜王寺は最近、暗号を使うことに凝こっている。さらに彼女は電話という優秀かつ一般的な連絡手段があまり好きではないらしく、急を要する場合にしか使わない。何かあったのだろうか、と思いつつ電話を取った。

「もしもし」

「ああ、竹たけ原はらくん。おはよう」

　海竜王寺の声は、どこか覇は気きがないように聞こえた。朝だからであろうか。

「今日の作業だけどね。中止にせざるを得なくなった」

「中止？」

「すまないね。それじゃ」

　海竜王寺は理由も言わず電話を切った。あまりに一方的すぎる。すぐさま、こちらからかけ直してみたが、呼び出し音が鳴るばかりでつながらない。これはいよいよ何かあったようだぞ、と高行は思った。窓の外を見ると、重そうな雲が低く垂れ込めていて、もうすぐ一雨来そうな空模様である。ここ数日、いい天気が続いたから実験機は屋上に出しっぱなしになっている。あの精密機械の塊かたまりが雨に濡ぬれては一大事であろう。

　空をまんじりと眺ながめていても仕方がないので瑞みず穂ほ荘そうを出た。

　高等部に続く坂道は、春とは思えない冷たい風が吹いて、残り少ない桜の花弁を好き放題に散らしている。人気のないグラウンドを突っ切り、部室には寄らず、まっすぐ分室へ向かった。階段の行き止まりにあるドアを押し開けて屋上に出た。電気芝しばが波打つように揺ゆれる屋上の真ん中に、海かい竜りゆう王おう寺じがぽつねんと所在なさげに立っていた。

　驚きはしなかった。電話口の背後で風のなる音がしていたし、そうでなくても海竜王寺は分室に来ているだろうという予感があった。

　高たか行ゆきに気づいた海竜王寺は、唇を曲げていじけたように言った。

「なくなっちゃった」

「何？」

「『眼』がなくなっちゃった」

　高行は弾はじかれたように、風にはためくブルーシートの上の実験機を見た。子細に見聞してみるまでもなく、実験機の腹部に組み込まれていたはずの『悪魔の眼』が見当たらない。『悪魔の眼』とは湯ゆ沸わかし器にもなれば、浮き袋にもなり、とんでもない場所へ行方不明になったりもする不思議アイテムである。今度もまた、ひとりでにどこかへ行ってしまったのか。海竜王寺はどうでもよさそうに言った。

「そのあたりの対策は抜かりなかったさ。どうやら何者かに盗まれたらしい」

「犯人の目星はないのか？」

「さて……『あれ』は価値の分かる人にとって、それこそ悪魔と取引してでも欲しいものだろうし。僕が特別扱あつかいされていることを面おも白しろく思わない輩やからも少なからずいる」

「そうだ。ここはブルーレベルだろう。人の出入りは記録されているはずだ」

「もちろんチェックした。ここ一週間、僕たち以外に二十二号館に足を踏み入れた人間はひとりもいない。これはちょっとしたミステリーだねえ」

　海竜王寺はぺたぺたと投げ出すような足取りで実験機に歩み寄る。

「スペアはないのか？」

「言ったはずだよ。あれは世界に一つしか存在しない。もう一度ゼロから作ろうと思ったら三ヶ月はかかってしまう」

「おまえ、どうしてそんなに落ち着いているんだ？」

「無いものは無いのだから、慌あわてたって仕方あるまい」

　海竜王寺の声も表情もひどく抑よく揚ように欠けている。何を考えているのか分からない。これでは埒らちが明かない。高行は何か手がかりになるものはないかと実験機の横にしゃがみ込んだ。周囲には『悪魔の眼』を固定していたと思われる金具やネジが無造作に転がっている。

　その中に、あるものを見つけた。爪の先ほどの小さなもので、高行でなければ見逃していたに違いない。それは高行にとって馴な染じみ深く、こんなところにあるはずのないものだった。高行は信じられないという顔でそれを拾い上げ、海竜王寺を振り返った。そして、表情を凍こおらせた。牛の頭も割れそうな巨大スパナを天高く振り上げた、海竜王寺の姿がそこにあった。

　振り下ろされたスパナは唸うなりをあげて高行の前髪を揺らし、実験機の横っ腹に命中して、がーんという派手な音が響ひびいた。いくつの部品が鈍にぶくきらめいて飛び散った。高行が呆ぼう然ぜんとしているうちに、もうひとつがーんと響き、慌あわてて海かい竜りゆう王おう寺じを羽は交がい絞じめにし三撃目はすんでのところで阻止した。高たか行ゆきは混乱気味に叫んだ。

「何をするにも唐とう突とつなやつだなあ、お前は！」

「後生だから離してくれたまえ！　完成しない研究なんてゴミクズほどの価値もない！　僕の手でゴミクズに還元してやるのだ！　殿中でござる！」

　海竜王寺は正体をなくしたように暴れた。手足を振り回し、髪を振り乱し、渾こん身しんの力で暴れた。この細い身体からだの一体どこに隠かくし持っていたのかと驚くほど強い力である。鼻頭に頭突きをもらい、脛すねに踵かかと蹴げりを喰らい高行は悶もん絶ぜつした。それでも、羽交い絞めを緩ゆるめずにいると、やがて海竜王寺は疲つかれ果て、スパナを取り落とした。

　高行はゆっくりと諭さとすように言った。

「何も壊すことはないだろう。『眼』だって、案外ひょっこり見つかるかもしれない。見つからなくても、また作れば──いだあっ!?」

　右手に激痛を覚え、高行は悲鳴を上げた。海竜王寺は一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、するりと腕の中から抜け出し、たたっと距離を取った。恐る恐る右手を見てみれば、くっきり歯形が残っている。

「こいつ、嚙かみつきやがった！　しかも思い切り！　人としてどうなんだ、人として！」

「やかましい！　分かったような口をきくな！」

　海竜王寺は烈火の如ごとく怒鳴った。高行も負けじと怒鳴る。

「言ってくれなければ、分かるものも分からんだろう！」

「言って聞かせたところで、キミには理解できないさ。僕はジーニアスで、キミはジーニアスじゃないからね」

　スパナで頭を割られかけたことより、思い切り嚙みつかれたことより、この一言に腹が立った。海竜王寺と出会ってからの全部を否定されたような気がした。

「僕と君は違う生き物だ。それは揺ゆるがない事実だろう？　竹たけ原はらくんこそ、どうしてそんなにこだわるの。キミには関係ないことじゃないか。もうすぐ学園を出て行くキミには」

　高行は言葉に詰まった。それを言われては、ぐうの音も出ないのである。

「そもそもキミは、どうして僕に付き合ってくれたのかな？　安っぽい同情かい？　それとも単なる興味本位かな？　ああ、そうだったね、キミが必要だと言ったのは僕だ。でも勘違いしないでよね。どうしても、キミでなければいけなかったわけじゃない。この程度のトラブルは今まで何度もあったし、それでもひとりでどうにかやってきた。これからだってそうさ。ベタベタされるのは気持ち悪いんだよ。だから、僕のことは放っておいてくれないか」

「……それは……こっちの台詞せりふだ」

　いかん、と思ったが歯止めが利きかなかった。我が慢まんできる事とできない事がある。

「他人なんて少しも理解するつもりがないのに、話せば分かるような顔で、言いたいことだけ言いやがって。ひとりでやってきたのが自分だけだと思っているのか？　いきなり出てきて、あちこち引っ搔かき回されて、俺だっていい迷惑だ！　今までの修業が水の泡だ！」

　一ひと際きわ、強い風がごうと二人の間を吹き抜けた。

　海かい竜りゆう王おう寺じは乱れた髪をかき上げて、ふと笑った。

「僕たちは似たもの同士かもしれないね。ひとりが好きなくせに、寂しがりだ」

「一緒にするな。俺はジーニアスじゃない」

「そりゃそうだ。ああ、今日までの給金はあとで振り込んでおくから」

「いるか、そんなもん」

「じゃあ慈善団体にでも寄付したまえ──短い間だったけど僕は楽しかったよ。さよなら」

　そうして、海竜王寺は去っていった。

　屋上にひとりきりになってもしばらく、高たか行ゆきは風に吹かれて立ち尽くしていた。

　そうしていると、ぽつぽつと冷たい雨が降ってきた。そこで分室にやってきた当初の目的を思い出した。ブルーシートで実験機を包み、適当な工具を載せて重石おもしにした。風は強いが、雨脚はそれほどでもない。この程度でも、水みず濡ぬれは防げるだろうと判断した。作業を終えてから、とてつもない徒労感に襲われた。何をしているのだ俺は。

　朝からひどく疲れた。瑞みず穂ほ荘そうに帰って寝床に潜もぐり込み、十二時間ぐらい寝たいと思った。

　雨に濡れながら坂道を下っていると、海竜王寺に嚙かまれた右手が今になってしくしくと痛み始めた。わずかに血が滲にじんでいる。雨に洗われていく血を見て、去年の夏、練習をし過ぎて血ヘドを吐はいたことを思い出した。滲んだ血をぺろりと舐なめてみるとやっぱり血の味がした。

　間接キスだ、と阿あ呆ほうなことを思った。
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　第二科学部に仮入部して二週間。部室の片付けをして、本格的に活動を開始してからだと一週間が過ぎようとしている。もうという気もするし、まだという気もするが、十七年の人生の中でも最も騒がしい一週間であったことは間違いない。

　雨に濡れて瑞穂荘へ戻り、濡れた服を着替えもせずに布団の中でぼんやりしていたが、改めて右手の歯形を見つめていると、ずいぶん遅れて怒りがこみ上げてきた。雑然とした部屋の真ん中にどんと座り、高行は石のように黙考する。

　この一週間、海竜王寺の常じよう軌きを逸いつした数々の行為に目をつぶり、よく訓練された執事のごとく付き従ってきたことを感謝されこそすれ、あんな形で三行みくだり半はんを叩たたきつけられては納得がいかない。なんら間違ったことは言っていないという自信がある。難しいことはよく分からないけれども、あの空を泳ぐ魚が海竜王寺にとって大切なものであるのは確かだ。『悪魔の眼』が戻ってくれば、あいつはもう一度やる気になるだろうか──

　怒っていたはずなのに、いつの間にか海竜王寺を案じている自分に気がついた。高行はそんな己を「すっかり訓練されている！」と罵ば倒とうした。腹の底がもやもやして座りが悪い。

　気を紛まぎらわそうと、ほとんど進んでいなかった引越しの準備に手をつけてみたが、無駄に散らかるばかりでちっとも片付かない。動きが雑になっていたのだろう。荷物を持ち上げた時、棚たなに肩がぶつかった。その拍子に、棚の上から四角く分厚いものが転がり落ちた。

「うぐお……」

　足の甲をどすんと潰つぶされ、高たか行ゆきは声も出せずに悶もん絶ぜつした。それは、この部屋でたった一冊だけの紙かみ書しよ籍せき。「青せい蛙あ書房」で衝動買いした粘ねん菌きん図ず鑑かんであった。痛む足をさすりながら、図鑑をパラパラとめくった。粘菌は見れば見るほど奇怪で気色悪い生物である。どうしてこんなものを買ったのであろう。たぶんあの時の自分は、図鑑が欲しかったわけではなかったのだと思う。

　物思いに耽ふけっていた高行の背中に、ぽこん、と何かが当たった。振り返ると、空になったミネラルウォーターのボトルが落ちていた。部屋のドアがいつの間にか開いていて、香か澄すみさんが立っていた。

「竹たけ原はらよ、さっきから見てたんだが、本気で片付けるつもりがあんのか？」

「……片付けなきゃいけないでしょう。出て行くんだから」

「ふうん。学校は？　サボりか？」

「見ての通りサボりですよ。さぼっちゃいけませんか」

「なんだよ、珍しく絡むじゃん。いじめて欲しいのか？」

「そういうわけじゃ……」

　香澄さんは瑞みず穂ほ荘そうの住人だが、学生ではなくＯＧである。それも幼稚舎から学園都市で暮らしているはえぬき中のはえぬきで、しかし大学二年の時に中退、そのまま瑞穂荘に留まってフリーターをやっている二十二歳のおねいさんだ。高行の周りでは数少ない大人である。

　しかし、

「そんな格好でうろうろしてると、また瑠る璃り垣がきさんに怒られますよ」

　香澄さんはサイズ小さめのタンクトップにボクサータイプのパンツ一丁という、色気があるのかないのか、どちらにしても目のやり場に困る姿だった。身長が１７０以上あってモデルみたいな体型をしているので、なおさら男子高校生には刺激が強い。

「うっせーな。香澄さんのナイスバデーが見れて、なんの不満があるっつーんだよ。鹿か児ご島しまなら泣いて喜ぶぞ」

　香澄さんがずかずかと部屋に入ってきた。瞬しゆん間かん的に危機感を覚えたが、腰を上げる間もなく、白くて長い腕でがっちりとヘッドロックを決められる。香澄さんは肉食獣のような顔で、ぎりぎりと首を締しめ上げてくる。「ぐえっ、入ってる。マジで入ってます」と高行は悲鳴を上げた。

「おらおら！　朝立ちチェック！」

　白い腕が高行の股こ間かんに伸びる。

「してません！　もう昼ですよ！　やめてください！　瑠璃垣さんにいいつけますよ！」

「残念でしたー。ルリルリはいませーん」

　高たか行ゆきはその部分を必死にガードしつつ、

「え、どうしてです？」

「なんか実家の用事だってよ。あいつも結構ビジーな人間だかんね」

　もう飽きたのか、香か澄すみさんは唐とう突とつにヘッドロックを解除する。

　高行は勢い余って、顔から廊下に倒れこむ。

「そういえば、今朝そんなこと言ってたような……昼飯どうしよう」

　ぐい、と尻しりを踏まれた。振り仰げば、香澄さんがうっすらと笑みを浮かべている。

「アタシが作ってやろうか」

「香澄さんが？　マジですか……？」

　高行は我が耳を疑い、次に香澄さんの正気を疑った。瑠る璃り垣がきさんが寮食を作ってくれるのは当たり前のことだが、日頃の素行がすこぶる劣悪な香澄さんが料理をするといっただけで、この驚きようである。これを劇場版ジャイアン効果という。

「アタシが料理できんのが、そんなに不思議か？」

「そんなことありませんけど」

　人探しにはじまり、用心棒まがいの荒事、ナノマシン作さく譜ふ、果てはレースクイーンまで。ありとあらゆる仕事をこなす香澄さんは、『学園』最強のフリーターと名高い（どこで名高いのか知らないが）。料理が作れることはもちろん、その腕前にもなんら不安はない。

　野性的で暴力的だが、姐あね御ご肌はだで面めん倒どう見みのいい人なのだ。基本的には。

「作ってもらえるのはありがたいですけど、いいんですか？　仕事は？」

「今日は久々にオフ。つか、簡単過ぎて予定より早く終わっちゃったって感じ」

「なら、なおさらのんびりした方がいいでしょうに」

「可愛かわいくねぇなあ。そういう時は、ごちそうになりますって言えばいいンだよ」

　香澄さんはぶつくさと文句を言いながら、しかしどこか楽しそうに階下へと降りていく。その、楽しそうな香澄さんというのが、ちょっと珍しい。方々から引っ張りだこで、常に忙しそうにしている香澄さんだが、いつもどこかやる気なさげで、つまらなそうに鼻の頭にしわを作っている事が多いのだ。何かいいことでもあったのだろうか？　一階に降りてトイレに寄り道して、台所兼食堂に入ると、すでにエプロンをかけた香澄さんが鍋なべを振るっていた。調味料の焦こげるいい匂においがする。

「生なま麵めんがあった。焼きソバでいいよな？」

「どんとこいです」

「よし。それでこそ青少年」

　にっ、と笑って料理に戻る香澄さん。もともと露ろ出しゆつ度どの高い格好のせいで、見ようによっては裸に直接エプロンをしているように見える。香澄さんのナイスバデーもあいまって凄すさまじい破壊力だ。と、香か澄すみさんがいきなりしゃがみ込んで、「ばっびょん！」と変な声を出した。
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「なんですか今の」

「くしゃみ」

「そんな格好しているから」

「花粉症だよ」

　さすがのアタシも泣く子と花粉には勝てん、と香澄さん。

「鹿か児ご島しまはどこ行った？　さっき部屋覗のぞいたけどいなかったぜ」

「アニメの上映会、とか言ってたような」

　漫まん画がの朗読会だったかもしれない。果てしなくどうでもよい。

「ふうん。またあれか？　女の子がいっぱい出てくるやつ？」

「そこまでは知りませんよ」

「ふうん。何が面おも白しろいのか、アタシにゃ分からんけど」

　香澄さんは、アニメに限らず、小説、映画にドラマと、とにかく物語というものを生活から廃している。海かい竜りゆう王おう寺じとは正反対だ。高たか行ゆきもあまり嗜たしなむ方ではないけれども、香澄さんほど徹てつ底ていしてはいない。なにせ、ニュースやドキュメンタリーさえ積極的に見ようとはしないのである。その理由は定かではない。香澄さんという存在そのものが巨大な物語のようなものだからかもしれない。あるいは、ただ単に面めん倒どう臭くさがりなだけかもしれない。猫のように気まぐれなのが香か澄すみさんの香澄さん足る所以ゆえんだった。

　そうやってあれこれ喋しやべっていると、ものの十分ほどで焼きソバが出来上がった。素晴らしい手際の良さである。味はもちろんだが、早さもまた料理の重要なファクターだと高たか行ゆきは思う。たとえ場末の飯屋でも、出てくるのが早い料理がマズいことはあまりなく、手間をかけることと時間をかけることを履き違え、散々こねくり回した料理に限って食べられたものでないことがままある。高行も料理ができなくはないのだが、材料をいちいち買い揃そろえなければまともなものを作れないし、とにかく時間がかかる。いわゆる男の料理であり、まったく実用性がない。

　高行が食器を並べて、香澄さんがどかんと豪快に盛り付ける。

「いただきます」

「おう。味わって食え」

　香澄さんの作った焼きソバは、うまかった。今まで食べた焼きソバで最強だと断言してよい。三玉百二十八円の生なま麵めんに、具はほんの少しの豚ぶたの細切れと、大量のキャベツのみ。削り節と程よい半熟具合の目玉焼きが添えられているのが特徴といえば特徴だが、味付けはブルドックソースと醬しよう油ゆのみであり、特に変わったところはない。なのに、これが無類にうまいのである。高行は小皿に取り分けた焼きソバを、かき込むように数秒で食べつくした。

「おかわりすんだろ？」

「うす。もらいます」

「食え食え。食ってもっと太くなれ。そんなやせっぽっちじゃ襲う気にもならねえ」

「たぶん女の台詞せりふじゃないですよ、それ」

「いいから黙って食えっつーんだよ」

　香澄さんは高行がもりもりと焼きソバを平らげるのを、しばらく面おも白しろそうに眺ながめていたが、そのうち自分も食べ始めた。香澄さんの食べ方は、誰かに似ている。ひとつひとつの動作が思いもよらず丁てい寧ねいで、箸はしや茶ちや碗わんの持ち方も隙すきがない。もしかしたらこの人、結構育ちがいいのではないかという気がする。──ああ、そうか。

「香澄さんってどうしてフリーターなんですか？」

「フリーターにどうしてもクソもあるかよ」

「だって香澄さんならどこでだって働けるじゃないですか」

「どこでだって働けるなら、どこで働いても一緒じゃん」

　海かい竜りゆう王おう寺じも似たようなことを言っていた。香澄さんの食べ方は、海竜王寺と似ているのだ。なんでもできるのに、やりたいことがないという部分も、レベルとステージは違うかもしれないが共通しているように思えた。

「……俺には、よく分かりませんね」

　香澄さんはちっと舌打ちをして、

「竹たけ原はら」

　香か澄すみさんはショートホープを魔法のように出現させて口に咥くわえた。

　高たか行ゆきは卓上に置かれたエッフェル塔型ライターを着火して、うやうやしく差し出す。いまや煙草たばこは一箱千円を下らない超高級品なので、若年層が大半を占める学園都市ではまず見かけない代しろ物ものである。その煙草を、香澄さんは湯水のように吸いまくる。フリーターとはとても思えない財力だ。香澄さんは煙突のように煙を吐はいた。

「おまえ、なにイラついてんの？」

　ぽんと投げ渡すように言われて、一瞬何を言われているのか理解できなかった。

「……イラついてるように見えますか？」

「全部顔に出てんだよ。サルでもわからあ」

「あい。精進します」

「ほれ、お姉さんに話してみ」

　高行は言葉に詰まった。これまで、高行は他人に何かを相談したことがない。学園都市への転入を決めた時も、陸上部の退部を決めた時も、家族にさえ相談したりはしなかった。

　自分のことは、自分で決めてきた。自分だけのことであれば、自分だけで決められるのに。

　しかし、今度ばかりはそうも行かないようだった。

　決して短くない葛かつ藤とうの合間、香澄さんは何も言わずに待っていてくれた。

「俺の、友達のことなんですけど──」

　高行は海かい竜りゆう王おう寺じの人となりを説明する。海竜王寺が行き場をなくしていた自分をスカウトしたこと。この一ヶ月あまり、研究の手伝いをしていたこと。今朝、研究に必要不可欠な大切な『もの』が盗まれてしまったこと。完全に頓とん挫ざしてしまったわけではないのに、海竜王寺は研究を諦あきらめようとしていること。全部喋しやべった。ただしジーニアスだということだけは伏せておいた。天才だとか凡人だとか、そういう先入観を抜きに聞いてもらいたかったのである。

　話しているうちに食べ終わって、香澄さんがお茶を淹いれてくれた。

「なるほど、よく分かんねえ話だな」

「ですよね！」と、香澄さんの同意を得られた高行は意気込んだ。

「そんなにすごいやつが、どうして竹たけ原はらに声をかけなきゃいけなかったんだ？　おまえ、全然役に立ってねえじゃん」

「そこですか……というか、もうちょっと歯に衣きぬを着せてくれると嬉うれしいなあ」

　その点に気づいていなかったわけでは、もちろんない。あれほど強引に高行をスカウトした海竜王寺である。そこには何か特別な理由があるのではないか、と勘かん繰ぐったこともある。

　しかし高行が手伝ったことといえば買い出しか荷物運びがせいぜいで、なにより、高行が仮入部する前から海竜王寺は研究を進めていた。高行がいなければ研究は完成しないとも言っていたが、あれは海竜王寺なりのリップサービスみたいなものかもしれない。

　そんな取りとめのない懐かい疑ぎがどうでもよくなってしまうぐらい、海竜王寺と過ごす時間は慌あわただしくて、騒々しくて──認めよう、楽しかった。自分がそうなのだから、海かい竜りゆう王おう寺じもまたそうだろうと心のどこかで思っていた。そこに来て、今朝の一件である。海竜王寺にとって高たか行ゆきなど替えの利く道具程度の存在でしかなかったのだろう。

「猫みたいなやつですからね。好きなように遊んで、飽きたらポイですよ」

「なにふて腐れてんだよ。おまえ、相手が女だってこと忘れてないか？」

「どういう意味ですか？」

　くく、と笑って香か澄すみさんは二本目の煙草たばこに火を点つけた。

「好きなものを敢えて遠ざける。本心とはまるで逆のことを言う。女は得てして気まぐれもんさ。そこが可愛かわいいんだろうが。女の言うことをいちいち頭から信じるなんて、阿あ呆ほうのすることだぜ。まあ、竹たけ原はらは童貞だから仕方ないけどな」

「童貞は関係ねえっす」

　高行は湯飲みに視線を落とした。まさか手を嚙かまれたことを本気で怒っているわけではない。海竜王寺の考えていることを一から十まで理解できるとも思わない。彼女がジーニアスだからではない。竹原高行と海竜王寺八やつ葉はは他人なのだから、それは当たり前のことだ。

　海竜王寺がどうして自分を選んだのか、そこに特別な理由はあるのか──そんなことは、どうでも構わないと思った。そんなことは、少しも重要ではない。

「てめえはどうしたいんだよ？　要はそこだろ。それ以外に何がある」

　高行は苦笑した。いかにも香澄さんらしい物言いである。凡ぼん人じんは、まずその『自分』を摑つかむことにさえ四苦八苦するというのに。しかし、まったくもって言う通りである。それ以外に、大切なことなどあるはずがない。

「女神タイム終了」香澄さんはエプロンをぞんざいに脱ぎ捨てた。「後はてめえで考えな、青少年。いや、考えたって時間の無む駄だなんだから行動しろ」

　片付けしとけよ、と言い残し、煙草を指先で揉もみ消して颯さつ爽そうと台所を出ていく香澄さんは、大層格好良かった。香澄さんの尻しりを見て、高行は言った。

「興味本位で聞いてもいいですか」

「あん？」と香澄さんは顔半分だけ振り返る。

「香澄さんが、いま一番やりたいことってなんですか？」

　香澄さんは、嚙まれたら痛そうな犬歯を剝むき出しにして笑う。

「およめさん」

　悪い冗じよう談だんだと思った。




　食器とフライパンを洗い、自室に戻った。方法は分からないが、目的ははっきりしている。香澄さんの言う通り、あれこれと考えて泥沼にはまるぐらいなら、さっさと行動してしまうことにした。海竜王寺に電話をかけた。繫つながらない。二度、三度と留守電になるまでかけたが駄目だった。高たか行ゆきはやや考えて、別の番号にかけることにした。

　こちらはワンコールで繫つながる。

「はいはいー。どったのセンセイ？　いまちょびっと忙しくてさ」

「おまえが暇ひまな時なんてあるのか」

「ウチは年中無休やからネ」

　鷹たか嘴はし由ゆ真まはにゃははと笑った。

「そんで、たかくん。どんなネタを御所望かにゃ？」

　高行は言った。

「個人情報をひとつ」




　（2019/04/20）

　学園都市がすっぽり収まる稲いな媛ひめ盆地を、鳥の視点で俯ふ瞰かんし盆地の北を時計の十二時とした場合。十時から十二時にあたる盆地の円周部は、公営学生寮や教職員のための住宅が集中しているエリアである。電話を切った後、すぐに瑞みず穂ほ荘そうを出て昼前には到着した。このエリアを訪れたのは初めてだったが、目的のマンションは探すまでもなく見つかった。それほどに巨大な、天を衝つくような建造物である。生体認証式のオートロックがあるとは聞いていたが、入り口にサンシャインみたいな悪魔的ガードロボットが鎮ちん座ざしているとは知らされていなかった。瑞穂荘とはえらい違いだと思う。家賃など想像もつかない。こんな侘わびも寂さびもないマンションに住んでいるやつの顔が見てみたい。

　なんだ小僧見かけないやつだな、というガードロボットの無遠慮な視線をものともせず、高行は正面から堂々とオートロックを突破してマンション内に進入した。よく見れば、高行の右手には、薄くて半透明の手術用ゴム手袋のようなものが装着されている。これぞ、どんなに高度な生体認証も二秒で突破！　万能擬ぎ似じ生体鍵かぎ『神の手くん』である。

　海かい竜りゆう王おう寺じの住所を所望した高行に、鷹嘴由真はこの違法性抜ばつ群ぐんのアイテムをおまけにつけてよこした。一体どこから仕入れてきたのか、という詮せん索さくはしない方が身のためであろう。あんな情報社会の歪ゆがみが生んだ怪人とは、なるべく早く縁えんを切るべきだ。だいぶ手遅れの感は否めないけれども。

　高行の自室とほぼ同じ広さのエレベーターで二十二階へ上がる。迷いつつも、なんとか２２１５号室を発見した。ここにも生体認証錠が設置されている。普段であれば最初のオートロックの段階で躊躇ためらっているところだが、今の高行は怒っていた。普段冷静で紳士的な男ほど、怒った時にはたいへんな行動力を発揮するものである。

　高行は迷わず『神の手くん』を振るい、ドアを開けた。

「海竜王寺はいるか！　俺だ、高行だ！」

　どこかで見た映画のように名乗りを上げると、部屋の奥からどたんばたんと激しい物音が聞こえてきた。おう、動どう揺ようしてる動揺してる。靴を脱ぎ捨ててずんずん廊下を進んでいくと、高たか行ゆきの顔面目がけて何か黄色いものが飛んできた。

　バナナ？

　大した速度でもなかったので、ゆうゆう回かい避ひした。バナナは背後の壁に当たって床に落ちた。それを右手で拾い上げ、広いリビングの真ん中で次じ弾だん装そう塡てんしている海かい竜りゆう王おう寺じを見た。

「食べ物を粗末にしてはいけない」

「レディの部屋に不法侵入するような人間に言われたくはない」

　間髪いれず投とう擲てきされた二本目を難なく左手で受け止める。

「人の手に嚙かみつくようなやつを、俺はレディとは認めない」

　そこで高行は海竜王寺の格好に気づいて、変な顔をした。

「なんだ、その格好は」

「寝巻だが。何か問題でも？」

　海竜王寺はフード付きで上下が一体化している、いわゆる着ぐるみパジャマのようなものを着ていた。詳くわしくは知らないのだが、普通こういうパジャマはアニメのキャラクターとか、可愛らしくデフォルメされた動物などを模もした物が一般的であろう。

　少なくとも、チョウチンアンコウを極めてリアルに再現した着ぐるみは、この世に二つとあるまい。いかなる素材でできているのか、全身水に濡ぬれたようにぬらぬらしており、あさっての方向を向いたむき出しの眼球や、発達した歯列などが、生理的嫌悪感を誘う。

「ちゃんと提ちよう燈ちんも光る」

　海竜王寺はフードの先端に取り付けられたＬＥＤを盛んに発光させた。そうしてフードを被かぶると、巨大なチョウチンアンコウに足から食われているようにしか見えない。

「極めて気持ち悪い。どこで売ってるんだそんなもん」

「自作だ」

「自作!?」

「よくできているだろう。アンコウのチャームポイントを完かん璧ぺきに押さえている」

　高行は頭を抱えた。こいつの美的感覚はどうかしている。

「欲しいのなら竹たけ原はらくんにも作ってやる。だから、出て行きたまえ」

「ここまできて引き下がれるか。おまえに訊ききたいことがある」

「ここは僕の部屋だぞ。出て行かないと警察を呼ぶ」

「呼びたければ呼ぶがいい。五分もあれば話は済む」

「話すことなどない。そもそも、キミはもう第二科学部の部員ではないのだぞ」

「知ってるよ。まだ仮入部だろう」

　ぐむむ、と唸うなった海竜王寺は、苦し紛まぎれに三本目のバナナを放った。両手がふさがっていたために、モロに顔面で受け止める羽目になった。高行が怯ひるんだ隙すきに、海竜王寺はリビングに隣接した部屋へと逃げこんだ。往おう生じよう際ぎわの悪いやつである。

　高たか行ゆきは深呼吸をし、落ち着きを取り戻そうとした。

　改めて言うまでもないことだが、ここは第二科学部の部室および分室を完かん膚ぷなきまでに散らかし尽くした海かい竜りゆう王おう寺じの根城である。一体どれほどの混こん沌とんが詰め込まれているのであろうかと、半ば期待さえしていたのだが、その期待は完全に裏切られた格好である。

　リビングは無む闇やみに広いばかりで家具が少なく、閑散としている印象が拭ぬぐえない。対面式の洒落しやれたキッチンには水みず垢あかひとつなく、大きなゴミ袋にはピザの空き箱ばかりぎゅうぎゅうに詰まっていた。本当にデリバリーオンリーらしい。

　頭に上った血が下降したところで、第二回戦に挑む。海竜王寺が逃げこんだドアには鍵かぎがついておらず、籠ろう城じようには不向きな構造であった。これ幸いとドアを三分の一ほど開けたところ、その隙すき間まから『ナインストーリーズ』が飛んできて、高行の鼻っ面つらを強したたかに打った。地味に痛い。鼻がへこんでしまう。

「おい、本を投げるな」

「やかましい！　こっちは寝室！　入ってくるな！　変態！」

　さらに『恐怖の歯型』や『栗くり水すい兵へい戦記』『アンナ・カレニナ』などなど明らかに高価そうな古本が飛んできた。どれもこれも衝撃を与えたら分解してしまいそうなボロさである。これらの古本が失われたところで、高行はちっとも困らないのだが、なまじその価値を知ってしまっているので必死になって受け止めた。貧乏性とは切ないものだ。

　高行は『ポオ全集』を曲芸じみたポーズでキャッチして、悲鳴を上げた。

「分かった！　そっちには入らない！　だから話を聞け！」

　ようやく古本攻撃が止まり、ばんとドアが締め切られた。

　高行はため息をついて、受け止めた古本を横に積み重ねた。

「今朝、分室へ行ってきた。昨日はだいぶ降ったようだけど実験機は無事だったぜ」

　ドアの向こうから、掠かすれた声が聞こえて来た。

「あんなもの、もうどうなろうと知ったことじゃない」

「どうでもよいもののために、そこまで大人気ないことをするものか」

　海竜王寺は押し黙った。高行はその場にどすんと腰を下ろした。

「あれは、おまえにとってそれだけ大切なものなんだろう。ちょっとつまずいたぐらいのことで、諦あきらめていいのか。後で後悔しないと言い切れるか」

「よりにもよって、キミがそれを言うかね」

「まったくだ。俺が言えた立場ではない」高行は心から同意した。「おまえが何を考えているのか、何を悩んでいるのか、俺にはちっとも分からない。おまえが言ったように、俺には関係のないことなのだろう」

　カンオケ通りでの、有あり屋やとの会話が思い出された。あの時の有屋も、こんな気持ちだったのではないか。自分には何もできない、自分では力になれないと分かっていて、それでも、と言わずにはおれなかったのではないか。

「それでも、俺は見てみたい。あの魚が空を泳ぐところを。まだおまえの頭の中にしかない、その瞬しゆん間かんを見てみたい。だから、どうか諦あきらめないでくれ。頼む」

　高たか行ゆきは床に額が触れるほど、深く頭を下げた。

　ややあって、海かい竜りゆう王おう寺じは言った。

「キミは無関係などではないよ」

　高行は顔を上げた。

「ジーニアスだって噓うそぐらいつく」

　ふいにドアが開いて、再び何冊もの本が飛来した。慌あわてて手を広げたが、一冊受け止め損ねた。床に落ちた本の表紙には『陸上競技入門・走はしり高たか跳とび』とある。

　受け止めた本も『みるみる跳べる！　跳躍の秘ひ訣けつ』、『才能と技術』、『図解トラックアンドフィールド』などなど、一昔前の陸上部の部室にありそうなテキストばかりだった。小説しか読まない海竜王寺が、なぜこんな本を持っているのであろう。

　疑問に思いながら『陸上競技入門・走高跳』を拾い上げると、本のページに挟はさまっていたものがバラバラと床に落ちた。紙に焼いた写真である。いつかもこんなことがあった。海竜王寺には本に写真を挟む習性があるらしい。あまりよい習性とは言えないが。

　アングルや日付は違えど、写真はすべて同じ被写体を写していた。

　そこに写っていたのは、ハイジャンプに挑む竹たけ原はら高行の姿であった。

　高行は半ば呆ぼう然ぜんとして、自分が写った写真を眺ながめた。

　その時である。重いものを床に落としたような、ごつんという音がしてドアの向こうが急に静かになった。「どうした」と声をかけてみるが返事がない。一瞬躊躇ためらってから、ドアを開ける。すぐそこに海竜王寺が倒れていた。

　立ち上がろうとしても膝ひざに力が入らないらしく、もがもがしている姿は吊つり上げられたアンコウそのものであった。フードを被かぶっているのですぐには気づかなかったが、長い髪はいつも以上に寝乱れていて、額に浮いた汗でぺったり張り付いている。

「おまえ、もしかして」

　高行は海竜王寺のおでこに手を乗せた。目玉焼きが焼けそうなほど熱かった。

　海竜王寺は恥はずかしそうに笑った。

「やはりウィルスは侮あなどれないな」




　　　　　　　　　　▼




　高行は一度マンションを出て、近くのスーパーから食料を調達してきた。生しよう姜がを擦すり下ろしてホットコーラを作り、電子レンジで熱々の蒸しタオルを作った。他の食料はひとまず冷蔵庫に入れた。何をいまさらという感じではあったが、一応寝室のドアをノックする。

「入るぞ」

「どうぞ」

　寝室は八畳ほどだったが、それ以上に広く感じられた。背高のっぽの本ほん棚だなと、ごくありきたりのコマーシャルモデルのパソコンが一台。そして、海かい竜りゆう王おう寺じが寝ている萌もえ葱ぎ色のベッドぐらいしか家具がないのである。草原のアンコウといった体ていの海竜王寺が鼻をくんくんさせて「甘い匂においがするね」と言った。

「ホットコーラ。うちのばあちゃんはどんな風か邪ぜもこれで治す」

「なんと非科学的な」と海竜王寺はぶつくさ言っていたが、起き上がってひと口飲み、百八十度評価を変えた。「キミの御ご太たい母ぼは偉い大だいである。僕が保証する」

「言われなくても知ってる」

　高たか行ゆきはベットの横に座った。

「もっと散らかっているかと思った」

「言い様だね。単に物が少ないだけさ。ここは帰って寝るだけの場所だから」

　海竜王寺は昨日、帰ってきてすぐに熱を出したらしい。高行が電話した頃には、すでに朦もう朧ろうとなってアンコウスーツに着替えるのが精一杯の状態だった。ホットコーラを飲み終えた海竜王寺は、とろとろとこぼすように言った。
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「来てくれてありがとう。なんだか、たくさんひどいことを言った気がする。本当なら僕の方から謝らなければいけなかったのに」

「ずいぶんしおらしいな。らしくもない」

「風か邪ぜは身体より心を弱らせる。風邪を引いて寝ていると、まるで世界に自分ひとりしかいないような気がしてくる。見舞いというのは大変ありがたいものだな」

「偶ぐう然ぜんだよ。お前が風邪をこじらせているとは知らなかった」

「それでも嬉うれしいのさ」

　海かい竜りゆう王おう寺じはふんわりと微ほほ笑えんだ。赤く染まった頰ほおが、とても綺き麗れいだった。女の子の部屋に二人きり、というシチュエーションが急に意識されて無性に恥はずかしかった。

「蒸しタオル、作ってきたから身体を拭ふいておけよ」

「竹たけ原はらくんが拭いてくれないの？」

「上から目線で何を言っているのかな？」

「いいじゃないか。僕も触らせてもらったし、おあいこだ」

「なんだと……？」

「青せい蛙あ書房の帰りに。公園で。君が寝ている間にちょっと。男の子の──じゃなくて、陸上選手の肉体というのがどんなものか気になってね。知的好奇心が抑えられなかったのだ」

「あれはそういうことだったのか……」

　ずっとモヤモヤしていたので、思わず呟つぶやいてしまった。呟いてからしまったと思った。

　海竜王寺が嫌いやらしく笑っていた。

「やはり起きていたのか。えっちなやつだなあ」

「どっちがだ！」

「僕がさ」海竜王寺は自じ慢まんげである。その態度は間違っている。「このアンコウスーツは保温性と速乾性の高い生地を使用し、抗こう菌きん防ぼう臭しゆう加工も施してある。これさえ着ていれば、下着もいらないスグレモノなんだよ」

　聞き捨てならないことを聞いた。「その下、何も着てないのか」

「確かめてみるかい？」

「さっきから、おまえは俺に何をさせたいの」

「冗じよう談だんだよ、冗談。僕にそんな勇気はない。向こうを向いていてくれるかい」

「いや、外に出てる」

「いいから。ここにいて」

「…………」

　海竜王寺が身体を拭いているあいだ、高たか行ゆきは本を本棚に戻す作業に集中した。本棚には「青蛙書房」で海竜王寺が買い求めた本も並んでいた。ユゴーの『レ・ミゼラブル』を開いてみたが、フランス語なので読めるはずがない。陸上関係のテキストも本棚に並べ、やることがなくなってしまったので、自分が写っている写真を眺ながめた。

　我ながら写真うつりのひどいこと。なんて変な顔だ。そうやって眺めていると、写真の中の自分が今の自分とはまったく別人のようである。

　悲しくも悔しくもなく、ただしみじみと思った。

「……俺はもう、本当に飛ぶことができないんだな」

　ぽつりと呟つぶやいた高たか行ゆきの背中に、濡ぬれたタオルが投げつけられた。

　振り返ると、海かい竜りゆう王おう寺じがちょっと怒ったような顔で睨にらんでいる。

「キミにだって、尊敬する選手がいるだろう」

「そりゃまあ……リック先生とか」

「僕はその選手を寡か聞ぶんにして知らないけれども、現役かね？」

「いや、とっくに引退している」

「それでも、キミにとっては尊敬に値する人物なのだろう。失敗しない人間も、衰えない人間もいない。今が駄だ目めだからといって、これまで頑張ってきたことまで無意味になるのかい？」

　一気に捲まくし立てて、海竜王寺はげほげほむせた。

　高行はベットに近づいて、海竜王寺の頭に手を乗せた。

「ちゃんと寝てろ」

　諭さとされて横になった海竜王寺は、残り少ない体力を消耗してふうふう息を吐はいた。

　目を閉じたまま、ひどく聞き取りづらい声で言った。

「すまないね。せっかく来てくれたのに」

「風か邪ぜじゃしょうがない。でも、治ったらちゃんと話してもらう」

　うん、と海竜王寺は頷うなずいて、天井を見上げた。

「どうしてだろう。僕はキミと話していると、いつもの僕ではいられないらしい。そわそわして落ち着かなくて、ちょっとしたことで取り乱してしまう。普段なら絶対に言わないようなことを言ってしまう。僕はキミのことが好きなんだろうか？　これが恋というやつ？」

「俺に訊きくな」

「ふん。自分のことなんて分かるわけないじゃないか」

　苦しげに喋しやべり続ける海竜王寺の口に、買ってきたトローチを押し込んで黙らせる。この饒じよう舌ぜつ病は風邪などより、よほど重じゆう症しようなのではないかと思う。

「冷蔵庫にヨーグルトと果物を入れてある。あとお粥かゆのインスタントも買ってきたから、食欲なくてもちゃんと食べること」

「うん」

「そのアンコウがどんなに高性能か知らないけど、汗をかいたらこまめに着替えること」

「うん」

「ちゃんと寝るまで見張ってるからな」

「うん」

　五分ほどの沈黙があり、

「竹たけ原はらくん」

「ん」

「キミとね、一緒にね、行きたいところがあるんだよ」

「ちゃんと風か邪ぜを治したら付き合ってやるさ」

「約束？」

「約束。だから寝ろ」

「うん」

　さらに五分ほどして、静かな寝息が聞こえてきた。




　（2019/4/22）

　海かい竜りゆう王おう寺じは週明けの月曜日には回復した。

　月曜なので当たり前に授業はあるのだが、約束なのでサボるのもやぶさかではない。四月も残すところ一週間あまりとなった。それは、必然的に高たか行ゆきの学園生活もあと一週間あまりということである。阿あ呆ほうらしくて学校なんて行っていられない。

　再び稲いな媛ひめ盆地を俯ふ瞰かんし、盆地の北を十二時とした場合。八時から十時にあたる盆地の円周部は、電力や水道などの各種インフラ、そして二百を超える研究施し設せつが集中しているエリアになっている。およそ高校生には縁えんのない場所のように思われがちだが、実際はそうでもない。

　いくつかの研究施設は学園の住人のみならず、外部に向けても開放されており、これがそこらのアミューズメントパークなど比にならないくらい楽しめる観光スポットになっているのだ。日本が世界に誇る御家芸たるロボット工学研究所、地球上にいながらにして無重力や深宇宙環境を体験できる航空宇宙技術研究所、酒類を含めたあらゆる発はつ酵こう食品を試食・試飲することができる応用微び生せい物ぶつ学がく研究所などは、特に人気が高い。

　海竜王寺が『水族館』と呼び、待ち合わせに指定した海洋生物学研究所。正確には、そこに付属する海洋生物博物館もまた、高い人気を集めている一般公開施設である──高行はそう聞いていた。しかし、

「本当に水族館なのか、ここ？」

　海洋生物博物館は、とても水族館とは思えないほど巨大で無表情な建築物だった。体育祭ができそうなほど広大な駐車場には、人気スポットと聞いていた割に、車は数えるほどしか停まっていない。

　やっぱり制服姿の海竜王寺はこともなげに言った。

「今日は休館日だからね。人気がないのは当然だ」

「休館日？　ダメじゃん」

「問題ない。さ、行こう」

　そう言って、すたすた歩き出す海かい竜りゆう王おう寺じ。けろりとしている。つい数日前、自らの研究を自らの手で破壊するという暴挙に出たことや、風邪をひいて寝込んだことなど、すっかり忘れているように見えた。かと思えば、高たか行ゆきと視線を合わせようとせず、きょろきょろと落ち着かない様子でもあり、まったくいつも通りとはいかないようだった。

　海竜王寺は『関係者以外立入禁止』の表示をすり抜けて、入り口の前に立っていた警備員に向かって親しげに手を振る。会え釈しやくを返した警備員は端たん末まつを操作して自動ドアを開けた。

「竹たけ原はらくん！　何を突っ立っているのかね！」

　大声で名前を呼ばれ、慌あわてて海竜王寺に駆け寄る。警備員の堪こらえきれず唇の端にもれてしまった笑みを横目に見ながら、海竜王寺の隣に並ぶ。高行はちょっといじけた口調で、

「顔パスかよ。えげつない。特権は使わないんじゃなかったのか？」

「特権には対価が伴うと言っただけだ。その対価が妥当であれば問題はあるまい」

「この水族館、そんなにすごいところなのか？」

「それは自分の目で判断したまえ」

　そして、エントランスに足を踏み入れた瞬間、高行は圧倒された。

　三百人は軽く収容できそうなホールのいたるところを、魚が泳いでいた。

　壁面に水すい槽そうがあるわけではない。厚みもあれば動きもする、携けい帯たいのアバターをずっと精巧にした立体映像の無数の魚が、意図して照明が絞しぼられたホールを縦横に泳ぎ回っている。まるで巨大な生き物に見えるイワシの群れも、弾だん丸がんのように回遊するマグロも、床を舐なめるように泳ぐエイも、すべてが青白く発光して見える。

「この海洋博物館は、あらゆる海の生き物の遺伝情報を解析・保管するデータバンクとして造られた施し設せつでね。このホールでは、その遺伝情報と立体映像を組み合わせ、世界中の海を忠実に再現することができるんだ。今はインド洋あたりかな」

「すっげえ……」

　高行と海竜王寺の間を、ウミガメがのんびりと横切っていく。

　その甲こう羅らの薄明かりの中に、海竜王寺の苦笑が浮かび上がる。

「気に入ってくれて何よりだが、これは研究員たちの道楽。一般客向けのデモンストレーションのようなものだよ。やはり本物ではなくては」

「──道楽か。自分の作品に、ずいぶんな言いようだねえ」

　ホールに男の声が響ひびいた。声のした方向に顔を向ければ、高行たちが入ってきたのとは別の通路から、白衣の男が近づいてきていた。男が軽く二回手を叩たたくと、ホールの照明が点灯し、その明るさの分だけ魚の立体映像が薄くなる。

「僕の作品と言うのは語ご弊へいがあるな。僕はシステムの基本設計をしたに過ぎないよ」

　海かい竜りゆう王おう寺じは慣れた様子で白衣の男と握手を交わす。

　三十歳前半ぐらいの年齢だと思うのだが、やけに肌の色いろ艶つやが良好で、幼児のようにぴかぴかの赤い頰ほおをした男は大おお村むらと名乗った。胸ポケットにやたら筆記用具を詰め込んでいるのが、いかにも研究者然としている。大村は高たか行ゆきにも握手を求めてから、わざとらしい小声で、

「君は海竜王寺さんの彼氏なのかい？」

「大村研究員。失礼なことを言わないでくれ」

　誰に対して失礼なんだろう。

「友達？　へえ？　ほお……」

　大村は好奇心を全開にして、高行の顔を覗のぞき込んでくる。

　高行がなんだか居たたまれない気分になっていると、

「海竜王寺さん」

　さらに声。大村と同じ白衣を着た、高校生にしか見えない女性研究員が小走りに近づいてくる。短く切り揃そろえた黒髪が好印象である。結構可愛かわいい。大村と高行にぺこりと頭を下げ、寸すん暇かを惜しむような早口で、海竜王寺と小難しいことを話し始めた。難解な専門用語をざっくり無視して要約すると、いま手がけている研究の途中経過を、ぜひ海竜王寺に見てもらいたいということらしい。

「それは確かに興味深いが。しかし、だな、」

　ちらちらと気遣うような視線を向けてくる海竜王寺。高行は頷うなずいた。

「行ってくればいい。時間はいくらでもあるし、ここにいれば当分は飽きない」

「そうか、すまない。なるべく早く戻る」

　海竜王寺は女性研究員と連れ立って通路の奥へ去って行った。

　魚の泳ぐホールに、大村と二人きりで取り残される。

「うちの研究員がデートの邪じや魔まをして申し訳ないね」

「そういうんじゃないですよ。海竜王寺も言っていたでしょう」

「第二科学部に仮入部して、助手をやっているというのは君のことだろ？」

「助手、といいますか。まあ、手伝ってはいます」

「どう？　楽しい？　彼女はその道じゃ超がつくほどの有名人だからね。お金を払ってでも、助手をやりたいという者がたくさんいるんだよ。正直、私もちょっとうらやましい」

「なんなら替わりましょうか」

「いやいや、二人の蜜月を邪魔してはいけない」

「顔が笑ってますよ。心にもないことを言う人ですな」

「ごめんねえ。元来、いい加減な性格なんだな」

　初対面の、一回り以上も歳の離れた高校生相手に、ずいぶんざっくばらんにものを言う人だ。きっと出世できないタイプだが好感は持てる。なんの前触れもなくプログラムが切り替わって、周囲の立体映像ががらりと一変した。今度は冷たい海なのかもしれない。ずいぶん高い所を水生哺乳類と思おぼしき影が横切り、ホールの真ん中をカニが一列になって行進していく。

「立体映像に触れてごらん」

　大おお村むらに言われるまま、足元を這はいずっていたナマコにタッチしてみると、そのナマコに関するかなり詳細な説明がホップアップする。

「へえ……面おも白しろいですね。こいつ肛こう門もんで呼吸するんですか」

「あんまり触ってると。ほら、どろどろに溶けちゃう」

　ホールの立体映像はかなり完成度の高いもので、触った感触がないことを除けば、本物と区別がつかない。強こわ面もての大型魚が近づいてくると、思わず及び腰になってしまうほどだ。

「彼女は道楽だなんて言ってたけど、このシステムの基本設計には相当手間がかかっていてね。それなりに自信作のはずなんだが……褒ほめられて恥はずかしかったのかもしれないな」

「はあ……」

　あいつがそんな殊しゆ勝しような性格だろうか。大村は顔ほどもある大きな二枚貝をつつきながら、

「しかし、彼女が『人間』を研究するために恋人を作ったと聞いても驚かないが、彼女に友達ができたというのは、ちょっと信じ難がたいんだな。ほら、彼女はどちらかと言えば内向的だし、あれでかなり人見知りするところもあるから。僕は普通に口を聞いてもらえるまで半年かかったし」

「──内向的、ですか」

「彼女はうちの研究所に何かと協力してくれているけど、ここに誰かを連れてくるなんて、君が初めてのことなんだな。朝からみんなその話で持ち切りだよ」

　内向的で人見知りをする人間が、初対面の相手を押し倒したり、スパナで人を殴ったりするものか。しかし、よく考えてみれば思い当たる節がないわけでもない。高たか行ゆきは、自分以外とまともな会話をする海かい竜りゆう王おう寺じを、今日まで見たことがない。有あり屋やとも、灰はい塚づかとも、海竜王寺は挨あい拶さつしようとさえしなかった。

「やっぱり頭が良過ぎるんだろうなあ、彼女は。科学者の性さがと言えるのかもしれないが、その度合いが問題だよ。彼女は他人から向けられた敵意はおろか好意すら、因数分解してしまって、いとも簡単に最適解を導き出してしまうんだな。相手の反応が分かりきっている会話なんて、愉ゆ快かいでも不愉快でもなく、ただひらすらに無意味だもの」

　何事も理屈で分解してしまう海竜王寺には、この世界がゼロとイチの羅ら列れつに見えているのかもしれない。そこは無機質な算さん譜ふだけが支配する、冷たい世界なのかもしれない。それは、とても怖い事ではないかと思った。

「しかし、今日の彼女はずいぶん楽しそうに見えたよ。彼女は難しい顔で考え込んでいることが多いけれど、君と話してる時は、なんだか余裕があって、いい意味でぼんやりしていたんだな。君は物理学で言うところの、アノマリーなのかもしれないね」

「物理学で言われても分かりません」

　が、なんとなく言いたいことは分からないでもない。

　海かい竜りゆう王おう寺じが自分に対して気を許しているのは、ある種の諦あきらめである。竹たけ原はら高たか行ゆきは、ジーニアス中のジーニアスである海竜王寺の頭脳を持ってしても、理屈では割り切れない変なやつであり、真剣に考えるのも馬ば鹿からしいので自然体で付き合えるのだ──とそういうことか。

　買い被かぶりであるし、そんな買い被り方をされても嬉うれしくない。

「海竜王寺さんはこれまでも、これからも、色々と君に迷惑をかけ続けるだろうが、どうか広い心で許してやってくれまいか。君と彼女の付き合いが、これからどれだけ続くのかは分からないが、一分一秒でも長いものになることを私は願ってやまないんだな」

　大おお村むらはそう言って笑う。この人、海竜王寺のお父さんとかそういうオチじゃなかろうな。もしかすると、海竜王寺と同じくらいの歳の頃の娘さんでもいるのかもしれない。

　結局、海竜王寺は三十分ほどで戻ってきた。

　三頭のイロワケイルカにまとわりつかれながら高行のところまでやってきて、

「申し訳ない。十分程度で戻ってくるつもりだったのだが」

「大丈夫なんだな。私が巧みなトークで場をつないでいたから。海竜王寺さんのこととか。海竜王寺さんのこととか。海竜王寺さんのこととか。ねえ、高行くん」

　海竜王寺は目にゴミが入ったような顔をして、高行に向かって、

「大村研究員から何を聞いたか知らないが、全部噓うそだから。記憶から消去したまえ」

「ははは、無茶を言うものではないんだな。それじゃ、ゆっくりしていってね」

　そう言い残して、ホールから去って行った。

　海竜王寺は「高行くんだと？　僕だって名前で呼んだことはないのに」とかなんとか、しばらくぶつくさ言っていた。ばあちゃんに小さい頃の寝小便を暴ばく露ろされたら、高行も同じような気分になるのかもしれない。

　海竜王寺は気を取り直して、高行を振り返り、

「では、行こうか。案内しよう」

「ん、よろしく」
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　海竜王寺に案内されて回る海洋生物博物館は、高行のイメージする水族館とはずいぶんと趣おもむきを異にしていた。まず、本物志向の海竜王寺が絶賛するように、生きているナマの海洋生物が圧倒的に多い。飼育している海洋生物は一千種三万八千点、中にはジンベイザメやマンタなど高行でも知っているくらいメジャーな、しかし飼育の難しそうな生物も少なくない。

　展示方法も独特で、壁に埋め込まれた水すい槽そうの前を歩くというよりは、水槽の中に通されたチューブの中を歩くといった方が近い。三百六十度どこを見ても魚がいる。海も大きな川もない学園都市で、これほどの施し設せつを維い持じするのは並大抵の苦労ではないと思うのだが、全海洋生物のデータバンク構築を目指しているからには、自然環境に依存しない施設運営が重要らしい。

　そんな巨大水族館を案内して回る海かい竜りゆう王おう寺じは生き生きとしていて、きらきらと目を輝かせていた。やはり生きた化石と呼ばれる遺存種、ピラルクやガーといった古代魚についての説明には特に力が入っていて、女の子がいかにも好きそうな水生哺乳類や、海底を這はいずっている甲こう殻かく類るいや棘きよく皮ひ類るいにはあまり興味がないらしい。

　高たか行ゆきは高行で、海竜王寺の説明を話半分に聞きながらついて回り、マグロがうまそうだと言ってヒンシュクを買ったり、真っ黒なディープアクアリウムの奥から現れた異形の深海魚に腰を抜かしたり、マナティの愛らしさに萌もえ萌えしたりした。

「こいつの殻は、普通の巻貝と違って内部が中空になっていて、この空くう洞どうにガスを溜ためて浮力を得ている。この仕組みは、まさに天然潜せん水すい艦かんといったところだな」

「……おまえ、本当に海の生き物が好きなんだな」

　オウムガイに関する説明が二十分に及び、高行は少々うんざりした調子で言った。海竜王寺の説明は分かりやすく聞いていて飽きないが、二時間ぶっ続けではさすがに疲つかれる。もう昼時で、やや空腹も感じている。そのうんざり感が伝わったのか、海竜王寺はちょっと不服そうな顔で、オウムガイがぷかぷかと浮かぶ水すい槽そうに視線を向ける。

「僕の海洋生物好きは、父の影えい響きようだよ。文句があるなら、三歳児に魚類大だい図ず鑑かんを買い与えるような父にこそ言ってくれたまえ」

　海竜王寺の口から、家族の話題が出るのは初めてのことだった。

「親父さんって、海洋学者か何か？」

「いや。釣つりと熱帯魚飼育が趣味の、しがないサラリーマンさ」

「サラリーマンはうちの親父も一緒だ。趣味は……なんだろな。分かんないや」

「父上とはあまり仲良くしていないのかね？」

「仲良くないってわけじゃないけど。おばあちゃんっ子だったし。学園に来てからは正月帰った時に、顔を合わせるくらいだ。親父と息子なんて、どこの家もそれぐらいが普通だろう」

「説教じみたことは言いたくないが、家族とは仲良くした方がいいよ。いつまでもあると思うな親と金、というだろう」

　その文脈は、つまり、

「僕が七歳の時にね。物静かで気の弱い人だったが、海の話をしているときだけは、まるで子供みたいにはしゃいでいたのをよく覚えているよ。葬式の後で遺品を整理してみたら、釣り道具と海に関する紙かみ書しよ籍せき以外にほとんど私物がなくて、母と一緒に笑ったものだ」

　海竜王寺は感傷に浸ひたるでもなく、感情を押し殺すでもなく言う。

「僕はデボン紀の板皮類のことを知りたいわけではなく、それを知ったときの父の気持ちこそを知りたいのかもしれない。あるいはスーパーアノキシアの原因を解き明かして、父に褒ほめてもらいたいのかもしれない。僕が海の生き物に興味を持つのは、たぶん父親の不在という空白を埋めるための代替行為なのだろう」

　こいつの脳のう味み噌そは、亡き父親への想いさえ理屈で切り刻んでしまうのか。聞くに堪たえないというのは、こういうことを言うのだと思った。自分の好きな人、好きなもののことを喋しやべっているはずなのに、聞いていてどうしてこんなに辛つらいのだろう。

「これじゃ駄だ目めなのか？」

　ぽつりと呟つぶやいた高たか行ゆきを、海かい竜りゆう王おう寺じは不思議そうな表情で振り返る。

「だからさ、海洋生物学？　魚類学？　細かいところは分からないけどさ、そういう分野なら、お前も本気になって取り組めるんじゃないのか？」

　亡き父親のために──理由としては前向きか後ろ向きかはともかく、重みとしては十分すぎるものではないか。なるべくひとりでできるから、というだけで陸上を選んだ高行とは比べるまでもない。しかし海竜王寺は困ったように微ほほ笑えんで、

「ジーニアスは、《特ブ化ラ領ン域チ》はそういうものじゃない。それは説明したはずだが？」

「それは、そうだけど……」

「エントランスで、声をかけてきた女性研究員がいただろう？　あの高校生みたいで、目め尻じりのほくろが可愛かわいい。彼女は、雲母きらら坂ざか文ふみ香かという少女漫画のヒロインみたいな名前のくせに、実に優秀な科学者なんだ」

　名前は関係ないし、背丈なら中学生みたいな海竜王寺には言われたくないだろうと思う。

「彼女はジーニアスではないが、海洋生物学の分野では間違いなく天才だ。世界を見ても並び立つ者はそういまい」

「へえ……そんな感じには見えなかったけどな」

「人は見かけによらない、人を見かけでよるだけだ、とは誰の言葉だったかな？　雲母坂研究員が取り組んでいるのは、魚よりもっと小さな生物──たとえばプランクトンやバクテリアだね。そうした微び生せい物ぶつの研究が最近の海洋生物学では主流になっている。自然環境を根底で支えているのはそうした微生物だし、昆こん虫ちゆう類が生息していない海では特にその傾向が強いから、当然と言えば当然だ」

　どのあたりが当然なのか、高行にはいまいち分からないが、とりあえず頷うなずいておく。

「いま世界中で使われている燃料の半分以上が植物プランクトンから生成されていることからも分かるように、海洋微生物学は今後世界を大きく変える可能性を持った『熱い』学問だ。雲母坂研究員も、ほんの少しの運さえあれば、明日にも歴史に残るような発見をするだろう」

　自分のことのように誇らしげに言った海竜王寺の口元に、ふと気弱そうな笑みが浮かぶ。

「そして、それはきっと僕にはできないことだ。いまでこそ僕が彼女に指導するような形になっているが、すぐにそんな必要はなくなる。彼女は僕なんかいなくても、超一流の海洋微生物学者になれる。そして、僕はその分野で彼女には勝てない」

「勝つとか負けるとか、そういうことじゃないのでは？」

「僕は負けず嫌いなんだ」

　海かい竜りゆう王おう寺じは最後にこう付け加えた。

「そのくせ僕は、世界を変える勇気がない」

　オウムガイの水すい槽そうをこつんと叩たたいて、また歩き出す。

　その後ろ姿がひどく遠くに感じる。まるで水槽の内と外のように、すぐそこにいても触れることはできず、声も届かない。透明で堅けん牢ろうな壁に隔へだてられているようだ。無理に壁を越えてみたところで、呼吸さえままならない。自分と海竜王寺では、生きていける世界が決定的に違うのかもしれない。
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「本当に見せたいものは、この先だ」

　海竜王寺の先導で、廊下の奥まった位置にあるエレベーターに乗る。扉が開くと、そこは薄暗くて狭い廊下だった。ここまで歩いてきた水中神殿のような空間とはえらい違いである。どうやら、研究員や関係者だけが使うバックヤードのような場所であるらしい。ただでさえ狭い廊下に、正体不明の機材や、緑色の粘液でべっとり汚れた衣類、不規則にがぼがぼ揺ゆれる発はつ泡ぽうスチロールの箱などが並んでおり、歩きにくいことこの上ない。あれ、俺この場所知ってるというデジャブに襲われた。部室長屋の散らかり方とそっくりなのだ。

　大きなロッカーがいくつも並んでいる更衣室のような部屋を抜けると、強い光が足元から迫ってきて目がくらんだ。視覚が戻らないうちに、ゆるりとした風が頰ほおを撫なでた。

　その風は湿っていて、なぜか潮の匂においがした。

　ようやく目が慣れる。高たか行ゆきの目の前には、直径五十メートルほどの大きな円形プールが広がっていた。満々と湛たたえられた海水がちゃばちゃばと音をたてている。天井は高く、巨大な照明器具がいくつもぶら下がり、水面をぎらぎらと照らしている。強い照明のせいか、気温も汗ばむほど高い。波間にばしゃりと何かが跳ねる。いまにもカモメの鳴き声が聞こえてきそうだ。混こん沌とんとした廊下を抜け、時間と空間を飛び越えて、夏の海辺に迷い出たような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　高行が間抜けヅラで潮風に吹かれているのを、海竜王寺は楽しそうに見て言った。

「覗のぞいてみるといい。落っこちないようにね」

　こわごわプールの縁に四つん這ばいになり、言われるまま覗き込んでみた。水の色から察しはついていたが、直径と同じぐらいの深さがあった。水中をうごめく無数の魚影は、多少の違いはあれど、どいつもこいつも水を良く切りそうな体型をして、身体の側面に鰓えらを持ち、切れ込みのある三角形の鰭ひれを生やしている。尖とがった頭に目は小さく、口の中には鋭い歯が無限に並んでいることであろう。

　全部、サメであった。

　うひゃあ、と高たか行ゆきは悲鳴を上げた。

　サメ、サメ、サメ、サメ。恐ろしいにもほどがある。確かにサメからはフカヒレという高級食材が採れる。だが、食わねば死ぬということはない。高行だってインスタントスープに入っているやつ以外は食ったことはない。あんな動物性コンニャクみたいなものより、エビやカニの方がずっとうまいに決まっている。観賞目的なら巧みに品種改良された熱帯魚でいけない理由がどこにある。なにゆえこんなに、なにゆえみっちり、サメばかりを集めなければいけないのか。誰が得するの？　何が楽しいの？　こんな殺さつ伐ばつとした水すい槽そうを作ったやつは、超ちよう弩ど級きゆうの阿あ呆ほうに違いないと思った。

「見事なものだろう。この水槽は僕がプロデュースしたのだ。その名もシャークホール」

　阿呆が阿呆自慢をして笑った。

　その足元には、群青色のぺらぺらしたものが広げられている。それはフードやグローブ、ブーツまでが一体になった全身タイツのような形をしており、胸には吸きゆう排はい気きを行うバルブが、背中にはごつい防水ファスナーがついている。

　もしかしなくても、ダイビング用のドライスーツだった。しっかり二人分用意されている。

　嫌いやな予感どころの騒ぎではなかった。明確な命の危機であった。

「そんなに怖がらなくても大丈夫だよ。このスーツには迷彩機能があってね、水中に入ると光を屈折させて姿が見えなくなるからサメに襲われる心配はない。体温調節機能があるのでアンダーウェアがいらないし、ある程度の耐圧性も兼ね備える優れものさ。これ一着で家が建つ」

　はいそうですか、とそう簡単に頷うなずけるものではない。

「万が一ということがあるだろう」

「万が一嚙かまれても、サメの歯でこのスーツを破ることはできないよ。それに、局所的に強い負荷がかかると、強力な電磁波が発生する仕組みになっている。サメにはロレンチーニ器官というものがあって──」

「酸さん素そはどうする。ボンベが見当たらない」

　海かい竜りゆう王おう寺じは、スーツと一体化されたゴーグルを指して、

「海水を電気分解すると酸素が取り出せる。炭素吸着機能もあるから二時間は潜もぐっていられる」

「でも、ダイビングなんてしたことがない。訓練が必要なんだろう、こういうのは」

「大丈夫。僕がついてる。細かい操作は、機械が勝手にやってくれる」

「そういえば、お前病やみ上がりだろう。ダイビングなんてやめておけ」

「このスーツなら一切水に触れないから大丈夫だよ」

　次々に退路を立たれ、追い詰められた高行は噓うそをついた。

「実は俺、泳げないんだ」

「泳ぐ必要はない。気圧の調整で浮いたり沈んだりするだけだから」

　海かい竜りゆう王おう寺じはくくくと笑った。

「怖いかい？　竹たけ原はらくん」

「……怖くないわけがないだろう。何が楽しくてこんなことをせにゃならんのだ」

「それでいい。怖いと思ってもらわなくちゃ、これを見せる意味がないから」

　海竜王寺は躊躇ためらいもなく制服を脱ぎ出した。啞あ然ぜんとする高たか行ゆきの視線を気にもせず、あっという間に下着姿になると、手て際ぎわよくスーツを装着していく。やはり胸回りがきついのか、ぎゅうぎゅうと押し込むのに苦労している。──と、事細かに眺めている場合ではない。高行は、黒々としたプールを見て、薄青色のスーツを見て、海竜王寺の尻しりを見てため息をついた。
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　四苦八苦して着用したスーツは一般的なドライスーツよりもずっと薄手で、これでもかというぐらい身体のラインが出てしまう。しかし高行に、海竜王寺の肢し体たいや、己の破は廉れん恥ちな姿を気にする余裕はなかった。いざ水に入る段になると、大量に送り込まれた恐怖によって脳のう味み噌そが機能不全を起こした。高行は海竜王寺にしがみついて、刺激を受けると首を振るだけのポンコツと化した。スーツ越しに感じる海竜王寺のやわらかさだけが生きている証であった。

　水槽の壁面を滑すべるようにして、落ち葉が池に沈むような速度で潜せん水すいしていく。身体のどこも水に触れていないので水温こそ感じられないが透明度は抜群である。常時ろ過されて、水質が一定に保たれているのだろう。

　人間を頭から齧かじれそうな大型種、手の平に乗るほどの小型種、弾だん丸がんのような流線型、ウナギのように細長いもの、多種多様なサメが、目の前を泳いでいく。これだけバラエティに富んでいるのに、どれもサメだと分かるのが不思議であった。

　やがて、水すい槽そうの底に降り立った。大量の砂が敷き詰められていて、エイにしか見えない平べったいサメがうようよと這はいずり回っていた。海竜王寺に促されるまま、砂底を歩いて進み、水槽のほぼ真ん中あたりで仰あお向むけになった。高行は子こ猿ざるのように海竜王寺にしがみつく。

　遥はるか高みで揺ゆれている水面が、きらきらと複雑に輝いて万まん華げ鏡きようのように見える。あれは水面を泳いでいる大きなサメなのか、それともごく近くを泳いでいる小さなサメなのか、遠近感さえ曖あい昧まいになってくる。こんなスーツを着ているからだろうか。たまらなく怖いはずなのに、身体の輪りん郭かくがゆっくりと海水に溶けていくような気がした。

『どうかね？』

　幻想的な光景に目を奪われていると、耳元で海竜王寺の声が聞こえた。

『こうしてスーツが触れ合っていれば音声で通信もできる』

　どれだけ多機能なんだ、と言ってやったが、どうも海竜王寺には伝わっていない。

　魚のように口をぱくぱくさせる高たか行ゆきを見て、海かい竜りゆう王おう寺じは首を傾かしげた。

『故障しているようだね。まあいい。むしろ好都合だ。そのまま聞いて欲しい』

　海竜王寺は両手を水面に向かって広げた。その手が触れそうなほどの距離を、スピルバーグのせいで、あまりにも有名になりすぎたホオジロザメが悠ゆう々ゆうと通り過ぎていく。少しちびった。

『すごい光景だろう？　サメだらけの水槽に潜もぐっていることもそうだけど、まずこの巨大な水槽がすごい。この深さまで生身で潜れるということがすごい。これだけたくさんのサメを同じ水槽で飼っていて、共食いをさせないということもすごい技術だ。技術はどんどん進歩して、世界はどこまでも広がっていく。それは、人類という種が営々と続けてきたことだが、その流れをジーニアスの存在が不自然なまでに加速させている』

『この学園都市がいいモデルだ。旧稲いな媛ひめ市は学園都市に指定されることで、不自然なほど急速な発展を強しいられた。この街では古いものと新しいものが、まるでデッサンの狂った絵のように取り返しのつかないほど複雑に結合してしまっている。当然、歪ゆがみが起きないはずがない。あって然しかるべきものが消え、あってはいけないものが現れる、そんなことは日常茶さ飯はん事じだ』

『学園で人知れず起きて、人知れず闇やみに葬られるジーニアス禍かがどれだけあるか。その被害がどれほどのものか。キミが知ったらきっと驚くだろう。アメリカという国がこの地球上から永久に消滅したあの事件──《ビッグロスト》のような悲劇が、明日起こらないという保証はどこにもない。ＧＣＯが発足して、ジーニアス由来の技術を管理しようと努めているが、焼け石に水もいいところだよ。世界はジーニアスによって否応なしに加速していく。これを不自然なものだとしてジーニアスを排はい除じよしようとする回帰主義者や抑制派がいる。その一方でジーニアスを利用するだけでは飽き足らず、神と崇あがめ奉たてまつる手合いも出てくる始末だ』

[image: ]

　ぎゅっと海かい竜りゆう王おう寺じが手を握ってきた。

『自分の一挙手一投足が、瞬またたく間に世界を変革し、破壊していく。取り返しのつかないほど、決定的に。ジーニアスならば皆思うことだ。自分は怪物なのかもしれない、と』

　進歩とか世界とか、なんだか大おお袈げ裟さな話になってきた。

　しかし、と高たか行ゆきは思わなくもない。

　いま、隣にいる彼女。

　予想外の事態に弱くてすぐに取り乱す、胸が大きくて背が低い少女。

　ひどく演技がかった言動をするくせに、大きな瞳に臆おく病びような動物のような光を宿らせて、甘えたいくせに素っ気なく、近づきたいくせに孤独を選ぶ。滑こつ稽けいなくらい頭でっかちで、かわいそうなくらいひとりぼっちな女の子。海竜王寺八やつ葉はが世界を破壊する怪物であるとは、とても思えないのだけれど。

　海竜王寺は続ける。

『何かを作るなんてとんでもない。他人と話すのも、呼吸をするのさえも畏おそれ多い気がする。何もできないような、何もしてはいけないような気がする。この恐怖は、きっとジーニアスにしか理解できないものだと思う。だからこそ、今日はここへ来てもらった。この水槽で感じる恐怖は、僕の感じているそれとよく似ている』

　海竜王寺はこんな気の遠くなりそうな恐怖に、二十四時間苛さいなまれ続けているのか。その気持ちはやはり高行には推おし量りがたい。逃げずに踏み止まっているだけでも賞賛に値しよう。しかし、海竜王寺は前に進むことができない自分を恥はじているのだ。

『ただ生きているだけで、何かを壊してしまうのなら、壊してしまうものよりたくさんのものを作ればいい。そう決めたからこそ、僕は学園に来た。でもね、やっぱり怖かった。いざ動き出そうとすると、手足がすくむ。怖くて怖くて、頭の芯が痺しびれてしまう。途方に暮れたよ。自分はずっと立ち止まっているしかないのか、この水底にいつまでも沈んでいるしかないのか。そんな時だったよ。忘れもしない。２０１８年８月26日。焼けるように暑かった夏休み最後の日曜日。僕は見たんだ』

　何を、という高行の視線を受け止めて、海竜王寺は嬉うれしそうに言った。

『空を泳ぐ魚──僕は、あんなに美しいものを初めて見た』
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　その日、海竜王寺は二十二号館の屋上に足を運んだ。

　馬ば鹿かみたいに晴れ渡った空の下、特に何をするでもなく、芝しば生ふをむしったり、鉄塔によじ登ろうとしてすぐに諦あきらめたり、屋上の縁ふちを一本橋のようにふらふらと歩いたりした。縁から地上を見下ろして、ここから飛び降りたらどうなるだろうと思った。死亡する確率92・７パーセント、大おお怪け我がするも命を拾う確率７・２パーセント、無傷で着地できる確率０・１パーセント、などとデタラメな計算をしてみた。

　本気で考えていたわけではない。ジーニアスは自殺などしない。ただ、あの瞬しゆん間かん、誰かに背中を押されていたら、さして抵抗もせずに墜つい落らくしていたかもしれない。そんな、何もかもが、どうでもいいような、満天下から消え去ってしまいたいような気分であった。

　海かい竜りゆう王おう寺じ家を半ば家出同然に飛び出し、不退転の意志を固め、学園都市で暮らし始めてはや半年が過ぎようとしていた。この半年、何も変わらず、何も成し遂げられなかった。逃げないと決めたは良いが、鏡面の己に睨にらまれた蛙かえるの如ごとく、一歩も動くことができない。

　そんな自分にどうしようもなく嫌いや気けが差していた。

　顎あごを滑すべった汗が、遥はるか眼下の地面にぽたりと落ちて、あっという間に吸い込まれていく。太陽は天頂にさしかかり、まだまだ気温を上げるつもりでいる。帰ってアイスでも食べようと腰を上げた時である。グラウンドの方から賑にぎやかな歓声が聞こえてきた。

　二十二号館から見下ろせるグラウンドでは、第三第五学園都市合同で陸上競技の記録会が行われていた。フィールドの右端にハイジャンプ用のマットとバーが設置されていて、歓声はその周辺から起きているらしかった。海竜王寺はスポーツを嗜たしなまない。観戦にも興味はない。にもかかわらず、胸ポケットから眼鏡を取り出したのは、単なる気まぐれか。あるいは予感めいたものがあったのか。眼鏡の望遠機能で、歓声の真ん中を覗のぞき込み、

　そして、海竜王寺は呼吸を忘れた。

　──髪の毛一本一本にまで漲みなぎった緊張、無駄と迷いを殺しつくした動き、持てる力のすべてを一瞬に注ぎ込む姿勢。同じ競技をしていた選手は、他にもいたはずなのに、その跳ちよう躍やくだけが目に焼きついて離れなかった。

　自分はなぜあれほどまでに魅みせられたのであろう。四六時中、寝ても覚めてもそればかりを悩んだ。たったひとつのことにあれほど頭を使ったことは今までなかった。ポリシーを曲げて小説以外の本を読んでみたりもしたが、答えは出なかった。

　これはどうやら陸上競技そのものではなく彼自身に秘密があるようだと思い至った。鷹たか嘴はし由ゆ真まに依頼し、彼について調べてもらい、ひたすら考え続けた。そうして悶もん々もんと過ごしているうちに夏が終わり、秋が過ぎ、冬が来て、彼が足を故障し陸上部を引退するという噂うわさを聞いた。

　答えが出たのは、皮肉にもそんなタイミングだった。
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『あの夏の日に見た美しいものを、自分の手で再現してみたい。そう思った』

　こぽこぽと海かい竜りゆう王おう寺じは気泡を浮かべて笑う。

『キミが無関係だなんてとんでもない。キミがいなければあの研究は始まってすらいなかった。あの日からずっと、僕の心の中で熾おき火びが燃えているんだよ。どう責任を取ってくれるの？』

　海竜王寺は高たか行ゆきを見つめた。

『キミがそばにいてくれるだけで心強かった。キミが見ていると思うと頑張らなければと思えた。それでも謙虚なキミのことだから、自分は何もしていないと言うかもしれない。でもね、他人のために何かをしようという人は大勢いるけれど、自分のことを一生懸命にやっていて、それが他人のためになっているという人はそう多くない。それは、自信を持っていい。少なくとも僕には絶対にできないことだ』

『アメリカ時代の資料から『悪魔の眼』を引っ張り出して、一週間で基き礎そ理論を構築した。フレーム設計を二週間、自律可変カウルを三週間、フロートドライブを一ヶ月で仕上げて、そこでまた怖くなってしまった。キミが手伝ってくれるなら研究を進められるかもしれないと考えて、会う決心をするのに三ヶ月もかかった。三ヶ月もあればもう一つ『悪魔の眼』を作れた。もっと早くキミに声をかけていれば、こんなことにはならなかったのにな』

　ゴーグルの奥で、海竜王寺は恥はじ入るように目を伏せる。

『僕はいつも後悔ばかりしている。今思うに、キミが学園を去ると知って焦あせっていたのだな。研究を続けるには、どうしてもキミが必要だったから。ただでさえ焦っていたのに『眼』が行方不明になって、あんなふうに取り乱してしまった、というわけだ。本当に、あれを完成させられないのが残念でならないよ。本当に』

　恥じることなど何もない、と高行は思う。

　いきなり高行の前に現れて第二科学部へスカウトしたことは、海竜王寺にとって魚が陸に上がるくらいの大決心であったに違いない。一体どれほどの勇気を必要としたことだろう。

　翻ひるがえって、自分はどうだ。海竜王寺は今も自分を信じてくれている。だというのに、高行は自分を信じ切ることができなかった。みじめったらしく自分が選んで歩いてきた道を後悔した。立ち上がろうとはせず、薄っぺらなプライドを守るために逃げ出そうとした。

　恥ずかしかった。

　このまま水に溶けて消えてしまいたかった。

　いや、それでは生ぬるい。サメに食われて死んでしまえ。

　海竜王寺の心に火を点つけたという美しい生き物は、跳べなくなって死んだのではない。

　そんなものは最初から存在しなかったのだ。それはきっと、真夏の陽かげ炎ろうが魅みせた幻だ。

　自分の呼吸だけが聞こえる時間が続いた。わずか数分の沈黙が、まるで永遠のように長かった。永遠にも等しい数分間で必死に頭を働かせた。

　自分に何ができるのか、自分は何をすべきなのか。自分は何をしたいのか。

『あ、あれを見て』と海かい竜りゆう王おう寺じは一匹のサメを指差した。

　地味なサメである。体色は全体的に暗色で、華きや奢しやな身体付きからは獰どう猛もうなハンターというよりは、すばしっこい盗人ぬすつとという印象を受ける。ヒレの数が多く、顎あごが正面に飛び出している。

『あいつはクラドセラケ。世界で最も古いサメの一種でね。四億年も前に絶ぜつ滅めつしてしまったが、化石から復元されたものだ。見たまえ、あの洗練された造形。美しい。あいつは四億年前の絶滅種だというのに、驚くほど現代のサメに似ている。そう考えてみると、彼らはなんて頑固な一族だろうね。どれだけ時代と環境が変わっても、最初にこうと決めた生き方を貫つらぬいている。初しよ志し貫かん徹てつとはこのことだ。格好良いにもほどがあるぞ！』

　海竜王寺は怒ったように笑う。

　高たか行ゆきは滑すべるように泳ぐ地味ザメを見た。見れば見るほど地味であり、ひょろりと細い体たい軀くに、ぎょろりと大きな眼は微び妙みようにアンバランスで、それほど美しい魚だとも思えない。アンコウスーツといい、海竜王寺の美的センスは世間一般からはちょっとズレている。

　だから、あれくらいなら、なんとかなるかもしれない、とも思った。

　まずは認めよう。これまでの自分は臆おく病びような男であった。そして、今の自分は恥はずかしい男である。だが、これからもそうであると誰が決めた。あの地味で小こ狡ずるそうなサメを、海竜王寺が美しいと思ってくれるなら──幻を本物にすることができるかもしれない。今からでも、遅くはないかもしれない。

『僕の話はこれで終わり』

　海竜王寺は砂底を叩たたくようにして、ふわりと起き上がった。

『そろそろお腹も空いただろう？　ダイオウイカを見ながら食事のできるレストランは、世界広しといえどもここだけだからね』

　高行は手を引かれて、ゆっくりと浮上していく。四方八方をサメに取り囲まれた空間を潜くぐり抜けていくのは、やはり怖い。けれど、なぜだろう。望むところだ、かかって来い。という無茶な闘とう志しがふつふつと湧わいてきていた。こんな気分は、ひどく久しぶりであった。

　光の差す方へ上っていく二人を、地味ザメがじいっと見つめていた。
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　海洋生物博物館では、食用魚の遺伝子改良と養殖実験も行っており、そこで得られた成果物が、併設されたレストランで提供されていた。軽く人体実験だが、伊い勢せエビフライ定食もトロづくし丼どんも五百円という値段設定はあまりにも魅み力りよく的だった。

　高行は伊勢エビフライの尻尾しつぽをがりがり齧かじりながら、

「そう言えば、もうひとつはっきりさせなきゃいけないことがあった」

「なんだね？　この際、なんでも教えようじゃないか」

「あの写真は一体なんだ。もしかしてストーカーってやつ？　え、怖い」

　海かい竜りゆう王おう寺じはマグロっぽい刺身を醬しよう油ゆもつけずに食べながら、

「失敬だなキミは！　あれは研究資料だよ。他意はないさ」

「……女は得てして気まぐれである」

「なんの話だい？」

「やっぱり研究は続けるべきだって話だ」

　海竜王寺はきょとんとした目つきで高たか行ゆきを見た。高行はエビフライを齧かじり続ける。

「『眼』は俺がなんとかしてみよう」

「なんとかって」

「なんとかすると言ったらなんとかする。だから、あの魚をいつでも飛ばせるように準備しておいてくれ」

　海竜王寺は大トロをむぐむぐと飲み込み、

「何をやらかすつもり？」

「無意味で恥はずかしいことをする。青春というやつだな」

　しばらくトロの山をつついていた海竜王寺は、小さく頷うなずいた。

「考えておこう」

　海竜王寺としては、午後もみっちり水族館を見て回る予定だったらしいのだが、先に帰らせてもらうことにした。平日でガラガラに空いている環状線に飛び乗り、向かうは高等部。

　今頃、くそ真ま面じ目めに授業を受けているだろう、あの男にメールを飛ばした。
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　去年の冬、とある事故で右足を破壊した高行は、一目散に凋ちよう落らくした。

　高行の凋落によって必然的に、陸上部のエース筆頭となった灰はい塚づかは、日々の練習はもちろんのこと、他学園の陸上部との折せつ衝しようや、中等部での後輩指導へとかり出されて忙しく、ほとんど顔を合わせることがなかった。合わせる顔もなかった。

　あいつが慕い、あいつがライバルと認めたのは、かつての自分であることぐらい、高行とて分かっていた。落ちぶれ果てた情けない自分を見て、灰塚が悲しそうに眉まゆをひそめる。そんな想像をしただけで、爆ばく発はつしてしまいたい気持ちになる。

　故ゆえに、高行は引きこもった。万が一にも、灰塚と出会ってしまうことを恐れた。自分はどうしようもなく行き詰まってしまったのではないかという不安、自分はなんの取り得もない凡ぼん人じん以下の無能なのではないかという疑念。灰塚清きよ彦ひこは、それらすべての象徴であった。勝手に象徴にされた灰塚は迷惑極まりなかったであろう。

　無む駄だに広い高等部の敷地には、やはり無駄にたくさんのグラウンドがある。その中でも南一号と呼ばれるグラウンドは、ポリウレタンで舗ほ装そうされた高速トラック仕様のグラウンドである。ナイター用の照明までが完備されたそのグラウンドの西側に、陸上部が部室を構えるクラブハウスは立っている。

　下へ手たなマンションよりよほど立派なクラブハウスを見上げて気合を入れる。

　ずっと先延ばしにしてきた約束を、今こそ果たそうと思う。なあなあにしてきた諸々にけじめをつけなければならない。これで何かが変わるわけではない。何かを変えるために必要なことなのだ。

　陸上部、と毛筆で大書された（何代か前の陸上部部長と書道部部長が兄弟だったらしい）木製の扉の横には、まるで表札のような板に「管理責任者・馬ま門かど田たつ子こ」とある。

　扉越しに調子っぱずれの鼻歌が漏もれ聞こえてくる。あれはモンちゃんに違いあるまい。

　扉に手を伸ばしかけて、高たか行ゆきは固まる。どうやって入るべきか。陸上部は後ろ足で泥をかけた古巣も同然である。もはや部外者のようなものだが、かしこまってノックをするのもおかしい気がする。

　高行は鼻息を噴ふん出しゆつした。阿あ呆ほうらしい。

「失礼します」

　入ってすぐの部屋は主にミーティングなどに使われていて、いくつかの椅い子すと重複表示のできる立派なレーザーボード、簡易な給湯設備がある八畳ほどの空間だ。さらに奥には男女別の更衣室兼休きゆう憩けい室、過去の記録や部員のパーソナルデータなどを収めた資料室まで完備されている。住もうと思えは普通に住める。隙すき間ま風がたがた、ゴキブリがさごその部室長屋とは天と地ほども隔へだたった環境だ。

　モンちゃんは定位置である部屋の隅すみっこのパイプ椅子にちょこんと座り、実に幸せそうな表情で、ポンデリングをもきゅもきゅと齧かじりながら、短歌のようなタイトルの少女漫画を読んでいた。まだ部活が始まるまでには時間があるから、他に部員の姿はない。

　顔を合わせるのは四ヶ月振りだが、ちっとも変わっていない。どう間違っても陸上部の顧こ問もんには見えない服装（今日はふわっふわ素材の白いワンピース。足元は針金細工みたいなミュール）も、変わっていない。読書とカロリー摂せつ取しゆに夢中になっているのか、こちらに気づかない。

「モンちゃん。そんなに食うとまた太るぞ」

　弾はじかれたように顔を上げたモンちゃんは、目も口もまん丸にして「ああっ!?」と大声を上げた。その調子に、少女漫画を取り落とし、そこへ口から飛び散ったドーナツ片が降りかかり、モンちゃんは「あ、ああ～……」と情けない声を出す。

　陸上部顧問・馬門田子（二十四歳）は、つまりこういう人だ。モンちゃんのモンは顧問のモン、そして馬門のモンである。高行はこの人が少し、いやだいぶ苦手であった。ほとんど無意識に、ため息が漏れてしまった。するとモンちゃんは肉食獣の気配を感じ取ったミーアキャットの如ごとく敏感に反応した。食べかけのドーナツも放り出し、ささっとパイプ椅子の陰に身を隠かくす。

「モンちゃん？」

「ごめんなさい。すいません。許してください。死にます」

「まだなんにも言ってない。謝るな。死ぬな」

　ぴいっ、と悲鳴を上げたと思ったら、身を縮こまらせてがたがた震え始める。

「あの……モンちゃん？　なんでそんな怯おびえていらっしゃるんですか？」

　ひゃっくりのように息を詰まらせながら、

「たかちゃん、怒ってる？」

「怒られこそすれ、怒る理由がありません」

「だって、たかちゃん、全然部活に来ないんだもん。モンちゃん嫌われてるのかと思って」

「モンちゃんを嫌いなやつなんていないよ。ともかく御ご無ぶ沙さ汰たしておりました」

　涙をいっぱいに溜ためた右目が、上目遣いに様子を窺うかがってくる。

「ほんとに怒ってない？」

「ほんとに怒ってない」

「ほんとのほんとに怒ってない？」

「ほんとのほんとに怒ってない」

　なんだこの面倒なやり取りは。

　少しずつ警けい戒かいを解き始めたモンちゃんは顔を半分ほど覗のぞかせて、

「ぶたないって約束してくれる？」

「それじゃ俺がいつも暴力振るってるみたいだろ！」

　我慢できずに叫んでしまった。

　ケツに火がついたような大声で泣き出す二十四歳。きっとクラブハウス中、いやグラウンドにまで聞こえていることだろう。部室に警備員が押し入ってくるのも時間の問題だ。

　気の弱さもここまでくると幼児期の虐ぎやく待たいを疑いたくなるのだが、モンちゃんのお母さんには何度か会ったことがあって、これがまた娘に負けず劣らず天然さんで、娘が忘れたお弁当をわざわざ届けに来るような親バカだったりするので、その線は薄いだろう。この泣き虫が、現役時代は日本人女子初の百メートル十一秒フラットを叩たたき出したスプリンターだというのだから、本当に人は見かけによらない。

　こうなってしまってはなす術すべはない。モンちゃんはいっこうに泣き止やむ気配がなく、部室のドアが力強く開かれて、高たか行ゆきはとうとう観念した。大丈夫、話せば分かる、そういう顔を作って振り返る。そこに立っていたのは警棒を振りかざした警備員──ではなく、コンビニの買い物袋をぶら下げた灰はい塚づか清きよ彦ひこだった。一片の曇りもない爽さわやかな笑顔で、

「こら高行。またモンちゃん泣かせてるな」

　高行はわしゃわしゃと頭をかいて、手近な椅い子すにどすんと腰を下ろした。

「……泣かせてねえよ。勝手に泣いたんだ」

「お前は優しくないんだよ。そんなんじゃモテないぞ」

「やかましい。その優しくないところに惚ほれる女もいるのだ」

　たぶん。いるといいなあ。高たか行ゆきはつまらなそうに頰ほお杖づえをついて、そっぽを向いた。もはや懐かしいとさえ感じる灰はい塚づかとのやり取りに、そうでもしなければ、口元が緩ゆるんでしまいそうだった。今日は楽しいお喋しやべりに来たわけではない。

「モンちゃん、プリン食べる？　鶴つる屋や観かん音のん堂どうの新製品」

「たべる！」

「高行と男同士の話があるからさ。ちょっと外してくれると嬉うれしいな」

「外す外す！」

　プリン一個であっさり機嫌を直したモンちゃんが部室を出て行く。灰塚のモンちゃんの扱い方には、見事なものがある。高行と灰塚は椅い子すに座って向かい合う。

「ドリンク。飲むか？」

「うむ。もらう」

　灰塚から受け取った紙コップには、薄い黄色の液体がなみなみと注がれている。陸上部に代々伝わる秘伝のスペシャルドリンクである。酸味に負けがちな甘味の中にかすかな塩気が潜ひそんだ、絶妙なマズさ。夏場に死ぬほど汗をかいた時には、これが天上の飲み物のように思える。あんまりにも懐かしくて涙が出かけた。

　高行はなんとなく室内を見回して、

「散らかってるな」

「今年は新入部員が多くてさ。もうちっと広い部室に引越さないと」

　ああ、と思う。いまやすっかり舌に馴な染じんで、もはや懐かしくもあるこのドリンクを、初めて飲んだ日から一年が過ぎたのだ。もう一年、という気がする。仙せん台だいの叔お父じさんのガソリン車に揺られて、この街にやってきたばかりのあの頃。右も左も分からなかった高行は、とにかく日々を生き抜くのに精一杯だった。決して大おお袈げ裟さな話ではない。地元を離れて寮暮らし、周囲には誰も自分を知っている人がいない──転校というイベントはそれだけで多大なストレスを伴う。そこへ、学園特有の複雑怪奇なローカルルールが追い討ちをかけ、転入から三ヶ月を待たずして傷心、地元へ帰っていく生徒が、毎年少なからずいる。

　お互いドリンクを飲み終わったところで灰塚が言った。

「授業を抜け出すのに苦労した。腹が痛いと言っても信じてもらえないんだもの」

「普段から健康優良っぷりを隠かくさないからそういうことになる」

　高行は自分を棚に上げて言った。灰塚はかかっと笑って、急に真ま面じ目めな顔をする。

「それで。話って」

「いや、何。おまえの落とし物を拾ったから届けに来た」

　高たか行ゆきはポケットからあるものを取り出す。見ようによっては、小さなサメの歯のようでもある。それは、陸上のスパイクシューズに装着する金属製のピンであった。高行はピンを手の平でくるくる回して言った。

「このメーカーを使っているのは、お前だけだったよな」

「……ああ。そうだけど」

　灰はい塚づかは硬い表情で頷うなずいた。灰塚の性格からして、しらばっくれるようなことはないと思っていたが、こうもあっさり認められると拍子抜けである。探偵に問い詰められた犯人が、手て練れん手て管くだを弄ろうして犯行を誤ご魔ま化かそうとするのは、やはりフィクションの中だけなのかもしれない。

　灰塚のピンを拾ったのは第二科学部の分室。つまりは二十二号館の屋上。実験機から『悪魔の眼』が盗み去られた現場である。海かい竜りゆう王おう寺じは部外者が侵入した形跡はないといっていたが、それは出入りが記録されるドアや通路を利用した場合に限られるだろう。たとえば空から屋上に降り立ち、『眼』を盗み出し、再び飛び去ったのだとすれば記録は残らない。

　そんな鳥のような芸当は人間には不可能だ。しかし、二十二号館の隣には、ほんの五メートルばかりの距離を空けて二十三号館が立っている。五メートルというのは、度胸さえあれば跳んで跳べない距離ではないし、二十二号館と二十三号館はまったく同じ構造なので高低差もない。跳ちよう躍やく系の競技を専門にしている陸上選手ならなおさらだ。

「ピンを残したのはわざとか？　それとも偶ぐう然ぜんか？　まあ、どっちでもいい。正直、驚いた。おまえにしちゃ、ずいぶん思い切った、それでいて回りくどいやり方だ。責めているわけじゃないぜ？　むしろ感心している。少し見直した」

「なんのことやら、さっぱり分からないな」

「いまさらとぼけるなよ。あれは海竜王寺の大切なものだ。あれがないと研究が進まない」

「海竜王寺さんか……すっかり第二科学部の一員だな。もう、戻ってくるつもりはないんだな」

　高行は答える代わりに、携けい帯たいを開き、用意だけならずっと前からしていた退部届を表示する。

「モンちゃんの生体認証サインがあれば、すぐ提出できるようにしてある」

「それだけじゃ、探し物は見つからないかもなあ」

　灰塚はにやりと笑った。こいつにもそんな顔ができるのかと、また驚かされる。

「オレとおまえの勝負がついたら、ひょっこり出てくるかもしれないなあ」

　そのネタを持ち出してくるであろうことは予想できていた。信頼も実績も十二分であるにもかかわらず、灰塚は部長就任を固辞している。鷹たか嘴はし由ゆ真まが面おも白しろ半分に仕掛けたに過ぎない、部長の座をかけたハイジャンプ対決を今に至るも引き摺ずっているのである。

「おまえが、つまらないことにいつまでもこだわるから伊い佐さが苦労しているんだぞ」

「それはすまないと思ってる。でも、つまらないことじゃない。オレにとっては大切なことだ。おまえの探し物と同じくらいに」

「おまえだって、薄々分かっているだろう。俺の足のこと」

「そんなことは知らない。お前は噓うそつきだから信用がならない」

　無茶苦茶だ。救いがたい阿あ呆ほうである。何を意固地になっているのか知らないが、いつまでも後ろを振り返っていないで、さっさと先に行っちまえと思う。

　しかし、自分には選択肢しも拒否権もないのである。

「……いつだったっけな。いまさら対決なんてしても誰も得をしない、と俺は言ったよな。考えてみれば、それは間違いだった。白黒はっきりさせれば、少なくとも伊い佐さの苦労が減るだろう。彼女にはずいぶん迷惑をかけた」

　灰はい塚づかはぽかんと口を開けている。高たか行ゆきはわしわしと頭をかいて立ち上がった。

「分からんやつだな。ハイジャンプでも兎うさぎ跳とびでも、なんでもやってやると言ってるんだ」

　ようやく理解した灰塚は、応じるように立ち上がる。

「本当か？」

「ここで噓うそをつくほど阿呆ではない」

「じゃあ日時は──そうだな。一週間後。月曜の部活の後でどうだ」

「それで構わない。探し物の件、忘れるなよ」

「おまえが手を抜いたりせずに本気で勝負するなら、きっと見つかるさ」

　高行は憤ふん然ぜんとして言った。

「ふざけるな、やるなら全力だ」

　二人はごつんと拳こぶしをぶつけ合った。
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　陸上部を後にした高行は、そのままかかりつけの病院に直行した。すでに受付時間は終了していたが、今すぐ熊くま先生に診みてもらえないと死んでしまう、と騒ぎ立てると、熊先生がのっしのっしと歩いてきて「何をしてるの、チミは」と叱しかられて処置室に連行された。

　熊先生は良い香りのする紅茶を出してくれた。

「チミは手のかかる患者だ。呼んだときには来ず、呼んでもいないときに顔を出す。言いつけは守らない。リハビリだってちっとも真ま面じ目めにやらない。儂わしは心労で禿はげちゃうよ」

　心臓まで毛が生えているような風ふう貌ぼうをしておいてよく言う。彼が持つとミニチュアのように見えるティーカップを口元に運び「うまい」と自画自賛する。

「そんで。今日はどんな面倒ごとを持ってきたの」

　灰塚とのハイジャンプ対決のことを伝えると、熊先生は露ろ骨こつに眉まゆをひそめて、

「そんなの駄だ目めに決まってる、というのは簡単だけども、理由を聞こうか。一応」

　四月になってから自分の身に起きた出来事を語った。それから自分が決めたこれからのことを語った。熊先生はわしわしと顎あご鬚ひげを撫なでながら聞いていた。

「──と、いうわけで。なんとか、先生のご助力を賜たまわりたいのです。最後に一度だけ。全力で跳べるようにしてもらえませんか」

　そうでなければ終わらせることも、始めることもできない、高たか行ゆきはそう締しめくくった。

　熊くま先生は無言で立ち上がり、紅茶のおかわりを淹いれた。二つのティーカップを持って戻ってきた熊先生は、ぼろぼろと大粒の涙を流していた。毛むくじゃらの頰ほおを滑すべり落ちた涙が、紅茶にぱちゃぱちゃと跳ねた。

「そんなに思い詰めていたとは！　君はいつでも飄ひよう々ひようとしていたから気がつかなかった！」

　熊先生はその外見のままに豪ごう放ほう磊らい落らくを地で行く人であるが、極めて涙もろい人でもあった。

「儂わしは医者失格じゃ！」

「勝手に失格されては困ります」

　熊のいびきのような音をたてて洟はなをすすり、熊先生は言った。

「どうしても、やらねばならんのだね？」

　高行は「どうしても」と言った。

「自分がどうしたいのか、もう答えは出ている。そして、それをやるのは決して難しくない。でも、ただ前言撤てつ回かいをやったのでは、これまでの自分が浮かばれない。それどころか、宙ぶらりんになってしまって、もうどこにも行きようがなくなってしまう。誰かが弔とむらってやらねばならないのです。そして、自分以外の誰も弔ってやることなどできないのです」

　うんうん、と熊先生は何度も頷うなずいた。

「分かった。あい分かった。四方八方手を尽くして、もう一度だけ、君が心置きなく跳べるようにしてあげる。これから本番まで毎日ここへ通うこと。万事儂に任せなさい」

　高行は深々と頭を下げた。




　それから、約束までの一週間、熊先生の指導のもと、ひたすらリハビリに時間を費やした。わざわざ怪け我がを悪化させるための準備がリハビリと呼べるのかは微び妙みようであったし、四ヶ月のブランクを取り戻すには短すぎた。それでもなお全力を尽くすことに意味がある。

　その間、学校へは行かなかった。海かい竜りゆう王おう寺じとも、由ゆ真まとも、有あり屋やとも、連絡は取らなかった。

　約束の前日となる日曜は、一日中自室に籠こもって、イメージトレーニングをしていた。これは高行の経験則だが、イメージよりも上手に、イメージよりも高く跳べる、ということは絶対にない。肉体は想像力を超えられないのだと思う。イメージトレーニングをする時、決まって脳裏に浮かぶのは、焼けつくような真夏のグラウンドだ。

　グラウンドの真ん中に置かれた、バーとマット。

　観客はいない。

　世界に自分がひとりだけ。

　助走距離を取って、呼吸を落ち着かせる。のしかかるようなセミの合唱も、遥はるか彼方かなたに遠ざかり、脳天をじりじりと焦こがすような陽射しの熱も、首筋から流れ落ちる汗の冷たさも、まるで他ひ人と事ごとのように五感から切り離されていく。

　目を閉じれば、身体の内側をはっきりと感じる。追い立てられた動物のように浅く細かい呼吸、今にも破裂するのではないかと思うほど激しい鼓こ動どう、緊張で捩よじれる胃の腑ふからこみ上げる不快な酸味、筋肉と関節の軋きしむ音さえ聞こえるような気がする。

　目を開く。一周四百メートルのグラウンドがどこまでも広がっている。余計なものがどんどん意識から零こぼれ落ちて、空と、地面と、自分と、地上二メートルに引かれた境界線。ついには、それ以外のものが全部消えてなくなる。

　途方もない孤独感と、世界を手にしたような万能感。果てしない土色と水色。怖いくらいに澄んだ水底のように距離感をなくした世界で──ひとりぼっちの音を聞く。

　行け、と声がする。

　行く、と応じる。

　身体を前に倒すように、ゆっくりと走り出す。

　速さを競うためではなく、より高く跳ぶために。

　地面と空との境目が、みるみるうちに近づいてくる。呼吸はとっくに止まっている。もしかしたら心臓も止まっているかもしれない。身体の中にあるものだけを燃やして走る。無酸素の地じ獄ごくの、その先にあるものを目がけて。

　跳べ、と声がする。

　跳ぶ、と答える。

　地面を蹴けって、重力を引き千切る。

　鳥のように飛べている、とは思わない。せいぜい、魚のように泳いでいるぐらいだろう。

　ハイジャンパーは一いつ瞬しゆんの無重力を泳ぐ魚だ。

　身を捩り、背を反らし、最後に足を抜く。

　勝者と敗者の境界線が、身体の下を滑すべり抜けていく。

　視界いっぱいに広がる空。

　夏の太陽がギラリと瞬またたき、意識も視界も白に染まって、世界の一番高いところで天地を失う。

　刹せつ那なの後の、逃れようのない落下を予感しながら高たか行ゆきは耳を澄ます。

　ひとりぼっちの音がしていた。
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　（2019/04/29）

　朝からこれ以上ないくらいの快晴であった。放課後になっても気温は低すぎず高すぎず、湿度は控えめ。東からの微風が心地良い、思わず走り出したくなるような空模様である。

　そんなにも良い天気だと言うのに、南一号グラウンドの方々に散らばっている陸上部員たちの練習はあまり身が入っているようには見えない。動作のひとつひとつに、どこか落ち着かないような、浮ついたような雰ふん囲い気きがしつこくこびりついている。こんな調子で練習を続けていたら怪け我が人が出てもおかしくない。

　練習開始から一時間ほど過ぎて、グラウンドにやってきた灰はい塚づかは、むふうと唸うなった。普段なら活のひとつも入れてやるところだが、今回ばかりはそうもいかない。この雰囲気の発生源は自分にある。灰塚と高たか行ゆきがハイジャンプ対決をする、なぜかいまさら、というニュースは高等部の隅すみ々ずみまで行き渡っていた。それに付随して、根も葉もない噂うわさも飛び交っているようだ。

　大きく息を吸って声を張り上げる。

「集合！」

　散らばっていた部員たちがすばやい動きで灰塚の前に集合する。「だいぶ早いけど、今日はここで切り上げよう」と言った。数名の部員が何か言いたげな顔をしていたが、「ダウン始め！」とすかさず号令を出して質問を許さなかった。ちょっと強引だったかな、と灰塚は思う。

　クールダウンを終えた部員が、片付けのためにグラウンドの方々へ散っていく。

　灰塚は一緒に高跳の練習をしていた部員たちに声をかけた。

「バーとマット、そのままでいいよ」

　部員たちは少し戸惑ったように顔を見合わせる。

「もう少し跳んでいきたいんだ。後でオレが片付けるから」

　まだ納得していない様子の部員たちを、いいからいいからと追い立てるように上がらせる。一周四百メートルのグラウンドには、やがて灰塚しかいなくなった。マットに腰を下ろして、ぽかんと夕暮れ迫る春の空を見上げた。運動したわけでもないのに鼓動が速い。緊張しているな、と思う。西日に照らされてじんわりと温まったマットから立ち昇る、歴代ハイジャンパーたちの汗が熟じゆく成せいされたすっぱい臭においを胸いっぱいに吸い込んだ。この臭いには精神を落ち着かせる効果がある。

「馬ば鹿かみたいだから口閉じてなさいって言ってるでしょ」

　後ろから声をかけられた。振り向くとマットを挟はさんだ反対側に、伊い佐さが腰に手を当てて立っていた。怒っている。眉み間けんに川の字が刻まれているのですぐに分かる。

「これは癖くせだからなあ。そう簡単に直るものじゃないよ」

「癖なんだから直しなさいよ。病気や生まれつきならともかく」

　伊佐の言うことはいつでも正しい。正しいと分かっているのに、伊佐の言うことを聞けなくて何度も失敗してきた。悪いことをして伊佐に叱しかられるということはあっても、その逆というシチュエーションはちょっと記憶にない。

「さっき、二十二号館の屋上見てきた。確かに飛び越えられない距離じゃないけど、足元は芝しば生ふだし、あの高さから落ちたらちょっと助からないぜ？」

　伊い佐さはこのところ様子がおかしかった。そわそわと落ち着かないふうかと思えば、眉み間けんにしわを寄せて何時間も考え事をしていることもあった。先週、高たか行ゆきに呼び出されたときは、本当に何のことか分からなかったが、冷静に考えてみれば、高行の探し物と伊佐の奇行を結びつけるのは、決して不自然でも難しくもなかった。

　高行の探し物、海かい竜りゆう王おう寺じの大切な物──灰はい塚づかは知らないが、『悪魔の眼』と呼ばれるそれを盗み去ったのは伊佐勇ゆう里りであった。伊佐はそっぽを向いて言った。

「命綱はしてたわよ」

「そういう問題じゃないと思うけどなあ」

「何？　お説教がしたいの？　人のものを盗とってはいけません、って？　そんなこと言われなくても、自分のしたことが犯罪だって分かってるわ」

「ありがとう」

　灰塚は言った。

「勇には感謝している。ああでもしてくれなかったら、オレは最後まで高行と勝負ができなかった。本当にありがとう」

　伊佐はじろりと灰塚を睨にらんで「あんたが叱しかってくれなかったら、誰が叱ってくれるの」と怒ったように言った。説教をしなくても、やっぱり怒るのである。

「それにしても。伊佐にしては思い切ったことやったよな」

「あんたのせいでしょ。あんたがいつまでもふらふらしてるから」

「そんなに怒るなよう。これが最初で最後だから。これからはちゃんとするから」

「…………」

「いま、持ってきてる？　必ず返すって高行に約束したんだ」

　ぐるりとマットを迂う回かいしてきた伊佐は、ジャージのポケットから『悪魔の眼』を取り出し、灰塚に手渡した。灰塚はそれを太陽にかざしてみたりした。

「きれいだなあ。宝石みたいだ」

　伊佐は「そうね」と呟つぶやいて所在なさげにしている。

「座れば？」

「いやよ。そんな汚いの。……竹たけ原はらは来るかしら」

「来る。あいつは噓うそつきでへそ曲がりだけど、約束は破らない」

「みんな噂うわさしてるわ。負けた方が陸上部をやめるだとか、竹原が勝ったら部長になるとか。賭かけをしてるバカもいるみたい」

　灰塚はからからと笑った。

「みんな暇ひまだなあ。そんなことあるわけないじゃないか」

「じゃあ、どうしていまさら勝負なんてするのよ？　新入生が入って、せっかく部がまとまってきたところなのに」

「たぶん、けじめ、なんだろうな。そうしなくちゃオレも高たか行ゆきも前に進めないんだ」

　伊い佐さは理解に苦しむ、という顔で首を振った。

「意地になってバカみたいじゃないの」

　自分も高行も、まごうかたなきバカには違いない。しかし、これ以外のけじめのつけかたが思いつかないのも事実だ。大会や記録会において、高行と優勝を争ったことは何度もある。しかし、いざ一騎打ちという雰ふん囲い気きになってくると、調子の良くない方がそれとなく手を抜く、あるいは棄き権けんを申告することが多かった。

　お互い暗黙の了解として決定的な結果を出すことを避けていた。

　他の追つい随づいを許さぬ孤高の道を行く高行。

　厚い人望に支えられた王道を行く灰はい塚づか。

　一方的な、しかし絶妙な具合に釣つり合ったパワーバランスが長く陸上部では続いていた。高行は自分から孤立を選んだのだと言うだろう。しかし、陸上部という狭い世界の中で食い合わずに生きていくために、それは必然だったのだと灰塚は思う。

　けれど、いつまでも立ち止まっていることなど、できはしないのだ。

「どうしてそこまで竹たけ原はらを気にかけるの？　竹原はずっと一人でやってきたんでしょ。清きよ彦ひこのことだって、ウザったいやつぐらいにしか思ってないわ、きっと。竹原には竹原の事情があるのかもしれないけど、私には私の事情がある。そんなのみんな一緒よ。なのに、竹原は自分からは少しも歩み寄ろうとしないじゃない。嫌われたって仕方ないじゃない」

「そりゃ、とっつきにくいところはあるかもしれないけど。ちゃんと話してみれば、」

「それは贔屓ひいきっていうの。あんたは、一年の頃からずっと竹原を贔屓してる。それからもう一つ、気づいてないみたいだから教えてあげる。あんたはみんなに好かれてるの。そのあんたが、竹原のことばっかり気にかけてたら、みんな面おも白しろく思わないのは当たり前でしょ！　竹原のためにだってならないの！　なんでそんなことも分かんないのよ！」

　言葉の途中から、伊佐はぼろぼろと涙をこぼしていた。

「勇ゆうが泣くの、久しぶりに見たな」

「うっさいバカ！」

　横合いから飛んできた右ストレートを受け止めて、強引に手を引いてマットに座らせた。そうして伊佐の頭をぽんぽんと撫なでた。伊佐が泣いて怒っている時は、こうすれば大抵おとなしくなるのだ。伊佐の頭を撫でながら言う。

「高行は駄だ目めなやつだ。不器用で愛想がないから誤解されやすいし、その誤解を解こうともしない。なんでも一人で抱え込んで、ぱんぱんに膨ふくらんだ時限爆ばく弾だんみたいになっていることがよくある。でもね、勇。あいつは本当にすごいやつなんだ」

　灰はい塚づかは自分のことのように、誇らしげに言った。

「オレが陸上を始めたのは、適性検査で才能があるって言われたからだよ。いまでこそ好きでやってるけど、検査がなかったらきっと陸上をやってはいなかった。この街にいるやつらは、みんなそうだよ。自分の将来を誰かに選んでもらってる。大人のふりをした子供ばっかりだ。でも、高たか行ゆきはそうじゃない。自分で選んで、自分で決めて、自分を信じて、たったひとつのことだけ努力してきたんだ。他のことは何にもやってこなかった。だから友達もいない。趣味もない。寂しくて辛つらいはずなのに、寂しくも辛くもないと強がりを言う。オレには到底そんな真ま似ねはできない。オレはあいつ以外にそんな人間を知らない」

「……なにそれ」

　伊い佐さの頭に乗せた手が乱暴に振り払われた。伊佐はマットから飛び下りて、今にも嚙かみつきそうな表情で灰塚を睨にらむ。眉み間けんに川の字は刻まれていない。

「男同士の惚のろ気け話なんて聞きたくもないわ。いい？　万が一にも負けたら許さないわよ」

「じゃあ負けないように応援していて。勇ゆうが応援してくれたら、オレは絶対負けないから」

　こういう台詞せりふをさらりと言えるところが、灰塚の灰塚たる所以ゆえんである。

　伊佐は火に炙あぶられたように顔を赤くして、「馬ば鹿かじゃないの」と言い捨てて、クラブハウスの方へ走っていった。今度こそ、広いグラウンドで一人きりになった。

　灰塚はばったりとマットに倒れこむ。約束の時間にはまだ一時間ほどある。

　伊佐に語ったことは紛まぎれもない本心だが、必ずしもそれがすべてではない。もやもやと整理がつかず、恥はずかしくて言えない部分もある。自分を好いてくれる幼おさな馴な染じみの前で、自分が好いている幼馴染の前で、格好をつけたいという気持ちぐらいは、灰塚も持ち合わせている。

　フィールドに立っている時も、一緒に飯を食っているときも、高行は灰塚を顧かえりみようとはしなかった。どんなに世話を焼いても足あし蹴げにされる。いくら尊敬してもちっとも届かない。何かにつけてはぐれたがる高行に、煙たがられながらも世話を焼く自分、という関係に、ある種のマゾヒスティックな快感を覚えてはいなかったか。そして、自分には一切心を開いてくれなかった高行と急速に親しくなっていった海かい竜りゆう王おう寺じに、ほんの少しも嫉しつ妬とを覚えなかったと言い切れるのか。

　臭くさいマットの上で灰塚は目を細めた。西日の角度が徐々に低くなって、日光がもろに目に差し込んでくる。目を閉じていても眩まぶしくて、汗ばんだ肌がマットに擦こすれてさすがに気持ち悪い。

　いい加減起きようと思ったとき、視界に誰かの顔がぬっと現れた。

「よくそんなところで寝られるもんだ」

　高行だった。

　驚きが胸に詰まって、すぐには声が出てこない。高行は黒に赤のラインが入ったジャージを着ていた。いまこの瞬間、グラウンドに立っているのは、陸上部の竹たけ原はら高行であるという意思表明なのだろう。律儀なやつ、と思う。基本は大おお雑ざつ把ぱで適当なのに、変なところで神経質なのだ。

「ほら。とっとと始めるぞ」

　絶対に飼い慣らせない動物のような目つき。

　初めて会った時から少しも変わらないその眼まな差ざしに、灰はい塚づかは少しだけ泣きそうになった。




　　　　　　　　　　▼




　陸上では長距離走や投とう擲てき系の一部の種目を除いて、スパイクシューズを履く。陸上のスパイクは種目や競技場、コンディションなどに合わせて金属ピンの種類を交換することができる作りになっている。南一号グラウンドはポリウレタンで舗ほ装そうされているので、先端の尖とがっていない平行ピンを使用する。

　さらにハイジャンプ用のスパイクはどちらの足で踏み切るかによって、ソールの構造が左右非対称になっている。灰塚は左足踏み切り、高たか行ゆきは右足踏み切りだ。

　灰塚は高行と並んでマットに腰を下ろし、どちらともなくスパイクを交換する。お互いのスパイクを交換して整備するのが、二人の間では試合前の儀式のようになっていた。最初に持ちかけたのは灰塚で、高行はいつも「阿あ呆ほうらしい」と文句を言っていたが、今日ばかりは無言のまま、カチャカチャとピンを取り付けていく。手を止めないまま高行が、

「また足でかくなったか？」

「うん。この前測ったら二十九センチあった」

「そんなに育ってどうする。まあ、中坊の頃からお前はでかかったが」

「ん？　中学の時は、そうでもなかったぞ？」

　足はもとから大きい方だったが、身長が急激に伸び始めたのは中学三年の後半からだ。高行と初めて顔を合わせた中学一年の頃は、むしろ高行の方が身長は高かったのではないかと思う。

「お前はあの頃からでかかったよ。ひと目見て、ああ、こいつ強そうだなって思った」

　高行からバカアホと罵ののしられることはあっても、ここまでストレートに褒ほめられたのは初めてのことである。落ち着かなくて尻しりがムズムズする。

　高行はくつくつと笑って肩を振るわせた。

「学園に来て、お前を間近で見て、やっぱりでかいなと思った。少しも勝てる気がしなかった」

　灰塚は横目を使った。腿ももが触れ合うような距離に高行がいて、じっと西の空を見つめている。

「はえぬきで、友達がたくさんいて、可愛かわいい彼女がいて、何より楽しそうに跳んでて。そんなやつに、自分が勝てる道理がないと思った」

「彼女なんていないぞ？」

「……伊い佐さが不ふ憫びん過ぎる」

　高行は呆あきれたように呟つぶやいて、ピンを取り付け終えたスパイクを放ってよこす。

「俺はずっとお前が怖かったよ。いつ負けるのか、いつ勝てなくなるのか、いつ決定的な差をつけられるのか、本当に怖かった。そう思う自分が、また情けなくてさ」

　灰はい塚づかは肩から力が抜けるのを感じた。

　では、何か。高たか行ゆきは自分を無視していたのではなくて、意識するあまり避けていたということか。だというのに自分はしつこく追いかけ回して。それでは煙たがられても仕方がない。

「でも、逃げずにここに来たじゃないか」

　灰塚の指摘に、高行はため息のように笑う。

「一緒に色々やってみたいやつができたんだ。そいつは、俺たちなんかよりずっと辛つらい目を見ているはずなのに、それでもここで踏ん張ってる。俺はあいつが何を考えてるのか、まださっぱり分からん。とりあえず、あいつと同じところに立って、見ているものを見てみたい」

　そのために、逃げるわけにはいかないのだ、と。

　灰塚は一いち抹まつの寂しさを覚えていた。

　高行のライバルを名乗ることは、もうできないのだろう。お前がいつ俺のライバルだったんだよ、と高行は言うかもしれない。その通りだ。一年間付き合ってきて、高行の本心など少しも理解することができなかった。それでも、陸上部の中ではたったひとりの味方として振る舞うことができたし、高行にとってもまた自分は特別な存在だったはずだと思う。

　高行が自分以外の誰かの隣を選んだことが、悔しくないと言えば噓うそになる。しかし、これまでがそうであったように、友達を作らず、自分以外とはろくに言葉も交わさず、陸上部の中で孤立している高たか行ゆきのままであって欲しいとは思わない。
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「さて、ギャラリーがお待ちかねだな」

　高行はスパイクに足を突っ込みながら、親指で背後を指し示す。

　見れば、格好の観覧席であるクラブハウスの窓という窓から、野次馬の頭がエノキみたいにぎっしりと生えていた。グラウンドのアウトフィールドには、いつの間にか陸上部のほぼ全員が集まっていた。モンちゃんが色んな人から食べ物をもらっている。伊い佐さが負けたら殺すという目で睨にらんでいる。

　高行が先にスパイクを履き終えて、マットから立ち上がり準備運動を始める。

　これが最後だ、と思う。この勝負が終われば、高行のことをあれこれと心配することも、いらぬお節介を焼くこともできなくなるのだろう。最後に自分ができることを考える。

　それは勝つことだ。ただ勝つだけではない。

　圧倒的な差で勝って、高行に引導を渡してやるのだ。

　灰はい塚づかもまた立ち上がって、真正面から高行を見た。

「五本勝負でいいよな？」

「いや一本だ。ちんたらやってたら日が暮れちまう」

　皮肉っぽく笑って、高行は背後のバーを振り仰ぐ。

　地上二メートルのその先を、静かに見据えている。




　　　　　　　　　　▼




　視界いっぱいに飛び込んできた夕空の、手が届きそうなほどの迫力に、軽い眩暈めまいを覚えた。眼鏡めがねで確認すれば、時刻は午後五時を回ろうとしている。時計を見たのは、これで今日八回目である。ここ最近、自分は時計ばかり気にしているな、と思う。これまでの自分は、あまり時間を気にして行動してこなかった。性根がルーズなのは否めないし、組織の規則や他人の都合に合わせるような生活もしてこなかった。

　それが変わったのは、ごく最近のことだ。

　誰が自分を変えたのかは、考えるまでもない。

　長年の悪あく癖へきはそう簡単に直るものではなく、大おお幅はばに遅刻してしまったり、逆に早すぎてしまうこともあって、彼に八つ当たりじみた行動をしたこともある。自分は自分で思うほど大人ではないのだと思い知った。相手を待たせている時間の進み方と、相手を待っている時間の進み方には、絶対に有意差があると思う。やはりアインシュタイン先生は偉い大だいだ。

「……ふむ。思考の拡散が認められるな」

　明日の天気のことのように呟つぶやいて、海かい竜りゆう王おう寺じ八やつ葉はは頭を振って立ち上がる。

　今は地に伏して飛ひ翔しようの瞬間を待つ我が子を見下ろす。

　一度ならず二度までも痛打をくわえ破壊しかけた実験機であるが、奇跡的にも致命傷には至っていなかった。今朝まで剝むき出しになっていた内部構造は、『悪魔の眼』を装着する腹部を除いて、すでにエメラルドグリーンの自律可変カウルで覆おおわれている。サメをイメージしてデザインした、予定よりもやや華きや奢しやな仕上がりになった。できれば見目も美しいワンピース構造にしたかったのだが、そのための機材を一から作らなければならないことが分かったのでパーツ分割方式で妥だ協きようした。結果的に重量を六パーセント軽減できたので良しとする。『悪魔の眼』がないので、フロートドライブのテストはまったくできていないが、もし『眼』があったとしてもテストをする時間はなかっただろう。高たか行ゆきのいない一人での作業は困難を極めた。主に精神的に。途中何度も気分を悪くしながら、睡眠時間を削り倒して、なんとかここまでこぎつけたのだ。制服の胸元をつまんで、くんくんと臭においを嗅かぐ。また彼に臭いといわれてしまうかもしれないな、と思った。

　海かい竜りゆう王おう寺じは実験機の横に体育座りをして、ぼんやり物思いに耽ふけった。

　今日の放課後、高行が灰はい塚づかとハイジャンプ対決をすることは噂うわさに聞いていた。今頃、彼は勝負を終えただろうか。この屋上からは南一号グラウンドを見下ろすことができるが、あえて見ようとは思わなかった。どんなに調整をしたところで、彼はかつてのようには跳べないだろう。それがどうした。最も美しかった彼の姿は、ちゃんと覚えている。──草原の輝き、花の栄光、再びそれは還かえらずとも嘆なげくなかれ。その奥に秘められたる力を見み出いだすべし。

　海竜王寺の口元がぼやけた笑みを形作る。心配すべきはそこではあるまい。この日この場所で、という約束をしたわけではないのだ。それなのに、彼が来ると信じて疑っていない自分がおかしかった。かつて、こんなにも誰かを信頼したことがあっただろうか。

　背後で芝しば生ふを踏む音がした。

「竹たけ原はらくん？」と海竜王寺は振り返った。その顔を、白い閃せん光こうがパシャリと照らす。

「ごめんねえ。たかくんやなくて」

　鷹たか嘴はし由ゆ真まは狐きつねのように笑った。

「たかくんなら、もうすぐ来ると思うよ」

「そうかい。結果は彼の口から聞きたいから、黙っていてくれたまえよ」

　海竜王寺は不敵に笑った。

「その節は世話になったね。キミからの情報は実に役立った」

　海竜王寺には高たか行ゆきの生写真やらパーソナルデータやらを色々と横流ししてもらっていた。

「いやいや。どういたしまして。こっちこそ、色々楽しませてもらいましたわ」

「そうだね。安易にキミのような人間を頼ったのは、我ながら迂う闊かつと言わざるを得ない」

　海竜王寺は言った。

「この四月、キミは暗あん躍やくに暗躍を重ねていたね。僕の周りをしつこく嗅かぎ回っていたのは、まあ百歩譲って大目にみよう。竹たけ原はらくんに接触して僕のスカウトを受けるように促うながしたのも、感謝こそすれ責める道理はない。けれど、その後も竹原くんから言葉巧みに情報を引き出し、あちこちで風説を流る布ふして回ったのはいただけない。さらに、有あり屋や美み月つき嬢に竹原くんが学園をやめようとしていることを教えたのも、伊い佐さ勇ゆう里り嬢を焚たきつけて『悪魔の眼』を盗むように仕向けたのもキミだ。いかに報道部といえど、これは少々やりすぎではないかと、僕は思うよ」

「へえ……そこまでお見通しなんや。さすがジーニアスやな」

「これくらい、ちょっと調べれば誰でも分かる。しかし、ちょっと調べただけでは、キミの正体は摑つかめなかったよ。キミは一体何者だ？　最初はどこぞのスパイかと思ったが、どうもそうではないらしい。ＧＣＯの回し者でもないだろう。彼らならば自分の手を汚すことを厭いとわないからね。ならば抑制主義者か。それとも『光の庭』か。どれもピンと来ない。どれにしても、やり方が迂う遠えん過ぎる。僕と竹原くんの周囲をかき回して、一体何がしたかったの？」

　由ゆ真まはキツネ笑いを崩さないまま、話の矛ほこ先さきをそらそうとした。

「それが完成間近の研究？　ちょっと見せてえな」

　実験機に目をつけて、写真を撮ろうと近づいた。

　海かい竜りゆう王おう寺じは実験機に向けられたカメラのレンズを手で覆おおい隠かくした。

「ご遠慮願いたいね。どうもキミは信用ならない」

「うーん。こうなっちゃあ仕方ない。あんまり直接的なのはシュミじゃないんだけどね」

　ぽりぽりと頰ほおをかいた由真は、制服の内ポケットに右手を滑すべり込ませた。

　危き機き一いつ髪ぱつ、と身を硬くした海竜王寺の鼻先に突きつけられたのは、数枚の写真であった。

「こ、これは……」

　思わず唸うなった。被写体はハイジャンプに挑む高行である。アングルも位置取りも申し分なく、真剣な表情と風を切る音が聞こえてきそうな躍動感が余すところなく納められている。

「撮り下ろし。出来立てほやほや。たかくんのラストジャンプを押さえた写真はこれだけ！」

「うむ。うむうむ。これは良い写真だ！」

　鼻息も荒く手を伸ばそうとする海竜王寺に、由真は笑いながら言った。

「これあげるからさ、今回のことはそのおっきな胸にしまっといてくんないかにゃ？」

　決して短くない逡しゆん巡じゆんの末、「そうだな」と海竜王寺は呟つぶやいた。そのまま手を伸ばし、由真の持つ写真を押しやった。由真の顔からすうっと笑みが消える。

「いらないの？」

「タダより高いものはない」

　海竜王寺は断固とした口調で言った。

「お引取り願おうか。キミに見せるものは何もない」

「ずいぶん嫌われちゃったなあ……でも諦あきらめへんからね。ウチにはたかくんがおるもん。たかくんから色々聞いちゃうもん。うひひ」

　由ゆ真まは一本足の妖よう怪かいのように飛び跳ねて、屋上から姿を消した。どうにも真意のつかめない人物である。まったくの悪人とも思えないが、絶対に善人でもない。海かい竜りゆう王おう寺じはなんだか狐きつねにつままれた気分になった。

「しかし……あれは良い写真だったな」

　電気芝しばをぶちぶちと引き抜き、夕日に向かって投げつけた。東よりの微風を忘れていた。投げつけた芝生は、舐なめた指を立ててやっと感じられるような弱い風にいとも容易たやすく吹き返され、海竜王寺の目や口に飛び込んだ。

「ぐあっ！」

　電気芝は光合成発電の過程で表面に超微細な塩の結晶を生じる。つまり口に入るとすごくしょっぱいし、目に入ればすごく痛い。海竜王寺は両手で不器用に顔を擦こすり、ぺっぺっと芝生を吐き出す。二、三歩よろけた拍子に実験機を蹴け飛とばしそうになって、下へ手たに踏み止まるよりは、と一瞬の判断で前へ飛ぶ。その判断は正解で、海竜王寺の身体は実験機を飛び越え、顔面から着地した。また口に電気芝が入る。ひどくしょっぱい。海竜王寺はごろんと仰向けになる。

　銀色の鉄塔が西日をギラギラと反射させて、こちらを見下ろしていた。

　自分は一体何をしているのだろう。

「お前は一体何をしているんだ？」

　思ったことがそのまま口に出たと思った。それぐらい絶妙のタイミングだった。

　電気芝の天井に、高たか行ゆきが立っていた。ブレザーの制服姿でスポーツバッグを提げている。まさか制服でハイジャンプをしたはずはないから、わざわざ着替えてきたのだろう。律儀なことである。

「キミが待たせるから悪い」

「へえ。お前は待たされると奇行に走るのか」

「その通り。僕に恥はじをかかせたくなかったら、キミは時間を厳守すべきだな」

　彼が来てくれたことが踊おどり出したいぐらい嬉うれしいのに、どうして自分はこういう言い方しかできないのだろう。それはきっと「甘え」だ。自分がどんな悪あつ口こう雑ぞう言ごんを吐はいたところで、彼はため息一つで許してくれるだろうという計算ずくの「甘え」である。彼もまたそれを承知で憮ぶ然ぜんとする。優しく見える人間はいくらでもいるが、本当に優しい人はそういない。

　海竜王寺は立ち上がった。

「さ、結果を聞かせてくれたまえ」

　高行はどこかさっぱりとさえした笑みを浮かべた。

「灰はい塚づかのやつ、よりにもよって自己ベスト出しやがった」

「ほう。それはすごいじゃないか」

「でも、普通ありえないんだけどな。グラウンドのコンディションはあんまり良くなかったし、調整だって十分じゃなかった。あの状況で記録なんか出るはずないのに」

「ありえない、なんてことはありえないのさ」

　高たか行ゆきなりに思うところがあったようだが、「……そうかもしれん」と小さく頷うなずいた。

「しっかり終わらせてきたかね？」

　そう訊たずねると、高行はいきなり土下座をした。「たくさん迷惑をかけてすいませんでした！　いままで有難ありがとうございました！」と大声で言って、何事もなかったように立ち上がる。

「と、まあ、こういう具合に。きれいさっぱりと」

　そう言って晴れがましく笑う。どうやら色々と吹っ切れたらしい。水族館での彼はひどく思いつめていたようで心配していたが、まるで憑つき物が落ちたようにすっきりとした顔だ。

「キミにしてはずいぶん思い切ったことをしたものだ」

「きれいに掃除したら、こういうものが出てきた」

　高行はポケットから『悪魔の眼』を取り出して、海かい竜りゆう王おう寺じに渡した。なぜとか、どうやってとか、そんなことを訊きくつもりはない。高行もまたぶっちゃけはしない。言わぬが花ということもある。言わずとも伝わることがある。

「では、『眼』が戻ったところで、いよいよこいつを飛ばすぞ。手を貸してくれ」

「来て早々、慌あわただしいこった」

　高行は歩み寄りながら、バッグから二本のペットボトルを取り出し、片方を放ってよこした。

　海竜王寺はそれを危なっかしくお腹でキャッチして、

「これは？」

　薄黄色の液体が入ったペットボトルにはラベルがない。

「陸上部秘伝のスペシャルドリンク。祝杯にはだいぶ味気ないけど。高いシャンパンを買って失敗しましたじゃ情けないからな」

「失敗など万に一つもありえないさ。こいつは完かん璧ぺきだよ」

　ぽっかりと穴が開いた胴どう体たい部に『悪魔の眼』を嵌はめ込み、最後に残っていたカウルを装着する。高行が胴体部分、海竜王寺が尾お鰭ひれ部分を持って、屋上の縁ふちぎりぎりのところまで運んだ。二十二号館の屋上は、本来生徒の立ち入りを想定していないためか、落下防止フェンスがない。高さ五十センチほどの縁の向こうには、もう真っ赤な空が広がるばかりだ。

「では、いくぞ」

　海竜王寺はドライブに火を入れる。静かなモーター音が響ひびき、半透明のカウルの中にぼんやりと光が灯り始める。

「……飛ばないぞ？」

「パソコンだって初期は起動に時間がかかるものだったんだ」

　そんなもんか、と高行は呟つぶやく。第四素子が実用化されてからというもの、コンピューターはブートアップの呪じゆ縛ばくから解放され、蛍光灯のヒモを引くように起動させることができるようになった。その便利さと引き換えに、電源を入れてからデスクトップが立ち上がるまでの、あの神聖な祈りのような時間が永遠に失われてしまった。進歩には是非もないが、あまりに散文的なのもいただけない。

　そんな海かい竜りゆう王おう寺じの懐かい古こをよそに、高たか行ゆきは実にのん気な口調で、

「そういえば、こいつの名前はなんていうの？」

　名前？　と海竜王寺は右の眉まゆを持ち上げる。

「そんなものはない」

　コードネームは、機密保持や認識の共有などを目的に特定のグループ内でのみ使用される呼称だ。このフロートドライブ搭とう載さい実験機の開発に携たずさわっているのは、実質的に海竜王寺一人だったので、当然コードネームなどない。だから海竜王寺は単純に、こいつとか魚とか実験機とか呼んでいた。

「しかし、今はキミがいるのだから、愛称くらいは必要かもしれないな。ふむ……フライングシャーク一号というのはどうだろう？」

「絶妙にダサい！」

　海竜王寺はむっとして、「そこまで言うなら、キミが考えたまえ」

「レヴィアたん」

「却きやつ下かだ！」

「冗じよう談だんだ」

　高行は実験機を見下ろして、

「こいつは完かん璧ぺきなんだな？　絶対に飛ぶんだな？」

　無論だ、と応じる。

「じゃあ、フラジイルにしよう」

　fragile──壊れやすい、華きや奢しやな、儚はかないといった意味合いの英単語である。景気が良いとはとても言えない、処女飛行を控えた実験機にはまったく不似合いだが。

「これはばあちゃんの受け売りだけど。昔から『完璧すぎるものには魔がさす』という言い伝えがある。だから昔の大工は、柱を一本だけ逆さまにしたり、天井の板を一部張らなかったり、わざと欠けつ陥かんを残したらしい。こいつがもう完璧に出来上がってしまっているなら、名前くらいは隙すきがあってもいいんじゃないか？」

　興味深い話だと思う。一から十まで緻ち密みつな計算の上に立てられた計画ほど、些さ細さいなミスで破は綻たんする。この世に生み出されたものは、完成した瞬間に壊れ始めるともいう。ならばあえて不備を残す。完成の一歩手前で止める──そんな発想は、これまで思いつきもしなかった。

　彼はこうやっていつも新鮮な驚きを届けてくれる。

　どこにでもいるようで、不思議と摑つかみどころのない。風のような人だと思う。

「考えてみれば人間だって同じだな。なんでもかんでも完璧にできて、つけ入る隙が少しもないやつなんて仲良くなれる気がしないだろう」

「僕がそうだと言いたいのかな？」

「最初は、そう思ってた。超がつくほどの天才で、自分とは違う世界の人間だと思ってた」

　高たか行ゆきは何かを思い出したように笑い始め、

「まあ、それも初対面で押し倒されるまでだったけど」

「その話を蒸し返すのはいい加減やめたまえ！」

　海かい竜りゆう王おう寺じは前髪をかき上げた。

「いいだろう。光栄に思いたまえ、キミの案を採用する。こいつは今からフラジイル一号だ」

「一号は外せないのな」

　海竜王寺が命名して、高行がぼやいたその時。かすかな、本当にかすかな耳鳴りのような音が聞こえて実験機──フラジイル一号は、ふわりと浮かび上がった。

「おお、飛んだ！」

　高行は息を飲んで、目を丸くしている。

　だからそう言っているだろうに。特別扱あつかいされるのは嫌いやだが、並に思われるのも癪しやくだ。いや、他の誰になんと思われても構わないが、彼にだけは特別な人間だと思われたい。自分は、彼に認めてもらいたいのであろう──海竜王寺はそんなふうに分析する。

　フラジイル一号に取り付けた各種センサーが、稼動データを随時グラスビュアに転送してくる。『悪魔の眼』は導き出す複雑怪奇な確率魔術によって、自重を相そう殺さいされたフラジイル一号は、大気中のヘリウムを食って少しずつ浮力を得る。フラクタル構造の自律可変カウルで作った鱗うろこや鰭ひれが生き物のように動いて東風を捉とらえ、フラジイル一号はゆっくりと前進を始める。少しずつ左に曲がりながら、結果的に大きな円を描いてゆっくりと高度を上げていく。動いたり、大きな声を出したりしたらいけないとでも思っているのか。高行は目の動きだけで海竜王寺を見て、

「……成功、か？」

「第二フェイズまでは。ここからはしばらく自律航行に任せる」

　ペットボトルのキャップを開けて、杯さかずきのように掲かかげる。

　それを見て、高行も同じようにペットボトルを持ち上げ、

「ひとまず実験成功を祝して」

「ありがとう。乾杯」

　同時に口をつける。

「……なんというか、とても個性的な味だな」

「これがクセになるんだ」

　それからしばらく、二人とも無言で、フラジイル一号の行く末を見つめる。二人の身長を超えて、まだまだ上っていく。翡ひ翠すい色のカウルに吸い込まれた西日が、お腹に嵌はめ込まれた『悪魔の眼』に乱反射して、きらきらと不思議な色に煌きらめいた。

　どこか遠くで虫が鳴くばかりの三分が過ぎて、高たか行ゆきがぽつりと言った。

「なあ、」

「なんだね」

「ただああやって飛ぶだけなのか？」

「そうだ」

　高行は口をへの字に曲げて、

「なんだか地味だな。きれい、ではあるけど」

「大気圏けん離脱能力や空対地ミサイルでも搭とう載さいされていれば満足してくれるのかい？」

「そうは言わないけど……」

「いいのだよ、フラジイル一号は飛ぶために──空を泳ぐために作られたものなのだから」

　海かい竜りゆう王おう寺じは夕日の眩まぶしさに目を細め、その勇姿を見つめる。我が分身は、果たしてあの日見た光景をほんの少しでも再現できているだろうか。できているはずだと信じる。高行が地味だといったあの姿が、今の自分の精一杯だ。

「……とりあえず成功したってことでいいんだよな？」

「ここまで来れば成功と言って差し支えないだろう」

「じゃあ、今度こそ、本当に、仮入部終了だな」

「──ああ、そういうことになるね」
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　あくまで仮入部。この実験が終わるまでの臨時の手伝い。確かにそういう約束だった。

「《特ブ化ラ領ン域チ》は見つかりそうか？」

「さあ。どうだろう。もう目覚めているのかもしれない、まだ何かが足りないのかもしれない。そこまで劇的ではなくて、後からじわじわ来るのかもしれない。僕は変わってしまうかもしれない。今は、それがとても怖いな」

「本当に、おまえは色んなものが怖いんだな」

「そうだよ。僕はひとりじゃなんにもできない、ただの小娘なんだ」

　ちょっとしなを作って言ってみたら、「似合わんからやめろ」と言われた。失敬な。

「でも、お前は逃げずにここにいる」

　高たか行ゆきは言った。

「たぶん、プライドの問題なんだよな」

「プライド？」

「陸上の話だけど──毎日毎日バカみたいに練習してれば、そりゃたまにはサボりたくもなる時もあって。ばれない程度にうまく手を抜けば、怒られたり注意されることは実はあんまりない。でも、いざ本番でフィールドに立った時、急に思い出したりする。『そういえば、あの時サボっちゃったな』とか『あの時、もう一時間練習しておけばよかったな』とか。そうなるともう駄だ目めだ。全然集中できなくて、結果も散々で」

　高行は言葉を整理するように続けた。

「中学の時のコーチの受け売りだけど。一番最後に必要なのはプライドなんだって。自分は手を抜かなかった、自分は逃げなかったっていう誇り。だからやれるんだっていう自信。海かい竜りゆう王おう寺じも、そういうのを守りたかったんじゃないかと。思ったんだけど……」

　高行はほとんど言い終えた後で、自信なさげにむぐむぐと言葉尻じりを濁にごらせた。

　まずい、と思った。彼の顔をまっすぐに見れない。

「どうした？」

「なんでもない」

「なんでもないことないだろう」

「なんでもない！」

　まさか、この気持ちを分かってもらえるとは思わなかった。ともすれば、気を緩ゆるめたらうっかり泣いてしまいそうだった。本当に、それくらい嬉うれしかった。

　こみ上げてきたものを、なんとか飲み下して言った。

「これから、キミはどうするの？」

　高行は苦そうに笑う。

「なんで、そこで『正式に入部しろ』って言ってくれないかな」

「でも……それは……いいのかい？」

「なんのために、灰はい塚づかと勝負なんて恥はずかしい真ま似ねをしたと思っている。おまえは、世界を変えようっていうのだろう。俺の人生ひとつ変えるぐらい、躊躇ためらっていてどうすんだ。俺を後悔させないくらい、ここに残ってよかったと思えるくらい、すごい経験をさせてくれ」

　海かい竜りゆう王おう寺じは頷うなずいた。

「後悔はさせない。キミの学園生活を波乱に満ちたものにすると約束しよう。僕は決してここから逃げないから。だから、僕が立ち止まってしまわないように、キミは僕を見ていて」

「分かった」と高たか行ゆきは言った。

　海竜王寺が黙っているので、高行はとってつけたように言った。

「けじめだったとは言え、灰塚に負けっぱなしというのも気に食わないしな。俺も、もう少しここで踏ん張ってみることにするさ」

「そうしてくれると嬉うれしいね。これで当分は退屈せずに済みそうだ」

「海竜王寺を楽しませるために残ったんじゃないんだけどな」

「ふむ。前々から言おうと思っていたのだが。その海竜王寺というの、やめないか？　長ったらしくて呼びづらいだろう。これから僕のことは八やつ葉はと呼んでくれたまえ」

「ん。了解した」

「違う。そこは『俺のことも高行でいい』、だろう。この前読んだ小説に書いてあった」

「そ、そういうもんなのか……？」

「そういうものなのだ」

　海竜王寺はフラジイル一号を見上げた。理論上は気球のように成せい層そう圏けんまで飛んでいけるが、そういうわけにもいかない。

「よし。そろそろ最終フェイズだ」

「何をするんだ？」

「飛んだら着地しなくてはいけない。なるべくゆっくり降ろすから、優しく抱き留めてくれ」

「あいよ」

　高行の準備が整ったのを確認し、八葉はフラジイル一号に帰還信号を送信した。

「…………」

「…………」

　五秒が過ぎ、十秒が過ぎ、三十秒が過ぎた。

　フラジイル一号は、悠ゆう々ゆうと旋せん回かいし続ける。

「降りてこないが？」

「そのようだね……無線装置に分配する電力をケチったのがまずかったかな」

　呟つぶやいた直後、フラジイル一号とのリンクが完全に途と切ぎれた。電波のくびきから解放されたフラジイル一号は、鉄塔の高さも超えてまだまだ高度を上げていく。

　空の彼方かなたへ飛び去っていくフラジイル一号を見上げて、これからのことを考えてみた。これからは高たか行ゆきが一緒にいてくれる。これまでひとりではできないと諦あきらめていたあれこれに挑戦できる。たとえば映画館、たとえば文化祭、たとえば骨こつ董とう市いちなどである。やりたいことがいっぱいある。それらを指折り数えるだけで、胸のあたりがふあふあとして、地に足がついていないような気分になる。いや待て、なんだか本当に地面から離れていないか、と思ったときにはすでに、海かい竜りゆう王おう寺じはふわりと浮かび上がっていた。咄とつ嗟さにしがみついた電気芝しばはぷちぷち千切れ、千切れた芝も浮かび上がる。

「た、高行くん。これはちょっとマズい！」

　海竜王寺の悲鳴に気づいて、高行が慌あわてて駆け寄ってきたが時すでに遅し。海竜王寺の身体は、手の届かないところまで浮上していた。長い髪の毛がまるで生き物のようにうねって、身体に絡みつく。これは、セルフ触手プレイ！

　高行は呆あつ気けに取られて叫んだ。

「どうなってんだ！」

　恐らくはフロートドライブが──『悪魔の眼』が暴走しているのだ。フラジイル一号のボディ周辺のみに限定していたフィールドが無制限に拡大されている。自分だけ浮いているのは、出力不足でフィールドの効果範囲にムラができているのであろう。と、冷静に判断している場合ではない。両手で宙を搔かくようにしてみても、腰のあたりを支点にしてくるくる回るばかりで埒らちが明かぬ。地球上ではまずありえない状況に、身体のあちこちで血液が渋じゆう滞たいを起こしている。やっぱりちゃんとテストをしておくべきであったと思うが後悔は先に立たない。

　自分はこのままフラジイルとともに成せい層そう圏けんまで飛んでいってしまうのか。いや、その前に、これだけ広範囲にフィールドを広げていたら、フラジイル一号に積んでいるバッテリーなど瞬またたく間に空になる。そうなれば、地面めがけて真っさかさま。高度が上がっていくことよりも、屋上の外側に出てしまうことの方が致命的だ。必死にもがく海竜王寺に、東風が無情に吹きつける。もはやこれまでと観念し、目を閉じかけた時である。

「八やつ葉は！」

　彼が呼ぶ声を聞いた。

　身体を捻ひねって眼下を見ると、高行は屋上の隅すみに立つ鉄塔へ、猛もう然ぜんと走り出していた。

　だん、と割れそうな勢いで地面を蹴けって跳ぶ。横に伸びた鉄骨を足がかりにして、さらに上へ上へと軽やかに上っていく。彼の周囲にも、重力を相そう殺さいするほどではないにしろ、『悪魔の眼』が影えい響きようを及ぼしていたのであろう、と後になってみれば考察もできる。

　だがそのとき、海竜王寺は呆ぼう然ぜんと高行を見つめていた。

　自分を追い詰めるような険しさも、自分から逃げ出すような卑ひ屈くつさもなく、ただただまっすぐに空を目指す。もう二度と見ることはできまいと思っていたかつての高行よりも、それはずっと美しい跳ちよう躍やくであった。

　高行は鉄塔の先端まで上り詰め、身を乗り出すようにして手を伸ばした。

　海かい竜りゆう王おう寺じは、二度三度と失敗して、なんとかその手を摑つかんだ。途端、力強く引き寄せられ、気がつけば高たか行ゆきの腕の中にいた。吐息がかかるような距離で互いに言葉が出てこない。

　ほとんど同時に視線をそらした二人が見たのは、夕暮れに染まる高等部の校舎、その向こうに広がる学園都市の街並みである。ぽつぽつと灯り始めた街の明かりは地上に星がばらまかれたようだった。稜りよう線せんの向こうに太陽が滑すべり落ち、街をすっぽりと抱く盆地に深い闇やみが染み渡っていく。これから、ひとりで過ごすにはあまりに長く、ひとりで歩くにはあまりに暗い夜が始まるのだ。そこへ漕こぎ出していくフラジイル一号は、あまりにも小さく頼りなく、いまにも暗闇に飲み込まれてしまいそうだった。

　高行の横顔を見て、海竜王寺八やつ葉はは思った。

　──僕はひとりでない。




　（2019/05/02）

　そうして、非日常は日常になった。

　学校という組織は例外なく例外に弱いものである。あるいは、前例に倣ならうことが良しとされる風潮が強い。二十年に渡る歴史の中で、卒業を待たずして学園を去った生徒などごまんといる。故障したスポーツ特待生が、自主退学という選択をしたことも決して珍しくはあるまい。しかし、一度は自主退学を決めた特待生が、土ど壇たん場ばになって前言を撤てつ回かいし、学園に残ると言い出した例はいまだかつてなかったらしい。運営機関が判断を決めかねている間に、冷酷無比な管理サーバーは当初の申請通り、問題の生徒のパーソナルデータに退学のハンコを押した。このことが後押しとなって、生徒はこのまま自主退学とし、再入学するとしても特別扱あつかいはせず秋学期が始まる九月からにすべきである、という決定が下されかけた。

　しかし、そうはならなかった。

　風の噂うわさによれば、件くだんの生徒が所属していた陸上部を筆頭に、複数の個人・団体から退学処分の撤回を求める陳ちん情じようが相次ぎ、運営機関は大いに混乱した。そこへ、さるやんごとなき筋からの政治的圧力が加えられたことが決定打となった。らしい。

　運営機関の顔を立てる意味もあり、特待生は形ばかりの自主退学をして、一般生徒として即日再入学という運びになった。そうしたすったもんだがあり、色々なところで頭を下げて回った数日間を生き延び、やっと平常通りの生活に戻ることができた五月二日の放課後。

　竹たけ原はら高行は、まただいぶ散らかってきた部室でひとり、放心状態でいた。

　ひどく疲つかれていた。

　通学時、まったく知らない人間に知り合いのような顔で声をかけられること数十回。

　授業中、下世話な野次馬根性丸出しのレトロメールが回ってくること数回。

　学食で一年生の女子にサインを求められること一回。

　日常が戻ったとはいえ、これまでのことが帳消しになるわけではない。高行が灰はい塚づかと対決をしたこと、正式に第二科学部へ入部したことは、もはや全校生徒が周知の事実であった。逃げても負けても人生は続く。覚悟はしていたが、これは想像以上にキツいものがある。

　ぼんやりとカビだらけの天井を見上げていると、薄い壁の向こうから「最強の和菓子は何か」「カステラだ」「カステラは和菓子なのか」「いや、羊よう羹かんが一番だ」「ならばシベリアケーキこそ究極」「男は黙ってすあま」という、甘味愛好会の白熱した討論が聞こえてきた。反対側のガンプラ同好会では、いよいよ明日に迫った静岡県長なが沼ぬまへの聖地巡礼をより有意義なものにするため活発な議論が行われている。今日はいつにも増して騒がしい気がする。何かあるのだろうか。その答えは、その騒がしさの中から聞こえてきた。

　──明日からゴールデンウィーク。

　ああ、そうだった。そんなことさえ忘れていた。

　そもそも今日は、ゴールデンウィーク中の活動計画を話し合うため部室に来たというのに。

　そのときである。部室のドアがノックされる音がした。

　八やつ葉は──ではありえない。あいつの辞書にノックの文字はない。

　しかし、第二科学部に来客というのも滅めつ多たにないことである。

　高たか行ゆきが動けずにいる間に、ドアが外側から開く。

　ぬっと覗のぞいたのは一眼レフの無機質なレンズだった。

「やっぱここにいた」

　鷹たか嘴はし由ゆ真まであった。

「邪じや魔まするよ。って、わー、すっげー部屋。もうちょっと片付けた方がええんと違う？」

　いいとも悪いとも言っていないのに部室に入ってくる由真。きょろきょろと物色され、パシャパシャと写真を撮られるのが無性に恥はずかしい。八葉の部屋だと思っていた部室は、いつのまにか高行の部屋にもなっていたらしい。

「これでも片付いてる方なんだよ。それより何か用か、こんなところまで」

「何か用、はないやろ。冷たいなぁ。ウチとたかくんの仲やん」

　由真は微ほほ笑えむ。

「めでたく、たかくんが学園に残ることになって、第二科学部に入部したことですし。そろそろ収穫時かなぁ、と思いましてネ」

「収穫時……？」

「三月の中頃だったかな。海かい竜りゆう王おう寺じさんに、たかくんのこと色々訊きかれてん。そんときから特ダネの匂においはしてたんだよネ。いやあ、蒔まいた種が無む駄だにならんとよかったわ」

　──それは、つまり。学食で話しかけてきて第二科学部へ行くよう高行の背中を押したのは蒔いた種に水をやる行為であり、八葉を深く知るきっかけになった《特ブ化ラ領ン域チ》の件は芽が出たところで肥料を与えたようなものだったとでもいうのか。取材に協力的ではなかった高行に対して妙に引き際がよかったのは、すべて今日という収穫日のためだったのか。

「……お前は記者なんかやめて金貸しにでもなった方がいい」

「にゃはははは。褒ほめ言葉として聞いとこ。さ、色々聞かしてもらうで」

　肩の力が抜けた。ここまであっけらかんとされては、腹も立たない。

　すべて話してしまってもいいのかもしれない、と一瞬だけ思った。

　この一ヶ月、自分が見たこと、聞いたこと、考えたこと。ジーニアスという壁の向こうにいた、不器用で一生懸命な、海かい竜りゆう王おう寺じ八やつ葉はという女の子のこと。そういう全部を、みんなにも知ってもらいたかった。由ゆ真まならばそれができるはずだった。まあ、多少の脚色はされてしまうのだろうし、八葉は絶対に首を縦に振らないだろうが。

　そのとき、さらなる来客があった。

　ドアが弾はじかれるように開いて現れたのは、今日も今日とてハイテンションの灰はい塚づかだった。

「よっす！　高たか行ゆき！　って、どうしたんだこの部屋は!?　泥棒に入られたのか!?」

　高行は予想もしていなかった灰塚の登場に目を白黒させて、

「おまえ──何しに来たんだよ」

　灰塚は歯を見せて笑った。

「実は陸上部が存続の危機なんだ」

「はぁ!?」

　まったく笑い事ではない。驚きすぎてスツールからずり落ちた高行の後ろで、これは面おも白しろいことになってきたという笑みを浮かべる由真。灰塚はそこでようやく先客の存在に気づき、

「あれ？　鷹たか嘴はしじゃん」

「どもどもー。お邪じや魔ましてまーす。それよか、存続の危機ってどういうこと？」

「モンちゃん──って、うちの顧問が、突然、今年のテーマは『肉体改造』とか言い出してさ。わけ分かんないトレーニングマシーンとか輸入物の健康食品とか山ほど買い込んでるんだ」

「バカ。そういうのは、モンちゃんが思いつきを口にした段階で阻止するんだよ！」

　思いつきで動き始めたモンちゃんは、坂道を下るブレーキの壊れたトラックのようなものだ。早めに止めておかないと、目も当てられない大惨事を引き起こす。灰塚は憮ぶ然ぜんとして、

「それは高行の仕事だったじゃないか。泣いてるモンちゃんを叱しかれるのなんて、高行だけだ」

「おまえ、正式に部長になったって聞いたぞ。部長ならそこはしっかりやれよ」

「そう言わないで頼むよ。本当にヤバいんだよ。義ぎ眼がん手て巣すなんてプロテインきいたことねえよう。ランニングマシーンになんでエンジンがついてるんだよう。助けると思って。な？」

　灰塚は仏像を拝むように手を合わせる。高行はスツールに座り直して、腕を組んだ。

「そうは言っても……一体、俺にどうしろというんだ」

　頭を下げられても困るのである。灰塚との対決で完全敗北を喫きつし土下座までして、それで陸上部にまつわる因いん縁ねんはきれいさっぱり清算したつもりでいたのだが、しかし、どうやらそうはいかないらしい。いやむしろ、この状況。ちゃんと陸上部をやめる前より、面めん倒どう臭くさくなってやしないだろうか。




「たぁ──のぉ──もぉ─────っ!!」




　その音おん響きよう兵器の如ごとき大音声は、長屋の外から聞こえてきた。

　高たか行ゆきは再びスツールから転げ落ち、灰はい塚づかはそれに巻き込まれて転倒した。すばやくテーブルの下に隠かくれていた由ゆ真まは、慎しん重ちように窓を開けて外の様子をうかがう。他の部室の連中も何事かと顔を突き出しており、それらすべての視線を真っ向から受け止めて、弁べん慶けいの如き不退転の気迫を背負い、雄お雄おしく立ち尽くす少女がひとり。

「……あ、有あり屋や？」

　由真の後ろから覗のぞき込んだ高行は我が目を疑った。

　なぜ有屋がここに。しかし、いくら目の玉を疑ってみたところで、現実は変わらない。窓から覗いた高行の顔を有屋は見逃さず、つま先をこちらに向けてのっしのっしと近づいてくる。その瞳に宿る意志の光は、もはや闘とう志しとでも呼ぶべきものであり、あっけなく怖おじ気けづいた高行は部室から逃げ出そうとした。灰塚がその腰にむしゃぶりつく。

「灰塚どいてくれ！」

「どこいくんだ高行。話はまだ終わってないぞ！」

「うるさい！　俺は逃げる！　俺は逃げ切ってみせる！」

「こっちは部の存続がかかってるんだ！　ここを通りたければオレの屍しかばねを越えていけ！」

　アホな男どもを横目に見た由真は、なにしてんねんあんたら、と呆あきれたように呟つぶやく。

「たっきー！」

　高行は背中に氷水をぶっかけられたかのように飛び上がった。

　ぎくしゃくと振り返る。開け放たれた窓の向こうに有屋がいる。もとから長い方ではなかった髪がもう一段短くなっていて、その強い表情とあいまって血気逸はやる少年のように見えた。

「ちょっと、いいかなっ？」

　まさか、否とは言えなかった。

　有屋は大胆にも窓枠に足をかけ、サッシをがたがた揺ゆらして乗り込んでくる。当たり前だが、パンツ丸見えだった。オレンジ色よりみかん色の方が、エロく聞こえるよな、と思う高行は相当に混乱している。すたっ、と部室の床に着地した有屋は、印いん籠ろうを取り出す伊い吹ぶき五ご郎ろうのように、携けい帯たいを取り出して、パカっと開いて高行に突きつける。

　青白く浮かび上がったのはＡ４サイズのデジタル書類一枚。右下隅すみに緑色で刻印された学園の校章は、この書類が学園都市運営機関の定める第三種公文書であることを保証している。書類中央上端にでかでかと書かれた三文字には、高行も見覚えがある。

　今日、まったく同じ書類を学生課に提出したばかりだ。

　入部届だった。

　氏名の欄らんにはすでに有あり屋やの生体認証サインがあり、希望する団体名の欄には『第二科学部』と書いてある。第二科学部に顧こ問もんはいないので、あとは部長である八やつ葉はの生態認証をもらって、学生課に提出すれば何の問題もなく受理されるだろう。

　状況は火を見るより明らかなのに、脳のう味み噌そが理解を拒絶していた。高たか行ゆきの視線は、入部届と有屋の顔を十回以上は往復し、やがて口元に引きつった笑みが浮かぶ。

「本気、ですか？」

　愚ぐ問もんだ、とばかりに頷うなずく有屋。

　高行は弱り果ててカビだらけの天井を仰いだ。由ゆ真まと灰はい塚づかの波状攻撃だけでもいっぱいいっぱいなのに、有屋の乱入は完全に高行のキャパシティを超えている。

「って、由真！　勝手に物色すんなっ！　そこは八葉の私物！」

　やけにおとなしくしていると思ったら、由真は部室隅すみのダンボールを漁あさっていた。

　その中から、一冊の文庫本を見つけて、

「おおっ？　これってこの前言ってたライトノベル？」

「そうだよ！　だから迂う闊かつに読むとまずいんだって！」

　高行が伸ばした手を、

「いーじゃんいーじゃん、減るもんじゃなしー」

　ひょいっとかわす由真。

　追いかけっこを始めた二人の間に、有屋が割って入った。

「たっきーって、海かい竜りゆう王おう寺じさんと鷹たか嘴はしさんは呼び捨てなんだ。あたしは名字で呼ぶのに」

　あ、そういえばオレも名字だ、とほざいている灰塚は無視する。

　向き合った有屋は、よく見れば目の縁ふちに涙さえ浮かべているではないか。さすがに、女の子を二度も泣かせては駄だ目めだろう。男として。有屋がどんなつもりでこんな暴挙に出たのか分からないが、少なくとも冗じよう談だんでもなければ遊びでもないことは分かっている。

　だからといって、俺に何ができる。

　誰か、誰か助けてくれ。

「話はすべて聞かせてもらった！」

　三度、部室のドアが開いて八葉が現れた。

　背中の真ん中ぐらいまである髪は相変わらず寝ね癖ぐせがひどい。高等部の制服をあってないような校則通りに着こなして、とびっきりの美人と言うわけでもないのに、なぜか視線を惹ひきつけて離さないオーラの持ち主。大きくて丸い瞳がぐりぐりと動いている。一同が静止するなか、海竜王寺は倍速で行動を開始する。

　つかつかと有屋に詰め寄って、入部届を舐なめるように下から上へ目を通し、

「ふむ。書類に不備はないようだね。だが、第二科学部は少数精せい鋭えい主義を取っていてね。どうしても入部したいというなら、キミが我が部に相応ふさわしい人材かどうか、入部試験を受けてもらうことになる。言っておくが、相当厳しい内容だぞ。覚悟はあるかね？」

　果たして、有あり屋やは誰もが分かるほどはっきりと高たか行ゆきを見つめて、

「うん。あります」

「それから、今の部活は続けたまえ。それがキミのためにも、高行くんのためにもなる」

「……分かった。そうします」

「よろしい。では、キミの仮入部を認めよう！」

　八やつ葉はは指ペンで叩たたきつけるように生体認証サインし、高行が慌あわてる。

「おい待て。そんな簡単に──」

「我が部の門戸はいつでも開かれているのだよ！　来る者は拒まず、去る者は監かん禁きんだ！」

　高行にそれ以上の反論を許さず、八葉は次に灰はい塚づかと相対した。

「灰塚くん。キミは陸上部の部長になったらしいじゃないか」

「うん。ついこの前だけど」

「ならば知らないのも無理はないか。実は各部の部長には、学園から割り当てられた顧こ問もんの他に、特別顧問を任命する権限があるのだよ」

「そうなのか？　全然知らなかった。でも、それがどういう……」

　八葉はにんまりと笑った。

「僕を特別顧問に任命してくれるなら、そのモンちゃんなる人物の暴走を止めてみせよう」

　灰塚は名前を呼ばれた大型犬のように顔を上げて、

「本当か？」

「ジーニアスに二言はない」

　一も二もなく頷うなずく灰塚だったが、高行はとてつもなく嫌いやな予感がしていた。八葉のあの笑顔は、ロクでも無いことを思いついたときの表情だ。陸上部員の若くて健康な身体を使って、人体実験でもやるつもりではあるまいか。そして、その八葉に対するのは究極天然系暴走機関車のモンちゃんである。単体でも手に負えない二人が出会ったとき、どんな化学反応を起こすのか想像もつかない。化学反応程度で済めばよいが、核かく融ゆう合ごうや対つい消しよう滅めつなど起きようものなら、陸上部が消滅するだけでは済まない一大事になることは必死だ。高行の不安をよそに、八葉はちょっと背伸びして灰塚の肩をバシバシと叩き、それから由ゆ真まに向き直った。

「キミも懲こりない人だね。今度は窃せつ盗とうかい？」

「人聞き悪いなあ。ちょっと借りようとしてただけやん」

　渋々『アルテリオン』を返そうとする由真に、八葉は言った。

「そんなものでよければ、持って行きたまえ」

「へ？」と、さすがに驚きを隠かくせない由真。

「それは、どういう心境の変化？」

「別に。怖がってばかりいるのも少々飽きてきただけさ」

　ただし、代わりに例の写真と交換だよ、と八やつ葉はは付け加えた。由ゆ真まは瞬しゆん時じにその意図を汲くんで、嫌いやらしく微ほほ笑えむ。例の写真とはなんのことであろう？

　怪あやしげな取引を終えた八葉は、最後にもはや呆ぼう然ぜんとするしかない高たか行ゆきを振り返る。

「言っただろう？　キミの学園生活を波乱に満ちたものにすると。僕が本気を出したなら、まだまだこんなもんじゃないぜ？」

　海かい竜りゆう王おう寺じと出会ってからの一ヶ月は、今までの人生数年分に値する出来事が一挙に押し寄せたような濃のう密みつな一ヶ月であった。海竜王寺の隣にいるということはそういうことだ。そして、さらなるヒキコモゴモが大挙して押し寄せてくるのだという。海竜王寺の隣にいるということはそういうことだ。

　そして、それを選んだのは他の誰でもない自分である。

「そりゃあ、楽しみだ」

　高行は言った。




　西暦２０１９年。夏も近づく八十八夜の五月二日。

　竹たけ原はら高行の日常が非日常を巻き込んで、にわかに加熱し始めた日のことであった。










　あとがき




　電撃文庫・湯ゆ浅あさ氏から初めて電話をもらったのは二〇〇九年も最終コーナーにさしかかった冬のことであった。どんなやり取りを交わしたのか詳しよう細さいには憶おぼえていないけれども、氏は経緯と状況をわかりやすく説明し、私はあまり理解しないまま二つ返事で答えたものと思われる。

　電話を終えた後、私はしばらくぽかんとした。それからパソコンを起動、ハードディスクの片かた隅すみから数百キロバイトのワードファイルを発はつ掘くつした。私はおっかなびっくりファイルを開き、そして驚きよう愕がくした。そこで展開されている物語が、まったく馴な染じみのないものだったからだ。無論、これは私が書きしたため、私の意志で電撃小説大賞に応募したものである。しかし、自分がどんなつもりでこれを書いたのか。主人公やヒロインにいかなる感情移入をしたのか。テーマは。ゴールは。創作意図とも言うべきものをすっかり忘れてしまっていたのである。

　無理もなかろう、と私は私を擁よう護ごする。湯浅氏からの電話を受けた私は、社会人一年生としてかすかな自覚が芽生え始めた時分であり、作品を投とう稿こうしたのは私がまだ世界で最も暇ひまな人種である大学四年生の頃であった。時間はベルリンの壁のごとく私を分断していた。

　私は一年前の自分が何を考えていたのか、必死に解読を試みた。その作業は困難を極めた。かつての自分を殴り飛ばしたいという衝しよう動どうに駆られたのは一度や二度のことではない。作業の大半は、そうした己との戦いであった、と大おお袈げ裟さに書くとなにやら立派に思えなくもない。

　そんな苦労も、作品が本として出版される段に至り、あとがきを書いているいまとなっては良き思い出である。しかし、ここまでの文章が、あとがきとして成立しているかは非常に怪あやしい。やはりセオリーに乗っ取ってお世話になった方々への謝辞を述べておいた方がよい。

　しかし、応募原げん稿こうをシュレッダーにかけることなく拾ってくださった湯浅氏には、本作がジャンジャカ売れまくること以上の恩返しはない。剣も魔法もメイドも猫耳も出てこない極めて地味な本作を素晴らしいイラストで彩ってくださったナイロン氏には、いつか直接お礼申し上げたいものだ。一年前もリライト作業中もそこはかとなく相談にのってくれた友人Ｔ氏の名前を挙げてみても、大半の人にはなんのこっちゃ分かるまい。

　となると、もう、相手はひとりしかいない。一生かかっても読み切れない本の中から、敢あえて拙せつ著ちよを手に取り、貴重なお金と時間を割いて、ここまで読んでくれた、あるいはこれから読んでくれる読者にこそ、私は感謝の意を示すべきである。




　貴方あなたの選択と誠意に、心からありがとうと申し上げます。

　また、お目にかかれることを祈って。




二〇一〇年八月十二日


優ゆう木きカズヒロ
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優ゆう木きカズヒロ

１９８６年、山形県に爆誕。特に語るべきところのないモラトリアムを過ごし、いろいろあって電撃文庫より本を出すに至る。ゲームと立体物と寺社仏閣をこよなく愛す。外弁慶と意志の弱さには定評がある。今日の座右の銘は「面白いことはお腹に良い」。
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イラスト／ナイロン

こんにちはナイロンです。漫画家です。「ヤングアニマル」という雑誌で水泳マンガ『フロッグマン』を連載中です。よろしくね。水泳と自転車とお寿司とカレーと焼肉とラーメンと競泳水着が大好きです。
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ハロー、ジーニアス








優ゆう木きカズヒロ
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